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こ の 資 料 は 第1回 情 報 化 実 態 調 査 団 報 告 書 「カ リ フ ォ ル ニ

ア 州 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 高 度 利 用 の 実 態 」 の 附 属 資 料 と し

て 、 入 手 資 料 の 中 か ら 今 後 の わ が 国 に お い て も 参 考 と な る 問

題 に つ き 、 重 点 的 に 翻 訳 し、 と り ま と め た も の で あ るo

な お 、 こ の 資 料 は 、 日 本 小 型 自 動 車 振 興 会 の 機 械 工 業 振 興

資 金 に よ る"コ ン ピ ュ ー タ 化(情 報 開 発)実 態 調 査 団 の 派 遣"

に 関 す る 、 昭 和47年 度 の 報 告 書 に 該 当 す る も の で あ る 。
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〔1〕 カ リフ ォ ル ニ ア 州 政 府 の コ ン ピュ ー タ統 合 計 画'

・
、!'i

1統 合 計 画 の 概 要
●

●

●

こ こに述 べ る コン ピ ュー タ ◆セ ンタ ー統 合 計画 の骨子 は 、現 在 ゴ ーザ部 門

が使 ってい る プ ログ ラ ムを で きるだ け早 い時期に 、'統合 され た コ ン ピ ュー タ

。セ ン ター用 に コ ンバ ー ジ ・ンす る こ とで ある
。 そ の他 、本 計 画 に付 随 して

ほ)不必 要 な設備 の除 去 に よる コス ト節 約 、② それ ほ ど困難 で は な い ものか ら

順 次 コ ンバ ー シ 。ンす る こ と,{3}し か しス ケ ジ ュー ル上、 あ る いは技 術上 非

常 に む ずか しい もの に つ い て も努 力 を集 中 する(例 え ば 自動 車 局 の プ ログ ラ

ム)、(4}コ ンバ ー ジ ・ンの 過程 で下 請 業 者 の広汎 な参加 を促 し
、 同時 に コン

バ ー ジ ョンにか か る全体 の経 済 性 を確保 す るこ とな どが考 え られ て い る
0

1・1計 画の 簡 単な 紹 介

事 前 の慎 重 な分 析 の結 果 、 カ リフ ォル ニア州 は、EDPセ ンタ ーの 統 合

は 今 や実 施可 能 で あ り、 潜 在 的 な コス ト削減 を可能 に し、 しか'も現 存 す る

EDP能 力 の大 幅 な拡 充 と効 率 ア ップを果 しうる とい う結 論 に至 った 。 こ

の 結 論 を も た ら し た 要 素 と しては 、'次の事 項 が考 え られ る。

O下 記 の ユーザ 部 門 か ら出 され た現 在 お よび将来 のEDPに 対 す る要 求

が ・本 統 合計 画 に よ って満 足 され る こ と。

・自動 車 局(DepartmentofMotorVehi
clesDMV)は12カ

月 以 内 に追加 的 なEDP能 力 が必 要 にな る。

・DepartmentofPublicWorks(DPW)IBM370/155の

年 内設 置 を要 請 してい る。

一1一



。StateControllerOffice(SCO)お よ び 州 の 財 務 局(State

TreasllrerOffice-STO)は 現 在 、MICRに よ る 新 し い 逮 捕

状 シ ス テ ム を 企 画 し て い る 。

。州 の 公 害 制 御 局 は 新 た な 情 報 シ ス テ ム 作 成 の た め の マ ス タ ー プ ラ ン を

準 備 し て い る 。

・ ジ ェ ネ ラ ル サv－ ビ ス な ら び に 財 政 。人 事 の グ ル ー プ はEDPセ ン タ ー

の 統 合 を 考 え て い る 。

O現 在 の 計 算 と プ ロ グ ラ ミ ン グ の シ ス テ ム は 、 経 済 的 に 統 合 さ れ た 大 規

模 なEDPセ ン タ ー を 通 じ て サ ー ビ ス さ れ る 。 し か も 、 外 部 の 民 間 機 関

か ら 標 準 的 な ンくッ ケ ー ジ を 購 入 す る こ と に よ り 、 追 加 的 な 能 力 が 付 加 さ

れ た 新 し い ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 利 用 が 可 能 と な る 。

oデ ー タ と プ ラ イ バ シ ー に つ い て は 最 近 の コ ン ピ ュー タ 技 術 の 進 歩 と プ

ロ グ ラ ミ ン グ ・ シ ス テ ム の 発 展 に よ り 、 セ ン タ ー を 統 合 し た 方 が 多 くの

場 合 、 よ り 良 く プ ラ イ バ シ ー が 保 護 さ れ る も の'と み'こ ま れ る 。

・O'今 日 で は
、 ハ ー ド ウ エ アk・ よ び ソ フ ト ウ エ ア の メ':一一)一 か ら 大 量 の コ

ン バ ー ジ ョ ン に つ い て の 援 助 が 受 け ら れ る 。 高 度 に 自 動 化 さ'れ た コ ジ バ

ー ジ ョ ン 用 の ツ ー ル も 今 や 入 手 可 能 で あ る 。 以 上 の よ う な 理 由'に よら て

カ リ フ ォ ル ニ ア 州 と し て セ ン タ ー 統 合 の た め に 大 量 の プ ロ グ ラ'云 ペ コ ン

'1バ ー ヅ ヨ ン を 行 う ご と が 技 術 的 に も 財 政 的 に も 可 能 な 目 標 と な ち た の で

あ る 。

州 ・の 財 務 』局 に よ れ ば カ リ フ ォ ル ニ ア 州 内 に 約80の 州 関 係 のEDPユ ー

ザ … が お・り 、 州 は42台 を こ え る コ ン ビ ュ ー一・Bを 有 し て い る と の こ と で あ

『'る6ガ リ フ
ォ ル ニ ア 州 の 計 画 は こ れ ら を5つ の セ ン タ ー に 統 合 し よ う と す

る も の で あ る 。(こ の う ち4つ の セ ン タ ー に つ い て は 図1-1お よ び1一
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1.1に 示 さ れ てい る。)

との書 類 は図1-1に 描 かれ てい る うちの セ ンター1と 皿 に関 す る統 合

の た めの概 略 を述 べ てい るo

夫 々の選 ばれ た主 契 約者 は、 個 々の統 合 され た デ ー タセ ン ター の 直接 の

監 督 の下 に契 約履 行 者 と して作業 を行 い、 関連 す る州 の夫 々の部 局 と も技

術 的 な協力 を行 う。 計画 とス ケ ジ ュール設 定 に関 しては、 我 々は セ ンタ ー

1の 稼 働 まで には最 低20ヵ 月 、 セ ン ターIIに は最 低3ヵ 月 か か る と推 定

した。

尚 、1970年 度 の州 関 係 のEDP関 係費 用 は70百 万 ドル、1971

年 度 は83百 万 ドル とな ってお り これ は州 全体 の予 算規 模 の約4%に 達 す

る。 現 状 の ま までEDP関 係 費 用 が 高騰 して ゆ けば1975年 に は、 州 の

EDP予 算 は200百 万 ドル にま で達 す る もの とみ こまれ るが 、 本 統合 計

画 はEDPに 関 す る無駄 な支 出 を省 くこ とに より今後5年 間 に185百 万

ドル の コス ト削減 を 目標 と して い るo

●

白

1.2ア サ ンプ シ ョ ン

カ リフ ォル ニ ア州 に よって集 め られ た デ ー タ と仮設 は本 統 合 計画 の結 論

を び きだ す た めの基礎 とな ってい るo他 の ユー ザ ー部 門 か らの要 求 な どの

追 加 的情 報 は、 セ ン タ ー1の 遂 行計 画 の第1段 階 で集 め られ 、 検 討 が加 え

られ たo

o統 合 に よって もた らされ る費 用 の節 減 と能 力 ア ップはか な りな ものが

期 待 され る。 従 って、 統 合実 施 の遅 れ は、 とり戻 す こ との で き ない無 駄

な支 出 を意味 す る と ころか ら、 統 合 に際 しては、短 期 日内 で の実 施 のた

め に必 要 左技 術 に最 も重 点 が お かれ なけれ ば な らない。
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O統 合計 書 の実 施 に あた って は、 州全 体 が恩 恵 を受 け られ る よ う、 中小

の下 請 業 者 と州 政府 関係 者 の参 加 が な けれ ば な ら ない。

Oハ ー ドウ ェア のエ ミュレー シ ョンは避 け るべ きで あ る。 他 のす べ て の

方法 では 、技 術 的 あるい は財 政 的 に 不可 能 な とき にだ け ハ ー ドウ ェア の

エ ミ ュレ ーシ ョンが使 わ れ るべ きで あるo

o原 則 と して、 す べ ての プ ログ ラムは、ANS-COBOLヘ コ ンバ ー

トされ るo

Oハ ー ドウェア、 エ ギ ュゼ キ ュテ ィ ブお よび ソフ トウ ェアは現 在 、入手

可 能 で しか も メーカ ーに よ ってサ ポ ー トされ て い る もの で なけれ ば な ら

ない 。 また ハー ドウ ェアの構 成 要 素 は、将 来 シス テ ム変 更 のた め の費 用

支 払 い な しに、 ある程 度 の能 力 向上 が 可能 となる よ うな成 長能 力 を有 し

てい なけれ ば な らない。

o本 計 画 の遂 行 に あた っては州 に よる計 画 、 統制 、情 報 の普 及 お よび時

宜 を え た フ ィー ドバ ックが 可能 に な る よ うに計 画実 施 の主体 が構 成 され

層なげれ ば な らな い
。

Oコ ンバ ー ジ ・ンは、初 期 の統 合 にお い ては1対1・ のべ て スで行 うdプ

ログ ラ ム、 ドキ ュメンテ ー シ ョン ある い は デー タ 。コンバ ージ ョンの た

め に手 を入 れ る こ とは、 技 術的 に み てそ の まま コ ンバ ー ジ ョンす る こ と

が で き ない場 合 で しか もセ ンター の所 長 と州 の財務局 の 承認 を得 た もの

以 外 につ い ては これ を行 わ ない。

O従 って現 存 す る ア プ リケ ーシ ョン、 お よび シス テ ム プ ログ ラムに つい

て は 琴更 を行 わ ないo法 的 規 制 あるい は オ ペ レ ーシ ョン上 での絶 対 的 な

必要 性 に基 づ くもの以 外 は変 更 しない で、 そ の まま コ ンバ ー トす る。
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1・3技 術 と 組 織 的 側 面

1、3.1統 合 の た め の プ ロ ジ ェ ク ト 。 マ ネ ジ メ ン ト

本 統 合 計 画 を 成 功 裏 に 遂 行 す る た め に は 、 コ ン ピ ュ ー タ に 詳 し く、 し

か も本 計 画 の た め に フ ル タ イ ム で 働 け る 高 度 に 熟 練 し た ス タ ッ フ が 必 要

で あ り 、 こ の ス タ ッ フ は 州 政 府 の 高 官 と 直 接 に 合 議 し て 計 画 を 遂 行 し て

ゆ か ね ば な ら な い 。 こ れ に 加 え て 、 大 量 の プ ロ グ ラ ム と デ ー タ を コ ン バ

ー トす る た め に 一 時 的 に 多 くの プ ロ グ ラ マ ー が 必 要 で あ る
。 本 計 画 実 施

の た め に 必 要 な 技 術 者 を 確 保 し、 更 に ピ ー ク 時 を う ま く の り き る た め に
、

次 の よ う な 諸 策 が 考 え ら れ た 。

oConsolidationManagementSupport(CMS%主 た る 契 約

者 は 統 合 に 必 要kマ ネ ジ メ ン ト ・サ ポ ー ト活 動 を 行 い 、Consolida-

tionProjectOffice(CPO)へ 進 渉 状 況 を 直 接 報 告 す る 。CM

Sは 統 合 計 画 遂 行 に 必 要 な 、 計 画 ・分 析 。制 御 を 行 い 、 全 般 的 な 遂 行

基 準 を 設 定 す る 。(プ ロ ジ ェ ク ト組 織 に つ い て は 図1-3参 照)

Oセ ン タ ー一・の マ ネ ジ メ ン ト ・夫 々 の セ ン タ ー へ の コ ン バ ー ジ ョ ン は
、

CenterConversionTeam(CCT)の 責 任 で あ るoこ のCCT

は 主 た る 契 約 者 の 技 術 指 導 の 下 に 、 州 と コ ン ピ ュ ー タ ・ メ ー カ ー か ら

派 遣 さ れ た 人 々 で 構 成 さ れ る 。CCTはCPOに よ っ て 設 定 さ れ た 全

般 的 計 画 と基 準 に 基 づ い て セ ン タ ー ・ コ ン バ ー ジ.ン の た め の 詳 細 な

計 画 を 策 定 し、 個 々 のCCTは 当 該 セ ン タ ー に よ っ て サLビ ス を うけ

る 他 の 部 門 と も技 術 的 に 交 流 を 行 う。 セ ン タ ー 側 の 特 別 な 責 任 と し て

は 、`1}コ ン バ ー トす べ き プ ロ グ ラ ム と デ ー タ を 準 備 し、 ② 集 め ら れ た

プ ロ グ ラ ム と デ ー タ を 「プ ロ ダ ク シ ョ ン 。 コ ン パ ー ジ ∋ ン 。 マ シ ン 」

に か け 、{3)コ ン バ ー ト さ れ た プ ロ グ ラ ム と デ ー一夕 を 得 る こ と で あ る
。
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CCTは 、 そ の 他 に も プ ロ グ ラ ム と デ ー タ が 正 し く コ ン バ ー トさ れ た

か に つ い て 、 テ ス ト ラ ン 等 を 通 じ て 援 助 を 与 え る 。

o・ProductionConversionMachine(PCM).PCMあ る い は

プ ロ ダ ク シ ョ ン 。 エ ン ジ ン と い う概 念 は 別 に 目 新 し い も の で は 左 い が 、

本 統 合 計 画 に 際 し て は ユ ニ ー ク な使 い 方 を し た 。 大 量 の プ ロ グ ラ ム を

経 済 的 に コ ン バ ー ト す る た め に 、 次 の よ う な 措 置 が と ら れ た 。 す な わ

ち 、{1)似 て い る プ ロ グ ラ ム を グ ル ー プ 化 し、{2}こ れ ら の プ ロ グ ラ ム を

コ ン バ ー トす る た め の プ ロ ダ ク シ 。 ン の 技 術 を 開 発 し、 〔3必 要 に 応 じ

て プ ロ グ ラ ム ・ コ ン バ ー ジ 。 ン の た め の イ ン タiフ ェ イ ス を 設 置 し たe

プ ロ ダ ク シ ョ ン ・ マ シ ン に 対 す る イ ン タ ー フ ェ イ ス を,最 小 に し、'同 時

に 自 動 化 さ れ た ツ ー ル を 最 大 限 利 用 す る こ と に よ っ て コ ン バ ー ジ ョ ン

全 体 と し て の 経 済 性 は 獲 得 さ れ る 。 こ の よ う な 取 り決 め の 中 で 大 切 な の

は 、 む し ろ 大 量 の コ ン バ ー ジ 。 ン 業 務 を 行 う能 力 の あ る 下 請 業 者 を 探 し

出 す こ と で あ る 。

1・4実 施 計 画

1.4.1全 般 的 実施

セ ンタ ーの統 合 計画 に よれば 、 セ ンタ ー1の た め には20ヵ 月、 セ ン

タ ・-ffの た め には8ヵ 月 必要 だ ろ うと推 測 され てい る。 全般 的 な統 合実

施計 画 の 説 明 では 、実 施 の ため の ス ケ ジ ュールは 簡単 な もの にみ え るか

も しれ ない が、実 は これ は、 綿密 な分 析 と数 多 くの独立 した事 象 、設 備

と人 員 の 計画 、 更 に は実 施 に あた って具 体 的 に必要 と左 る もの のバ ラン

ス を とる こ とに よ って で きてい る ので あ り、 最短 の時 間 と、最 小 の コス

トで統 合 を行 うとい う 目的 は、 簡単 に は獲得 で きない。 セ ン ター統 合提
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※ に貢 .敵した の は.この よ うな こみい った分 析 なの で あ り、 これ らは統 合

言樋 の終 籾 まで根気食 続 け られ なければ ならない9に の ような計画

を イ ン タ ー ア ク テ ィ ブ に し か も タ イ ミ ン,グ 良 、く 遂 行 す る た め に 、CP

O(ConsolidationProjectOffice)は 、 プ ロ ジ
.エ ク トを 制 御 す

る た め の 技 法 、 推
、定 の た め の モ デ ル 、 コ ン ピ ュ ー タ 化 さ れ た 計 画 へ の 補

助 プ ロ グ ラ へ 、な ら び に 進 行 状 況 を 表 示 す る 部 屋 の 利 用 な ど の 技 術 を 駆

使 した 。 ま た 当 然 の こ とkが ら 統 合 が 成 功 裏 に 実 施 さ れ る た め に は 、 す

、べ ての政 府 機 関 が以 前 に言 明 した こ とにつ い ては、 プ ロジ ェク トが終 わ

る まで完 全 に守 られ なけれ ば な.らない。、

尚 、全般 的 な実 施 の スケジュニル につ い て は図1-4を 参 照 され た い。

▲
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1.4.2セ ン タ ・ コ ン バ ー ジ ョ ン

5つ の セ ン タ ー の 中 で は セ ン タ ー1の コ ン バ ー ジ ・ ン が 先 ず 最 初 に 行

わ れ るc最 適 の 労 働 入 口 の 負 荷 と 古 く な っ た 設 備 、 プ ロ グ ラ ム 、 お よ び

時 代 遅 れ の ス タ ッ フ を 早 く除 却 す る た め に 、 セ ン タ ー1とSIの コ ン バ ー

ジ ョ ン は オ ー バ ー ラ ッ プ す る よ う計 画 さ れ て おb、 セ ン タ ーHの 統 合 計

画 は 、 セ ン タ ー-1の 計 画 が 始 め ら れ た 後 に は じ め て 開 始 さ れ るo

夫 々 の セ ン タ ー に つ い て の 詳 し い 賞 辞 は 夫 々 の 契 約 者 の プ ロ ポ ー ザ ル

の ヰ で 述 べ ら れ な け れ は な ら な い 。

セ ン タ ー の 典 型 的 な 組 織 図 に つ い て は 図1-4-3を 参 照 の こ とn

と

●
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1.5主 た る契 約 者の 資 格

1.5.1要 求

統合 を経 済 的 に タイ ミング 良 く行 う とい う州 の 目標 に合 致 す るた めに

は 、主 た る契約 者 は、柔 軟 で、 しか も十 分 な技術 を も った ス タ ッフを有

してい なけれ ぱ な らない。 大 量 の コンバ ー ジ ョンを要 す る とい う本 計画

の内容 は技術 的 任は 巾広 い知 識 を要 す る こ とに なる。 用 地 の選 定計 画、

テ レ プ ロ セシ ング、 コ ミ ュニケ ー シ ョン、 デ ー タ処 理 の ハ ー ドウ ェア、

シ ステ ムプ ログ ラム、 ア プ リケ ー シ ョン プ ログ ラ ム、 デ ー タの蓄 積 と検

索 技術 な らび にデ ー タの プ ライバ シー保 護 の問題等 に つ き十 分 な分 析 を

ひ きっsい て行 うこ と も必 要 で あ る。 い か な る1つ の グ ル ー一・プ もこの よ

うな幅広 い要求 を満 た す こ とは経 済的 に も実 践的 に も不 可 能 なの で、 必

要 な場合 には システ ム につ い て の経 験 が深 く特 殊 な分野 に も十 分知 識 の

あ るConsolidationManagementSupportの メン バ ーの 力 を借

り な けれ ば な らない。 さ らには、 本 プ ロジ ェク トの 成功 は先 ず 当初 の計

画 に依 存 し、 次 に プ ロ ジ ェク トの進 行 に よ って必 要 な修 正 に依 存 す る と

いえ るので 、問 題点 の発 見 と計 画 の軌道 修 正 を正 し く行 うこ とが プ ロジ

ェク ト成 功 の1つ の鍵 とい え よ う。 また、主 たる契 約者 は上 に述 べた要

求 能 力 につい て十 分 な業 績 を証 明 し なけれ ば な ら ない。

1.5.2主 た る契約者 に望 まれ る条 件

カ リフ ォル ニア州 は夫 々の セ ンタ ー につ い て、 個 々 の コ ン トラク ター

と契 約 を行 い、統 合 計画 の ため の経 営 援助 機 能 及 び全 体 の統 合 計画 の 中

でそ の時 々 に最 も重 要 で ある要 素 に つい て 契約者 に助 言 を与 え る。

OConsolidationManagementSupPortExperience.個 々

の セン ター の主 た る契 約 者 は、政 府 もし くは民 間 の大 規 模 な プ ロ ジ ェ

一14－

A

●



●

'

●

ク トについ て成 功 の実績 が なけれ ば な らない。 この よ うな益 々複雑 に

な ってゆ くプ ロジ ェク トの実 施 を通 じて、主 た る契 約者 は統 合 計画 を

成 功 に導 く経 験 を有 す る こ とに な り、.コ ン ピ ュー タ産 業 に お け る リー

ダ ー シ ップを外 部 に認識 させ る こ とに な るの で ある。

Oシ ス テム に関す る知識 。 夫 々 の セン タ ーの主 た る契約 者 は この統 合

計画 の よ うな州 政府 関係 の大 プ ロジ ェク トに 直接的 ある い は間 接的 に

関 与 した経 験 が なけ れ ば な らな い。

o技 術 的専門 知 識e統 合 計 画 は入手 可能 な進 ん だハ ー ドウ ェア お よび

ソ フ トウ ェア の利 用 に基 づ く。計 画 を成功 させ るため に は、 これ らの

進 ん だ システ ムの利 用 に精 通 した経 験 の深 い専 門 のス タ ッフが 必要 で

あ る。 これ に加 え て 、州 政 府 の 人 々が シス テ ムを効率 的 、 効 果 的 に オ

ペ レ ー シ 。ンで きる よ う、 また シス テ ム完成 後 には、 統 合 され た シス

テ ムの メンテ ナ ンス につ い て も州 政府 の 当事 者 に十 分 な教 育 を与 え ら

れkけ れ ば な らkいo

Oリ ス ボ ンシ ブ ネス。 統 合 の成 功 は、 提 出 され たス ケ ジ ュー ルが さ し

た る変更 な しに実 施 され るか ど うか に深 く依 存 してい る。 この ス ケ ジ

ェー ル は関 係諸 機 関 か ら の要 求 と財政 上 の要 求 の結 果 で あ り、論 理 的

で 高度 に相 互依 存 的 な順 番 に な ってい る。

Oコ ミ ッ トメ ン トo主 た る契 約 者 を中心 とす る グ ルLプ は技 術的 に も

物 的 に も、 人的 資 源 に十分 な実 力 を有 して い なければ な らず 、 また将

来 もそれ らが保 証 され て いな けれ ぱ な らないo

1・6他 の 統 合 計 画

ケ ー ス1-1969年6月 に 認 め ら れ たBayAreaDataProces－
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singCenter。 現 在 では ユ ー ザ ーが統 合 計・画 か ら離れ つつ あるた め に、

計 画 遂 行 のた め に必要 な基 金 が枯 渇 して い る。 計 画 の進 行状 況 お よび コ ン

ピ ュー タの 縁働 状 況 をみ る と、 この セ ンタ ー統合 計 画 か ら如 何 な畜 恩 恵 を

こ うむ る こ とが で きる か につ い ては疑 わ ざ るをえ ない。 この ケ ー スは、 明

らか に当初 の予 想 を裏 切 った とい え よ うo

ケ ース2-1971年4月 に 決定 され たYouthAuthorityをMe-

ntalI'lygieneに 統 合 す る計画 。 現 在 ま で何 の進 捗 もkい 。 こ こで注 意

しなけ れ ば な らない のは、IBMの 最 小 の コン ピ ュー タで ある モデ ル20

か らRCAの スペ ク トラに コンバ ー トす る の に実 に]8カ 月 もか か る とさ

れ てい る こ とであ る。

これ らの2つ の失 敗 の ケース は数 多 い ケ ース の うちの ほん の一例 で ある。

い ず れ にせ よい コ ン ピ ュー タの数 は益 々増 え、EDP関 係 の費 用 は うな ぎ

の ぼ り とな り、 セ ンターの 統 合計 画 は 失 敗 す る こ とが多 い。 こ の よ うな事

情 の下 で は、州 全 体 と してのEDP利 用 につ い ての効 率性 と コス トの最 適

化 は全 くはか られ て い なか った といえ る。

この よ うな状 況 を考 え る とき、 最 も大切 なの は、 コ ン ビ ュー 多 才ペ レー

シ 。ンの専 門 家 に な らな くと も、 州 の各部 局 は、 コン ピ ュータ を利 用 して

夫 々の与 え られ た使命 を十 分 に果 す こ とがで きる とい うこ とで あ り、 ユ ー

ザ ーの 部局 の積 極 的 な イニ シ ア チ ブが 望 まれ る。
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■

2統 合 に つ い て の 考 え 方

21概 念 的 側面

1972年6月 に改 訂 され たEDP長 期 計画 に よれ ば、 そ こで 中心 とな

って い るのは 、 中央 の大容 量 コン ピ ュー タ設 備 と周 辺 の サ テ ライ ト ・ミニ

。プ ロセサ ー(SMP)で ある。 す なわ ち、 州 のす ぺての ユ ーザ ーが夫 々

の使命 を果 す上 で必 要 なデ ー タ とア プ リケー シ ョンを効 率 的 に処 理 す るた

め に中央 の大 規 模 な コン ピュー タの利 用 を可 能 に す るのが 、 中 心 の考 え方

で あ る。 こ の よ うに して、 大 ユ ーザ ー も小 ユ ーザ ー も、最 も効 率 が 良 く、

最 も能 力 の ある大 コ ン ピ ュー タを低 価 格 で利 用 で き る。

大 コン ピ ュー タを維 持 す るた め の高 い コス ト左 しに、 そ の能 力 を十 分 利

用 す る こ とは、州 の デ ー タ処 理 関係 者 の長 い間 の夢 で あ った。 多 くの場 合 、

超 大 型 コン ピ ュー タにか か る 固定 費 は非 常 に高 いが、 同時 に迅 速 な処 理 、

高性 能 の コ ンパ イ ラr、 進 ん だ言 語 な どを利用 す る こ とが で きる。 しか し

高 い固定 費 のた めに」 これ まで は小 さ なユ ーザ ーが大 容量 の コツ ピュ]タ

を使 うこ とはで きな か った が、 小 さ なユ ー ザー のEDP業 務 は大 ユ ー ザー

のそ れ と くらべ て決 して質 が悪 くて も よい とい うこ とでは な い。 従6て 小

さ な ユ ーザ ー に対 して も中央 の大 容量 の コン ピ ュー タの利 用 を提 供 す る と

とは重 要 で ある。 そ の意 味 で は、 小 さ な組織 体 が タイ ム ・シ ェア リング の

形 で大 容 量 の コン ピ ュー タを利 用 す る こ とは もは や珍 し くは な く、 現 に、

米 国 内、 特 に カ リフ ォル ニ ア州 内で は、 非 常 に小 さ 力紙減 俸 で す ら、超 大

型 の大 能 力 の コン ピ ュー タを非 常 に僅 か な費 用 で利 用 して い る。 この よ う

な利用 型 態 は タ イム ・シ ェア リング ・サ ー ビス ある いは コン ピ ュー タ 。ユ

ー テ ィ リテ ィー とい うよ うに一般 的 に は呼 ばれ てい る。
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しか し、 商 用 の タ イ ムシ ェア リン グ サ 「 ビスて は、 殆 ん どの場 合 イン タ

ー ア クテ ィブなモ ー ドで仕事 が処 理 され る
。 す なわ ち、 コン ピ ュー タ と人

間 が キ ー ボ ー ドを介 して協 力 して問題 の解 決 を考 え る とい うや り方 で ある、。

しか し、請求 書(水 道 代 、 電気 代 等)の 作 成 、 フ ァイル の更新 、報 告書 の

作 成 、 デ ー タマ ネ ジ メン トな ど定 常 的 に繰 り返 され る よ うな仕 事 に対 して

は イン ター アク テ ィブ なア プ ロー チは金 が かか り、 しか も大容 量 コン ピ ュ

ー タの非効 率 的 な利 用 を もた らす こ とに な る。 そ こで我 々の ア プ ロー チで

は次 の各項 を くみ あわせ る方 法 を と った。

Oリ モ ー ト ・パ ッチ ・エ ン トリー

o大 規 模 で しか もオ ン ライ ン ・イ ンタ ーア クテ ィブ な処 理

Ohく つか の対 話i型 リモ ー ト。バ ッチ

o代 表 的 一般 的tzパ ッチ処 理

大 多数 の ユ ーザ ーに とって は、 これ らの オペ レ ー シ ・ンは現 在 毎 日処 理 し

てい る もの と全 く同 じで あ り、殆 ん どの組 織 に ミニ 。プ ロセ サ ーが設 置 さ

れ る。 そ の うちの い くつ か には、 現 在 そ の組 織 が つか っ てい る コン ピュー

タ より もデ ー タの 収録 お よび ア ワ トプ ッ トの両 面 で優 れ てい る よ うな ミニ

プ ロセサ ーが設 置 され る。 また現 在 保 有 してい る コン ピ ュー タにつ い ては 、

コ ミュニ ケ ーシ 。ンの機 能 を加 え、 この ミニ プ ロセサ ー を通 じ て中央 の2

'百 万 か ら4百 万 バ イ トの 容量 を持 ち、 サク ラ メン ト地 区 に 設置 され る大 コ

ン ピ ュー タを、 夫 々 の部 局 内 にい なが らに して使 い こ なす こ とが で きる よ

うに な る だ ろ うo

ま た本 計画 に お い ては、 少 くと も政 府 関係 機 関 と民 間 企業 の両方 が既 に

使 った経験 の ある もの以外 につ い ては如 何 な る技 術 も採 用 しない とい う方

針 を と ってい るo
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2.2統 合 に よ るコス ト削 減

統 合 に よるサ ー ビスの 向上 に つい ては よ く言 われ る が、 同 時 に経 済的 側

面 を も見 落 しては な らな い。 簡 単 に言 え ば、 デ ー タベ ース を集 中 .して一 カ

所 に蓄積 す る とい うこ とは 資源 の有 効利 用 か らみ て も最 も経済 的効 率 が高

い 。 また、 関連 す るデ ー タを一 ヵ所 に集 め てお け ば十 分監 視 の 目が届 き、

よ り良 くコン トロー ル す る こ とが で きる。

現 時点 に おけ るEDP関 係 の コス ト面 の問題 点 と しては

O夫 々の部 局 と コン ピ ュー タの両方 につ い て実 際 的 な生 産 性 の限度 が あ

る こ とo

Oア プ リ ケ ー シ ョ ン1ひ き つ づ き 開 発 し て ゆ か ね ばkら な い が
、 こ の 開

発 に は 多 大 の コ ス トが か か る こ と 。

Oシ ス テ ム を 実 施 す る ま でg～ マ ネ ジ メ ン ト 。 コ ン ト ロ ー ル が 十 分 で な い

こ とo

な ど が あ げ ら れ よ う。

■

曾

2.3ハ ー ドウエ ア

多 くのEDPセ ン ター を5つ の大規 模 な セ ンタ.一に集 約 し、 これ を各 部

局 を回線 で結 ぶ こ とに よ って、地 方 のユ ー ザー も従 来 よりは 高性 能 を 有 す

る大 コン ピ ュー タに必 要 な時 κ ア クセスす るこ どが で き、大 容 量 の コ ン ピ

ュー タ を使 うこ とに よる メ リ ッ トも享 受 で きる よ うに なるoカ リフ ォル ニ

ア州政 府 は この よ うな統 合 に基 づ くメ リッ トを大 分 前 か ら認 め てお り、 前

述 の統 合 計書 を認 可 したの で ある。

しば しば デー タ ・プ ロ セ シン グを サポ ー トす るた めの 費 用 は 、 ぐ 一 ドウ

ェアの費 用 を大 幅 に こえ る。 この サポ ー トのた め の コス トの大 部 分 は スタ
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ッフに対 す る人件 費 で あるの で、 ス タ ッフの 高 い生 産性 がE刀P関 係 の コ

ス ト'削源 の鍵 と左るoこ の生 産性 は、下 記 の方法 に よ って上 げ られ る。

OEDPの 目的 を果 す上 で必要 なタス クの数 を減 らす こ と、 タ スク の間

の フ ロー タ イム を減 らす こ とな ど。

'

2・4デ ー タ ・ベ ー ス ・ア プ ロー チの イ ンパ ク ト

ハ ー ドウ ェア の統 合 に伴 ってデ ー タベ ースが統 合 され 、現 在 の ア プ リケ

ーシ ・ンの質 の 向上 が は か られ れ ば 、そ の結 果 、 タス クの数 が少 くな り、

短 い時 間 で タス クが処 理 され 、 そ の結果 、 従 来 より も低 コス トでEDP業

務 が行 われ る こ とに な る。 デ ー タベ ー ス を集 約 し、 中央 に統 合 され た大 デ

ー タベ ースが つ くられ る とす べ ての ユ ーザ ー が この デ ー ダベは スに ア クセ

スで きる よ うに な り,資 源 の有効 利 用 が は か られ る。 共 通 の デ ー タベ ース

とい う概念 は 、 夫 々の デ ー タは1回 だ け収 録 更新 すれ ば よ く、 当該 デ ータ

は そ のデ ー タエ レ メン トを使 用 す るす べ ての プ ログ ラム に よ って利 用 され

る とい うこ とで あ る。 更 に新 規 の ア プ リケ ーシ 。ンの ため に も現存 す る フ

ァイル を直接 利 用 で きるの で 、新 規 の シス テ ムの ため の追 加 的費 用 も最 小'

です む。 同時 に、 デ ー タベ ース を利 用 す る プ ログ ラムの ため の コー デ ィン

グ も少 くて す む こ とに な り、 変 化 か らの影響 か ら もか な りの程度 解 放 され

る。 しか しこの よ うなデ ー タベ ー スの統 合 は一 朝一 夕 にで きる もので は な

く、先 ず計 算 セ ン タ ーの統合 が デ ー タベ ー スの統 合 に先立 って行 われ なけ

れ ば な らない こ とは当然 で あ る。

デ ー タベ ース の統合 が生 み出 す も う一 つ の利 点 は、 デ ータ の蓄積 の ため

の コス ト削減 で ある。 なぜ な らば、 多 くの機 関 が 同 じデ ータ を採録 、蓄 積

すれ ば 、夫 々の デ ー タマ ネ ジ メン トのた め に間 接的 コス トが か か るか らで
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あ るoた だ一 つ の セ ン ター が一 つ の ソ フ トウ ェア でデー タの管理 お よび利

用 を行 え ば間 接費 用 は少 くてす む で あ ろ う。

`

●

2.5従 業 員 への 影 響

現 在 州 に よ って雇 傭 され て い る優 秀 なEDP関 係 のス タ ッ フには十 分 な

機 会 が与 え られ る。そ の 中 で重 要 な こ とは、 州 の ス タ ッフが より良 い ツー

ル と新 しい技 術 を使 え る よ うに な る こ とで ある。 従 って現 在 の機 種 を通 じ

て獲 得 さ れ た専 門的 知識 と経 験 が 十 分活 用で き、 す べ て の人 が新 しい技 術

に基 づ ぐ高 度 の ア プ リケ ーシ 。ンを利 用 す る こ とが で き る。 従 って真 に優

秀 なEDP関 係 者 は そ の実 力 を存 分 に発 揮 す る機 会 が与 え られ 、 こ の統合

計画 に よ って仕事 を失 わ ない こ とは明 らか で ある。 この統合 計画 は 要 す る

に個 人 の実 力 を十分 に発 揮 す る契機 と なる もの と考 え られ よ う。

潜在 的 な過 剰 労働 者 の問題 は、 他 部 への振 りか え お よび他 部問 の仕 事 に

つ い て の訓 練 、 ある い は必 要 な技 術 の 向上 など に よ って解 決 され よ う。 新

規 匠EDP関 係 の従 業 員 を雇傭 しそ の結果 再 び過 剰 労 働者 をか か え こむ こ

との ない よ うに、現 在EDP関 係 者 の新規 採 用 は凍 結 され てい る。

吟

●

2.6規 模 の 経済

統 合 に よ って もた ら され る も う一 つ の コス ト削減 は 、現 在 の分 散 され た

諸 設備 を集 約 す る ことか ら生 れ る規模 の経 済 に よ って もた ら され る。一 般

的 にデ ー タ処理 の能 力 はCPUの サ イ ズ と と もに増 加 す る。 また ア プ リケ

ー シ ョンを統 合 す る こ とは よ り効 率 的 な資 源 の活 用 を可能 にす る
o統 合 さ

れ た デ ータ セ ンタ ーの 資源 をASP(特 別 左 ソ フ トウエア ー"Attach-

edSupportProcessor)を 通 じて利 用 す る こ とに よ り、 大 規 模 左 シス
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テ ムか らひ き出 され る効率 的 な パ ー フ ォー マ ンス が得 られ る可 能 性 もある。

統 合 に 関 して、 多数 の 人が 恐 れ る の は、 サ ー ビス の低 下 とい うこ とで あ

り、 コン ピ ュー タ 。ユ ーザ ー が最 も不 平 を言 うの は ター ンア ラン ド ・タイ

ム につ い てで あ るoタ ー ンア ラン ド。タ イ ム とい うの は、 デ ー タ処理 の要

請 を出 して か らそ の結果 を入手 す る まで の時 間 で あ る。 この意 味 で、 デー

タ セ ンタ ー一の統 合 と集 約 され た デ ー タベ ー スか ら得 られ る最 大 の利 点 は、

新 た な追加 シス テ ムが完 成 す る まで の リー ド 。タ イムが短 くな る こ ≒で あ

る。 これ は簡単 にい えば、 より進 ん だ ア プ リケ ーシ ョンを利 用 す る こ とに

よ リプ ログ ラマー の生 産性 が非常 に あが る とい うこ とで ある。

統 合 か ら生 じる そ の他 の関連 した利 点 と して は、 高度 に熟 練 したス タ ッ

、フの獲 保 とデ ー タお よび ア プ リケー シ 。ン の独 立性 を可能 な限 り追 求 す る

こ とに よ り、 デ ー タ プ ロセ シ ン グ に関 す る進 ん だ技 術 が容 易 に と り入れ ら

れ る とい うこ とで ある。 これ らの改 良 が 行 われ る と、 上述 の デ ー タベ ース

と進 ん だ ア プ リケ ー シ ョンが す べ て の シ ステ ム と部 門 に よ って利 用可 能 に

.顛;要 す るに・ デ ー タ ブ 吐 シ ングの 統合 は下 記 の如 き利 点 を もた らす

もの と考 え られ る。

oシ ス テ ム をサ ポ ーーートす るス タ ッフの数 の減 少

Oス タ ッフの生 産性 の上 昇

oス タ ッフの技 術 水準 の 向上

Oタ ス ク数 の減 少

O

O

O

O

ア プ リ ケ ー シ 。 ン の タ ー ン ア ラ ン ド ・ タ イ ム の 減 少

デ ー タ処 理 能 力 の ア 。 プ

減 少 す る デ ー タ蓄 積 の た め の コ ス ト

情 報 の シ ン ク ロ ナ イ ゼ ー シ ョ ン
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`

q

○ ・シス テ ム プ ログ ラムの た め の メ イ ンテ ナ ンスが少 くてす む

O最 先 端 の技 術 の利 用 が容 易 に な る

Oハ ー ドウ ェアの高度 利 用

oユ ーザ ーの ニ ー ズに よb良 く対応 で きる

2・7レ ー トの計 算

す べ ての コン ピ ュー タ機 種 に対 して は、1つ の料 金計 算 シス テ ムが応 用

され る。例 え ばIBMの 機種 は コ ン ピ ュー タの利 用度 につ い て の報 告 書 作

成 のた めの、SystemMeasurementFacility(SMF)が キ イ 。エ

レ メ ン トと して含 まれ てい る 。 サ ー ビス の料 金体 型 は公平 で な けれ ば な ら

ず 、 すべ ての ユ ーザ ーは ユニ ッ ト 。コス ト。メ ソ ッ ドに基 づ き、 利 用 度 に

応 じて料 金 が か け られ る。 す なわ ち、 テrプ1本 か らコ ン ピ ュー タ自体 の

使 用時 間 まで す べ て の コス トが 、 セ ン ター を利 用 す る機 関 宛 に使 用 量 に応

じて料 金 を徴 収 され る。

他 方、ComputerUtility正lateBoard(CURB)が 設 立 され、 レ

ー トの決 定 とその 方針
、 お よび夫 々 の ユ ーザ ー に対 す る レー トの 適 用 に つ

き責任 を負 う(・そ してCURBは 、公平 で公 正 な価格 付 け の実 施 と統 合 さ

れ た セン ター を利 用す る ユ ーザ ー に対 す る諸 コス トの分 配 を行 う。 公正 な

画格 付 けのた め に必要 な サ ー ビス ・レー トと間接 費 用 の分配 につ いて は、

近 く包 括 的 な調査 が行 わ れ る予 定 で あ る。

2.8自 動 化 され た オ ー トメー シ ョン ・セ ンタ

統 合 され た個 々の セ ン ターは 、1時 間 当 加00を 越え る ジ ョブ を処 理

す る よ うに期 待 され て い る。 これ らの ジ ョブは、 少 くと も10の 異 った部
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局 と20の 地 方 タ ー ミ ナ ル か ら入 っ て く る 。 前 に 述 べftよ う に 地 方 に 設 置

さ れ るSatelliteMiniProcessor(SMP)の バ ラ エ'テ ィ ー と 構 成 は

夫 々 異 る 〔 こ の よ う な シ ス テ ム に は 、 在 来 の 簡 単 な ス ゲ ジ'ユ ー ル の 技 術 だ

け で は 不 十 分 な の で 、 夫 々 の ゼ ン タ ー・に は 前 述 のASP二 ど よば れ る ソ フ ト

ウ ェ ア が 提 供 さ れ る 。 こ のASPは 、2つ 以 上 の コ ン ピ ュ ー タ 間 の ワ ー ク

。 ロ ー ド の バ ラ ン ス を は か る こ と と
、 自 助 化 さ れ た コ ジ ピ三 二'タ 。'オ ペ レ'

一 シ 。 ン と い う二 つ の 機 能 ・を そ な え て い る 。ASPは
、 大 規 模 なーコ ン ピ ュ ー

ー タ の 能 力 を 十 分 に ひ き 出 す た め に 必 要 左 判 断 を 行 うい わ ばc事 前 に プ ロ

グ ラ ム 化 さ れ た オ ペ レ ー シ 。 ン 。 ス ー パ ー バ イ ザ ー と 考 え ら れ る 。 そ の 一

例 と し で 、ASPは 、 統 合 さ れ た デ ー一夕 セ ン タ ー の 端 末 機 に 、 実 行 を 待 っ

て い る 仕 事 が 使 用 す る テ ー プ の ボ リ ュ ー ム番 号 と リ ー ル 番 号 と を メ ッ セ ー

ジ と し て う ち 出 す 。ASPに 従 っ てv当 該 デ ー プ が デ ッ ギ に か け ら れ 、 レ

デ ィ に な っ た こ と が 明 ら か に 左 っ て は じ め てASPに 基 づ く ジ ・ ブcti実 行

が 行 わ れ る 。

ASPは 、 セ ン タ"内 の ど の コ ン ビ ざ 一 夕 が ど の ジ ョ ブ を 行 うか に つ い

て ・も 決 定 す る 。 こ の よ う'trcし て 、 セ ン タ ー1に つ い て は 、 チ ャ ネ ル'・ ア ダ

プ タ ー を 通 じ て 仕 事 を 待 っ て い る 中 央 め ゴ シ'ピ ュ ー タ ヘ ジ.ブ が 送 ら れ る 。

更 に は 、5つ の 統 合 さ れ た セ ン タ ー の 間 で 、 処 理 能 力 め 余 っ て い る 他 め セ

ン タ ー の コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て そ の ジ ョブ の 実 行 を 行 う'と い う よ う な こ と

も 予 定 し て い る 。ASPは ま た 、 高 ズ ビ ー ドの 電 話 線 に っ な ぐ こ と に よ 『り 、

端 末 機 か ら 入 力 さ れ た ジ 。 ブ の ア ウ ト プ ッ ト を そ の 端 末 機 に 送 り か え す こ と

と も可 能 で あ る 。ASPの 利 用 は 結 局 人 件 費 を 減 ら しい タ ー シ ・デ デ ジ ド タ ・

イ ム を 縮 少 し 、 ス ル ー プ ッ ト を 増 加 さ せ 、∴そ し て シ ス'テ ム『の 要 求 す る リ ソ

ー ス の 高 度 利 用 を 可 能 に す る も の と み こ ま れ る も'噛 ・
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〔li〕 サ ク ラ メ ン ト地 域 情 報 シ ス テ ム(SR工S)

1 概 要

サ ク ラ メン ト地 域 情報 シ ス テム(SRIS)は 地域 計 画 の た め の情報 収 集

を行 な う。 これ は い くつ か の著 しい特 徴 を もってい る○

特 徴:

__第 一 段 階 で は扱 うデー タの型 が5種 類 に限 られ る。

一 デー タは 「操 作 機 関 」 か ら送 られ て くる〇

一 シス テ ムは 「モ ジ ュー ル」 に より構成 され る。

.・ 基 本的 な デ ー タの み扱 うo予 測 ・そ の他 は扱 わ ない ○

標 準規 格 を要 求 しな いo

各 モ ジュ ール は 「地 理 ベ ー ス」 に よって 関連 づ け られ るo

この シス テ ムの第 一 段階 は カ リフォ ル ニ ア州 高速通 路 局(DOH)と サ ク

ラメ ン ト地域 計 画 委 員会(SRAPC)の た めの デ ー タ処 理 シス テ ム と して

つ くられ た。計 画 プ ログ ラ ムの た めに、 住宅 、人 口、 土地 利 用 、 雇 用 、所得

の項 目が選 び 出さ れ た○各 項 目の デー タは法 律 に よっ て設置 さ れ た 「操 作 機

関」 か ら得 る ことに な るoた とえば 、雇 用 に関 す るデ ー タは カ リフォル ニ ア

州人 材 開発 局(HRD)よ り得 るoも ちろん 、雇 用 に 関す るデ ー タの すべ て

が そ こか ら くる わけ で は な いo住 宅 、土 地利 用 の デ ー タは 郡 の 不動 産 鑑定 局

や建 築 局 か ら得 るo

これ らの デ ー タの処 理 段 階 が 「モジ ュー ル」 と名付 け られ るoた とえ ば 、

地域 の住 宅構 成 は 、 各MZ(区 画 の単位)が3種 類 の 住宅 の型 の うちの どれ

で あ るか を知 る こ とで あ るoこ の情報 はそ れ ぞ れ の郡 の不 動産 鑑 定局 か ら得
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ら れ る。 デ ーータ が 集 ま れ ば 、MZご と に 住 宅 の 型 を 割 り ふ る 作 業 が 行 な わ れ

そ の 結 果 が 整 理 さ れ るo時 に は デ ー タ は パ ン チ さ れ 、 コ ン ビs.一 夕 ー プ ロ グ

ラ ム が 整 理 を 行 な う。 こ れ ら の 処 理 と そ の 結 果 が 「モ ジ ュ ー ル 」 と呼 ば れ る 。

計 画 プ ロ グ ラ ム の た め の 所 得 デ ー タ を 得 る た め に は い くつ か の モ ジ ュ ー ル

が 必 要 で あ る 。 た と え ば 第 一 の モ ジ='一 ル は 郡 のvベ ル で 、 第 二 はMZご と

第 三 は 「人 口 モ ジ ュ ー ル 」 や 「住 宅 モ ジ ュ ー ル 」 の 情 報 に 関 連 し た も の な ど

で あ るo

SDISシ ス テ ム の 第 一 段 階 で は12の モ ジ ュ ー ル が 選 び 出 さ れ たo

vv5.1.一一 一 住 宅 モ ジ ュ ー ル

vt15.2,一 地 理 ベ ー ス モ ジ ュ 一一ル

yf5.3.-1970年 国 勢 調 査 モ ジ ュ ー ル

%4..現 在 人 口 推 定 モ ジ ュ ー ル(人 口 モ ジ ュ ー ル)

yf5,S、 土 地 利 用 モ ジ ュ ー ル

yl5.6.一 個 入 所 得 モ ジ ュ ー ル(郡 単 位)

%7.雇 用 モ ジ ュ ー ル(郡 単 位)

/C。.8.一 個 入 所 得 モ ジ ュ ー ル(MZ単 位)

A〈o.9.一 一 雇 用 モ ジ ュ ー ル(盟Z単 位)

II5.10.一 人 材 資 源 モ ジ=一 一 ル

yl6.11.一 一 不 動 産 登 記 モ ジ ュ ー ル

A6.12.一 一 一資 本 活 用 モ ジ ュ ー ル

D

・こ の 第 一 段 階 の シ ス テ ム に は223 ,000ド ル か か り、 開 発 す る の に3年

が 必 要 で あ る0

3年 の 期 間 の 終 了 時 に は 、 こ れ ら12の モ ジ ュ ー ル が 統 合 さ れ て7つ か8
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●

つ に なって い るか も しれ ない 。そ して 、 この 期 間 の後 には、 必 要 に応 じて 、

また時 間 と費 用 の許 す範 囲 で 次 々 とモ ジ ュー ルが追 加 され る で あろ うo

これ ら12の モ ジ.ユー ルの開 発 の最 大 の難 点 は標 準規格 の問題 で あ る。 こ

のSRISで はす べ ての標 準規 格 を最 初 か ら作 って おいて 、各操 作機 関 に、

ほ か の用途 には使 え ない そ の規 格 を押 しつ け る よ うな こ とは すべ きで な い○

む しろ、現 在 あ る規 格 を用 い、 必要 の た びに調 整 し、結 局標 準 規格 が ど う あ

らねば な らない か を観 察 すべ きで あ る。一 例 は不 動 産鑑 定 の 記録 に交通 分 析
、

の地 理 区分 を採 用 す る こ とで あ る△ これ には 多少 時 間 がか か るか も しれ な い

が 、十 分 それ だけ の 値打 ちが あ り、実 用的 な標 準 規 格 とな るで あろ う。交 通

の区 分が 国勢 調査 の地 域 区分 の細 分 で ある とす べ て の機関 が認 めれ ば、 そ し

て、 か な りの量 の情 報 が交 換 さ れれ ば 、一 応 の 目標 が達成 され た こ とにな る。

そ して、 同様 に して 目標 が追 加 され てい く。 標 準 規格 は モ ジ ュー ルが 開発 さ

れ て い くにつ れ、 ひ と りでに浮 か び上 が る もの で あ るoし か し、 い くつ か の

規 格 は最 初 に設 定 され なけ れ ば な らな い か も しれ ない。 それ らは後 に修 正 さ

れ る で あ ろ うoそ の一 例 は 、 関連 あ る各 モ ジ ュー ルの ため に、 街路 番地 を

「地 理 ベ ー ス 」に よ り統 一 す る こ とで ある○

どの モ ジ ュー ル もほ か の モ ジ ュー ル と 「地 理 ベ ー ス」 を通 して互 に関 連 し

てい るo「 地 理 ペー ス」 とは 次 の3つ の地 理 シス テ ムの複 合 物 の こ とで あ ろo

そ れ らは 、米 国国 勢 調査 地域 区分 、DOHの 交通 分 析 区画(TAZ)、 そ し

て 、SRAPCに よ り指 定 され た地 域 分 析 区画(RAD)お よびそ の細 分

(Sub-RAD)で ある○ これ らの3つ の シ ステ ムは互 に密接 に関 連 して

い る・噺 的 にいえば・ 「鍵 ベー司 と↓まひ とつの交題 画・註 ぽ の

集 合 の こ とで あ る○

開発 の初 年 度 の仕事 と して 、 われ わ れは 現 行 の システ ムを統 合 して、 旧 シ
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ス テム と新 シス テムで の番号 付 け を結 びつ け る よ うな総 合的 な システ ム を作

る こと を提案 す る。 この 「地 理 ベ ー ス」 に つい て は後 に 詳 し く述 べ る。 重要

な こ とは各 モ ジ ュー ル間 の関 連 は 「地 理 ベ ー ス」 のみ で あ る とい うこ とで あ

るo

一 般 に、第 一 段階 の シ ス テ ムで は各 モ ジュー ル のた め の コン ピュー ター処

理 はほ とん ど必要 ない。 必要 な コン ピュー ター プ ログ ラムは非 常 に単 純 な も

の で あ る。 集 め られ た デ ー タ ーの ほ とん どは機械 読 み取 り可 能 な形 に 編成 さ

れ るの で あろ う。 この編成 能 力 は後 には も っ と発 展 す るか もしれ ない。

SRISの 開発 で コ ン ピュー ター の役割 が 少 ない 理 由 の ひ とつ は 、そ れ が予

測 に関 す る仕事 を しな いか らで あ る。人 口や雇 用 の予測 はSRAPCが 行 な

うが、 そ れはSRISプ ロ グ ラムには含 ま れて い ないO

SRISの 能 力 は限 られ て い る。 そ れ は指 定 さ れ た数 の仕 事 だけ をす る 道

具 として 設計 され てい る。 その 目的 は計 画 に関す るデ ー タを集 め る とい う日

常 活動 を極 めて能 率 よ く行 な うこ とで あ るoSRISの 興 味 あ る特 徴 は モジ

ュー ル開発 で あ るoこ れ に よ り この シス テ ムは開発 の期 間 中 を通 して生産 的

な もの とな るoま た、 す ぐれ た技 法 が発 見 され れば、 そ れ らを と り入 れ る こ

とが で きる。標 準規 格 を選 択 的 に使 う こと と、 コン ピュー ター ファ イル を制

限 す る ことに よ リシス テ ム維 持 の仕 事 は最 小 限 に押 え られ るo

SRISは そ の機 能 を 次 の3つ に集 中 させ るoそ れ らは モ ジ ュー ル開発 、

1970年 国勢 調査 の結 果 の 配布 、 そ して デー タ収集 技 術 の テ ス トで あ るo

この プ ログ ラムは これ らの概 念 を具 体 化す るoス ロー ガ ンは 「単 純化 」 で

あ る 〇
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2 序 論

2・1背 景

1965年1月 、5つ の郡 と'13の 市 が サ ク ラメ ン ト地 域計 画 委 員会(S

RAPC)を 結 成 した01969年 には、 ユ バ郡 とそ の市 、 そ して サ タ一郭

の市 が参 加 した こ とに よ1り、 この委 員会 の会 員 は6つ の郡 と16の 市 に ふ く

れ たoこ れ は サ ク?メ ン ト・ サ ター ・ ヨー ロー・ ユバの秘 す べ て と・ エル ド

ラ ド郡 と プ レー サ ー郡 の シ エ ラネ バ ダ山脈 を含 む 自発 的 な組 織 で ある。

この委 員会 の会 員 は、 そ れぞ れ の郡 の監督 官 、 評議 会 が任 命 した ひ と りず

っ の代 表 と、各 市議 会 の承認 を受 け た 、そ れ ぞれ の郡 中 に含 まれ る市 を連 合

して代 表 す るひ とbず つか ら成 るo

これ らの委 員は市 議 会議 員、監 督 官 評議 会 、 または 地方 の計 画委 員会 の 中

か ら任 命 さ れ る○ 基 金 は地 方 と連 邦 との両 方 か ら得 られ たo市 や郡 か らの寄

付 金 は人 口に比 例 して割 り当 て られた 。

1966年 の終 りに は、 土地 利 用 と交 通 運 輸 に関 す る総 合 的 な計 画 プ ログ

ラムの た め の4年 間の 研 究 プ ランが委 員会 の代 表 す るす べ て の市 と郡 で承 認

さ れ た○ この研 究 に必 要 なの は徹 底 的 な調査 、計 画 活動 、 そ して高 速道 路 局

(DOH)と の協 力 で あ る。 「JOA計 画 」 と名付 け られ た この研 究計 画 は

1970年1月 に委 員会 に よ)t発 表 され たo

これは1973年 ま での委 員会 の発 展 的 な活 動 を示 す もの で あ る。

この委 員会 の結 成 の第一 の主 旨は、 地 域 の土 地 利 用及 び交 通 運 輸 に関 す る

長 期 総 合 計 画 を作 成 す る ことで あ った∩ この土地 利 用 と交通 運 輸 の 問題 は現

在 で も重 点事 項 で は あ るが、委 員会 の課題 は別 の 分 野へ と発展 して い ったo

これ は 地方 政 府 が そ ち らへ の関心 を示 したか らで あ る。
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6

諮 問機 関 と して の この委 員会 の役 割 は 行 政区 域 を超 え た事柄 につ い て地 方

政府 に助 言 す る こ と、及 び地 域 、 州 、連 邦 の プ ・グ ラムを統 合 す る こ とで あ

る。 さ らに、 この委 員会 は総 合 的 な地 域 開 発 プ ロ グ ラムを立案 し、 地 域 の一

般 計 画報 告 や そ の他 の報 告 を行 な う。 この計 画 プ ログ ラムの 基礎 とな る分 野

は土 地利 用 、交 通運 輸 、上 水 道 、下 水 道 、清 掃 事業 、 公園 及 び空 き地 、 雇 用

と人 口、住 宅 、 環 境 、犯 罪 、 そ して 「経 済 ベ ー ス」 で あるo

2・
.2SRISの 概 要

サ ク ラ メン ト地域 計 画 委 員会(SRAPC)及 びそ の ス タ ッフは1965

年 の研 究 開始 の時 点 か ら適 切 な デ ー タベ ー スの 重要 性 を認 識 してい た。委 員

会 が最 初 の プ ロ グ ラム と して 提案 した ものの 多 くは計 画 プ ログ ラムに必 要 な

デー タを集 め る ことで あ った 。そ れ らは た とえ ば ベー スマ ップ、 人 口の 予測

経 済 ペー ス・土地 利 用 ・ 雇 用、 住 宅 、交 通 な どの デ ー タで あ る。 委 員会 の過

去4年 間 の活 動 をふ りか え って み る と、 これ まで主 な 目標 が4つ あ った こ と

が わか る∩

斗「効果 的 な デ ー タベ ー スの準 備

*地 域 の土地 利 用 、 交 通 運輸 に関 す る計 画 を研 究 す るこ と○

*研 究 につ い て の一 般 の 、及 び政府 の承 認 を受 け る こと。

*人 材 資源 、保 健 、 住 宅 、交 通 運輸 、汚 染 、犯 罪 ・そ の 他 の地 域 の 問題 解

決 を助 け る こ とoま た 、政 府 の プPグ ラムを統合 調整 す る こと○

重要 な のは 、 これ ら4つ の 目標 の うち、 デー タベ ー スの みが 、 そ れ 自身最

終 目標 で はな く、 ほ か の3つ の 目標達 成 に必要 な もの で あ る とい うこ とで あ

る()

SRAPCに とって デ ー タベ ースが 重要 で あ る とい うこ とは 、委 員会 の塾
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金 を大 部分 受 け持 つ 州機 関 や連 邦機 関 も認 識 して いた 。 そ れ らの機 関 とは、

カ リフォ ル ニ ア州高 速 道路 局(DOH)、 連 邦高 速道 路 局(FHWA)、 米

国住 宅 都 市 開発 省 な どで あ るoこ の計 画 に関 す る カ リフォ ル ニア州 高速 道 路

局lDOH)の 主 な仕 事 は交 通 の流 れの 研究 、 家 庭訪 門 調 査 、 お よびそ の他

の交通 運 輸 計画 の ため の デ ー タベ ー ス を作 る の に必 要 な調 査 で あ っ た。 この

サ ク ラ メン ト地 域 デー タベ ー スの た め の過 去4年 間 の支 出は850,000ド

ル以上 で あ った と推 定 され る。 内分 けはSRAPCが380,000ド ル、DOH

が470,000ド ル、 そ して、 それ に加 え て マ リーズ ビルー ユバ 市域交 通 運 輸

研 究(MYCATS)に70,000ド ル で あ る。

^

約2年 前 、'SRAPCの ス タ ッ フは、 い くつ か の要 因 に よ り、地 域 デー タ

ベー スは組織 的 に構 成 さ れ なけ れば な らな い とい う結 論 を 出 したoそ の要 因'

とは 次 の よ うな もの で あ る。

*利 用 で きる地域 の デ ー タが 膨大 な量 で あ る'こ と。 そ して、 それ らを調べ

て 、 次 々と更新 して 、 絶 えず利 用で きる よ うに維 持 す る こ との困難 な こ

と∩

*1970年 の国 勢 調 査 の結 果得 られ るだ ろ うと思 われ る人 口、世 帯、 所

得 、 住宅 等 のデ ー タが 膨 大 で ある こ と。

*デ ー タの 管理 と利 用 の ため のす ぐれ た道 具 と して 、連 邦 政府 が都 市 情報

シス テム、土 地 コー ドシス テ ム、 コン ピュー タ ーに よる地 図作成 、 番地

対 応 シス テ ム な どを開 発 してい る こ と。

*情 報 シス テ ム と コン ピュー ターサ ー ビス を よ り能 率 的 に改 善 しよ うとす

るサ ク ラメン ト郡 と プ レー サー郡 の計 画o

*ほ か の都 市 で の情 報 シス テ ム開 発 の経 験oこ れ は陥 りや す い落 し穴 だ け

で な く、 情報 シス テ ム開発 の能 率 的 な方法 を も示 して い る。
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●

そ の結 果 、1969年 の終 りにはSRAPCの ス タ ッフは地 域 情 報 シス テ

ムの性 格 と 目標 と基 本概 念 との研究 に着 手 したoそ の研究 の結 果 、 この よ う

な シス テ ム建 設 の た めの4年 計 画 の プロ グ ラムを 出 したo

この提 出 に よって情報 シス テ ムの全 貌 が 明 らか にた ったの で 、 この総 合計

画 の責 任 を分 担 す る州 及 び地 方 公共 団体 に対 して共同 プ ・グ ラムを 提案 す る

こ とが決 め られ た。 特 に地 方 公 共 団体 を代表 して重要 な役 割 を果 す の は カ リ

フォル ニ ア州 高 速道 路 局(DOH)と サク ラ メン ト地 域計 画委 員会(SRA

PC)で あ る。

共 同 プ ・グ ラム を提案 す る とき、SRAPCの ス タ ッフは 、委 員会 の関 心

と カル フォル ニア州高 速 道路 局(DOH)の 関心 とが 多少異 な って い る こ と

を認 識 して いた ○ 委 員会 の 関心 は地 域 計 画 を総 合的 に 、『か つ最新 の もの にす

る こと、 現在 行 な ってい る よ うな多 くの地 域 サー ビスを行 な うこ と、 公共 の

及 び私 設 の機 関 に適切 な デ ー タを供給 す る こ とな どで ある・ した が っ て・委

員会 の関 心 と、必 要 なデ ー タは 多岐 に 渡 り、 広 範 で一 般的 な もので あ る。 し

か しなが ら、基 金 が限 られ てい るの で、 地域 計 画 、及 びそ れ に関 係 あ る人 口

土 地 利 用、 雇 用 、所得 、世 帯 の 問題 な どを優 先 させ なけれ ば な らない ○

これ と比 較 して 、 カ リフォル ニ ア州 高速 道路 局(DOH)の 責 任 は も つ と

は っき り してい るoDOHの 受 け持 つ 責任 は 、総 合 的 な交 通 運輸 計 画 を続 け

るた め に地 方 機 関 と連 絡 、 提携 す る こ とで あ るo幸 い な こ とには 、交 通 運 輸

計画、及 びその更新 に必要 な事項は、 多 くの場合、委員会が選択す べ き事項

と共通 してい るoそ れ らに加 え て 、DOHは 、重 要 では あ るが 、 よ り特 定 の

目的 に 関係 す る交 通 流 、 タ ー シナル、 輸 送保 護 、そ の他 の最新 の デー タを 必

要 と して いたoこ の よ うにDOHとSRAPCの 関心 は異 な っ てい るが、 ど

ち らも共通 の デ ー タベ ー スを必 要 と して お り、 また共 通 の デ ー タベ ー スの利
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益 も共通 で あ るo

注 意 して 鉛 くべ きな のは 、 ここに 提案 され た地 域情 報 シ ス テ ム開 発以 外 の

もの を考 え よう とす れば 、 それ は各 機 関 が それ ぞれ独 自の プ ログ ラムを実行

す る こ とであ る とい う点 で あ るoそ の よ うk方 法 は互 に重 複 し合 い、 高価 な

もの に な るoそ して、 た とえば 期 日 を定 め る問題 を考 えて もわ か る ように、

不 完 全 な もの に なる で あろ う。 実 際、 各 機 関 がそ れぞ れ 別 の小 プ ログ ラ ムを

実 行 す れ ば総 費 用 は非 常 に増 加 す るで あろ う。 それ に対 して、 す で に述 べ た

よ うな共 同 プ ログ ラムが効 果 的 に実行 され れ ば、 デ ー タベ ー ス の質及 び構 成

が 向上 し、 責 任 を分 担 して い る各機 関 の費用 は 最 少限 に押 え られ るで あ ろ う。

じ

2・3本 報 告 の 目的"

本 報 告 は サ ク ラ メン ト地域 情 報 シス テ ム(SRIS)の 全機 能 を記述 す る

もの で あ るoい くつ か のSRIS予 備 報 告 を見 た ワシ ン トンの連 邦 高速 道路

局(F .HWA)か ら、 シス テム開 発へ 連 邦政府 の財政 援 助 を得 るた め に、 こ

の種類 の報 告 書 をひ とつに ま とめて は とい う提案 が あったo本 報告 は この 目

的 を満 た す と同 時 に、 シス テ ム開 発 の指針 と し、 そ の概 念 と 目標 とを明確 に

す る とい う意 図 を もっ た もの で あ る。

本 報告 で述 べ られ てい る こ とは、 数 年 に渡 る調査 と、 必 要 な情報 とそ の供

給 先 の問題 に取 り組ん で きた経 験 の 結果 で あ るo「 デー タ バ ン ク」 の陥 りや

す い落 し穴 、 す なわ ち標 準規 格 を故 意 に、 しか も注意 深 く避 け た の は、 この

プ ログ ラムの意 図 した ことで ある。 この シス テ ムの 目的は 、 住 宅、 雇 用、 土

地 利 用 、 所得 、 人 口表 どの 「基本 デ 三 夕」 を地 域 計 画 の た め に供 給 す る こ と

で あるoこ の よ うに研究 の ア プ ロー チは比 較 的 単純 で あ るoし か し、 これ を

常 に単 純 なま ま に保つ には 努 力 が必 要 で ある!
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`

ここ数年 の間 に、SRAPCが 情報 を扱 う態度 は 組織 的 で な けれ ばkら な

い こ とが明 らか に な った。 最 終 的 要 因 は恐 ら く1970年 の国 勢 調査 で あ ろ

うoし か し、 これ に先 だ って、 カ リフォ ル ニ ア州高 速道路 局(DOH)とS

RAPCが 交 通 運 輸 の共 同研 究 のた め の情 報 システ ムを作 ろ うとい う協 力関

係 が 築か れた。 この計 画 の た め の基金 は カ リフォル ニ ア州高 速 道 路 局(DO

H)とSRAPCと が共 有 す る こ とに な った 。

この情 報 シス テ ムが 完成 す れ ば、そ れ は さ ま ざま な分野 に応 用 で き る高 度

に柔軟 性 を も った道 具 とな る で あろ う○

この計画 書 は 次の3つ に利 用 され るo第 一 に、SRAPCの 毎 年 の計 画 プ

ログ ラムに必 要 な情報 が明 らか にさ れ る。 第二 に、 デ ータの概 要 が 州 の機 関

へ渡 され る○ 最後 に 、 これ は す べ て のSRAPCの プ ログ ラムの最 大 の 目的

で あ るが 、委 員会 を構 成 す る各機 関 の プ ログ ラムを強化 す る こ とで あ る。 こ

れ はSRAPCの 責任 で あ る∩

亀

2・4略 語 一 覧 表

本書 を読 み易 くす るた め に略 語 が使 われ てい る。 も ちろん 、 これ は そ の略

語 が何 を意 味 す るか憶 え なけ れ ば な らない とい う問題 を引 き起 すoこ の た め

略語 一 覧表 が 折 り込 まれ てい る△ 次 の ペー ジを折 り出 した ま ま に してお け ば

本 書 を読 み なが ら絶 えず 参 照 す る こ とが で きるo
9
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以下は各種機関、委 員会 、地理区分単位、その他本書 で用い られ る用語 の

現在使われてい る略語 であるo

D『OH

SRAPC

SRIS

FHWA

FHA

FMHA

HRD

HCD

DOT

OSI

カ リ フ ォ ル ニ ア 州 高 速 道 路 局(D・ivisionofHighwayS)

サ ク ラ メ ン ト地 域 計 画 委 員 会

(Sac・ramentoRegionalAreaPlanning

Commission)

サ ク ラ メ ン ト地 域 情 報 シ ス テ ム

(SacramentoRegionalInformationSystem)

連 邦 一高 速 道 路 局

(FederalHighwayAdministration)

連 邦 住 宅 局(FederalHousihgAdministration)

農 家 局(FarmersHomeAdministration)

カ リ フ ォ ル ニ ア 州 人 材 資 源 開 発 計 画

(Hurr,anResourcesDevelopment)

カ リ フ ォ ル ニ ア 州 住 宅 共 同 体 開 発 計 画

(H。 。、i。g。 。dC・ ㎜ ・。ityD・v・1・pm・nL5"

連 邦 運 輸 省(DepartmentofTransportation)

最 適 シ ス テ ム 株 式 会 社(顧 問)

(OptimumSystem,Ine・)
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◆

6

国'勢調査区域単位

ACG

DIME

GBF

ED

EG

CT

CCD

ADMATCH

番 地 コ"eド 化 方 式(AddressCodingGuide)

双 対 独 立 地 図 コ ー ド化 方 式(ACGの 特 殊 な も の)

(DualIndependentMapEncod▲ng)

地 理 べ ー ヌ フ ァ イ ル(DIMEで 改 良 し た 番 地 コ ー ド化 方

式)(Geographic'BaseFi}e)』

調 査 区 域(EnumerationDistrict)

ブ ロ ッ ク グ ル ー プ(EDと 機 能 的 に 同 じ)

国 勢 調 査 地 域 区 分(CencusTract)

国 勢 調 査 郡 集 合 単 位(CencusCountyDivision)

街 路 番 地 対 応 コ ン ピ ュ ー タ ー プ ロ グ ラ ム

(ComputerProgramtoMatchStreetAdr.ess)

交通運輸研究単位

`

■

TAZ

MZ

SATS

MYCATS

交 通 分 析 区 画(TrafficAnalysisZone)

こ れ に は 大 単 位 区 画(MajorZone)と 小 単 位 区 画

(MinorZone)で 構 成 さ れ るo

小 単 位 区 画(MinorZone)

サ ク ラ メ ン ト地 域 交 通:運 輸 研 究

(SacramentoAreaTransportationStudy)

メ リ ー ズ ビ ル ・ユ バ 市 域 交 通 運 輸 研 究(Marysville-

YubaCityAreaTransportationStudy)
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SRAPCの 複合 単 位

RAD地 域 分 析 区 域(RegionalAnalysisDistrict)

Sub-RADRADの 細 分

そ の 他

JOA

COP

SRAPCの 計 画 プ ログ ラム(JobAhead)

D◇H鱒 些1;グ ラム(C・
.n・・n…g・pera…nPl・ ・)

■

●

●

,

'

◆
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3各 プ ログラム に必 要 なデ ー タ

◆

●

1971年 の は じめ、SRAPCとDOHは1974年 ま での プ ログ ラ ム

を ま とめ、採 択 したOJOAはSRAPCの プ ・グ ラムの1971年 か ら・

1974年 に わた る計 画 の概要 で、 初年 度 の活動 プ ログ ラムも詳 し く述 べ ら

れ てい るoま た 、 これ にはSRAPCの プ ロ グラム とDOHな どほ か の州 機

関 との 関係 も議 論 され て お り、 資金 に関 す る共 同 プ ログ そム も組 まれ てい る∩

「COP計 画 」1はDOHが 交 通 運輸 計 画 を続行 してい くの に必 要 な プ ログ ラ

ムの概 要 で あ る。DOHは 「デ ー タ観 察 」 の ほ とん どをSRAPCに 依 存 す

る よ うにな る で あろ うoDOHとSRAPCの プ ログ ラムのた めの 「デ ー タ

観察 」 と両者 の責任 に つい て も述 べ られ る。

上 記 の ふ た つ の書 類 に は、両 機 関 に必 要 な デ ー タは何方1とい うこ とが示 さ

れて い る。 そ れ らの デ ー タの型 と、そ の計 算 の地理 区画単 位 とを以 下 で示 す。

●

3・1総 合 計 画 プ ログ ラ ム

い ろい ろの プ ログ ラムが それ ぞ れ に分 類 され て整 理 され てい るoい くつ か

の プ ログ ラムに つい て は、現 時 点 で必 要 な デ ー タの種 類が 明 らか でな い もの

もあ る△ それ らの場 合 は 単 に 「デ ー タベ ー ス」 との み書 くこ とにす る〇

一 般 言十[匝i要素

(1)物 理 的 な開 発 に関 す る要 素

総 括 と修 正

必要 な デ ー タ:デ ー タベー ス

(2)環 境 に関 す る要 素

基礎 研 究 と計 画 要素 の決定
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必 要な デ ー タ:デ ー タベー ス

(3)住 宅 に関 す る要 素

基 礎 研究 と計 画要 素 の決 定

必 要 なデ ー タ:デ ー タベ ー ス

(4)犯 罪 に関す る要 素

仮 定 と 目標 の吟 味 、総 括 と修 正

必 要 な デー タ:デ ー タベ ース、 特 に1970年 の国 勢 調査

地 域 計 画 プ ログ ラム

ω 電 車

これ まで に作 られ た1980年 の 電車 運行 計 画 の吟 味 。特 に利 用区 域 の

境 界、施 設地 域 、 財政 の計 画 、施 行 の プ ログ ラムo

必 要 なデ ー タ:MZ(小 単位 区 画)の 年 令 別 の人 口∩ 住民数 に対 す る住

宅o電 車 運行 研 究 の 現 在の デー タベ ー ス。 電 車操 業 に関す る現在 の統 計。

(2)高 速 道路

これ まで に作 られ た モデ ルの再 評 価 。計 画 お よび プ ログ ラムの 図式oほ

とん どの作 業 はDOHに よって行 な われ る○

必 要 なデ一 夕 ニ種類 ご との 人 口、 住 宅 、雇 用 、所 得 、 小区域 ご との土地

利 用等 の〕最新の デ ー タo

(3)レ ク レー シ ョン

本会 計年度 に予 定o空 地利 用計 画 の研 究 ∩

必要 な デー タ:MZご との基 本 的 な プロ グ ラムの毎 年 の更 新 デ ー タ。

(4)水 道、 廃 棄物 処 理

昨年 承 認 さ れた プ ログ ラムの総 括 と修 正o特 に水 道 関係 の レクv－ シ ョ

ン計 画 、水 道 の効 果 的 利 用 計画 、 州 との連絡 提携o
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φ

亀

必要 な デ ー タ:郡 ☆ よびSub≒RADご との人 口(現 在 お よび将来 の予 想)

雇 用、1970、75、80、90、2000年 の土 地 利 用 と経 済 開 発

の計 画 ○

(5)住 宅

住 宅計 画 の詳 細o地 域 住宅 セ ン ター設 立 提案 の実 現。 連 邦 の 住宅 計 画 と

の調 整∩ 住 宅市 場 の研 究 ○ 特 に需 要 の予測 、優 先 順位 と設 定 目標o供 給

増 進 プ ロ グ ラムo地 方 住 宅要 素 の準備 ∩

必 要 な デ ー タ,:MZ、CT、 市 、都 市地 域 、CCD、RAD、 郡 、地 域

な どの区域 ご との住 宅数 、 種類 、 寝 室数 、家 屋 の情況 、建 築 費 用 、貸 し

家 、空 き家 、 間借 り、 家族 数 な ど○

(6)犯 罪

目標 と方 針 の吟 味o毎 年 の活 動 ブ ・グ ラムの立 案 。特 別 研 究 の終 了a

「911」 研 究 の概 要 。 一 般 へ の広 報 プ ・グ ラムの計 画 、 各種 連 絡 機 能n

必 要 なデ ー タ:1970年 国 勢調 査 に よる年 令 、RADご との 人 口。

(7)航 空

目標設 定o現 在 の活動 の分 析 。 図式 的組 織 的計 画 。数年 間 の研 究 計 画 の

立案o土 地 利 用 の計 画o

必要 なデ ー タ:RAD、 種 類 ご との 人 口、住 宅 、土 地利 用o飛 行 機利 用

情況o

(8)固 形 廃棄 物

現 在 の施 設 の調 査o現 在進 行 中 の計 画 の調 査 力将 来 の 廃棄 物 の量 の予 測n

処 理場 用地 、再 生利 用 の研 究o

必 要 な デ ー タ:現 在 の施 設 や計 画 に関 す る デー タベー スo
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特 別研 究

(1)人 材 開 発

さま ざま の関連 横 関 の特 定 の プ ログ ラムの統 合、 開 発。優 先 権 の確 立 ∩

社会 計 画 との 関連 づけo

必 要 なデ ー タ:1970年 国 勢調 査 の郡 の人 口。

② 複 合郡 政 府 組 織

応 用 の 範 囲 を超 え るo

(3)固 形 廃棄 物 処 理

処理 場 用 地 、再 生 利 用 の研 究

必 要 な デー タ:前 述 の固形 廃 棄物処 理 計 画 に関連 す るo

(4)SATSとMYCATS

交通 運 輸 研究 の続行

必 要 な デ ー タ:1970年 国勢 調査oMZ及 びRADの 「観 察 デ.一夕」o

(5)犯 罪

前述 の 犯罪 に 関す る計 画 お よび プ ログ ラムと関連 す る○

必 要 なデ ー タ:1970年 国 勢 調査 σ 犯 罪 に関 す る統計 。

●

3・2交 通運 輸 計 画 の観 察 要素

「観 察 要 素」 はSRAPとDOHと の協 力の も とに決定 され たo以 下 の要

素 は前述 の計 画 プ ログ ラム と多少 重複 す るが、 そ の性 硲 に 違 いが あ る。

観 察 要 素は す べ て3レ ベ ルに わた って 評価 され るム レベ ル1は 基 本 事項 の

毎年 の総 括 で あ るoレ ベ ル2は 少 な くと も5年 ご とに行 なわ れ る○ これ は土

地利 用 、社 会 経 済 に 関 す る デ ー タ、SRAPCに よる電 車 運行 の情報 、、DO

Hに よる交 通 情 況 の デー タ等 の総 括 で あ るoレ ベ ル3は10年 ご と、 あ るい
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頃

■

は も っと頻繁 に行 な うもの で、 計 画 の途 中変 更 を再評 価 す るた め で あるエ こ

れ は1972年 は じめ に、運 行 計 画改 正 に伴 って まず行 なわ れ るで'あろ うo

(1)経 済 的要 因

これ には 、交 通 運輸 の 「経 済 ベ ー ス」 に関す る さま:ざま な ものが あるo

リッチ ズ ・リサー チ会 社 を顧 問 とす る報 告 が最 初 の ベー スで あ った○ こ

れ に よっ て要 因が 決定 され た∩ 毎年 の総 括 は、 必 要 に応 じて な され る計

画 修 正 の結 果 を考慮 す る。

必要 な デ ー タ:こ れ は レベ ル1で ある。 種類 、MZご との 人 口、 雇 用

所 得oそ れ らの密 度 、 中央 値 、比 率 な どの計 算

(2}人 口の 研 究

人 口ベ ー ス の毎 年 の 更新 ○ また予測 、 デ ー タ地 図の作 成 な ど。

必要 な デ ー タ:こ れ も レベ ル1に 属 す 。CT、MZご との毎年 の人 口○

(3)土 地 利 用

1968年 に サ ク ラ メン ト地域 の ため に、 また1969-70年 に メ

リーズ ピル ーユ バ市域 の た めに作 られ た土 地利 用 の ベー ス を定期 的 に更

新 す る こ と∩

必要 な デ ー タ:こ れ は レベ ル2て あ るo産 業別 、 盟Z別 の利 用 エ ー カ

ー数c

(4)交 通 運 輸 施 設

物理 的 特 徴、 運行 の特 徴 △

街路 幅 、通 行 優 先権 、舗装 の型、 信号 制御 、交 通事 故 の 統計 等 の調査

維 持o技 術 的報 告 、地 図 等 は定 期 的 に作 成 され るo

必 要 な デ ー タ:こ れ も レベ ル2に 属す る。 そ して、SRISシ ステ ム

をは なれ て 、DOHに よって行 な われ るa
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電 車:電 車 の運 転者 、運 行 時 刻、 発車 間 隔 、 目標 の た め の地 図 な どを総

総 括 す るo

必要 な デー タ:レ ベ ル2で あ る。 各 線 ご とのひ い き客 。運 行 マイルo

運 行 時間 。 デ ー タの基礎 とな る年 と 目標 の年 の そ れぞ れ につ い て、単 位

時 間、 単 位 マ イル 当 りの コス トo

(5)'交 通 の パ ター ン

交 通 の パ ター ンは 交 通量 の デ ー タか ら調 べ られ る∩ これ らの デ ー タは

高 速 道路 網 の モデ ルの 大 きさ を再 吟味 す るの に用 い るo

必要 な デー タ:レ ベ ル2nSRISを は な れて 、DOHが 維 持 す る。

デー タは 州k・ よび地 方 機 関 よ り得 るo

⑥ ター ミナル、 お よび乗 り継 ぎ施設

これ らの要 素 はSRAPCとDOHの 協 力 の も とに維 持 され る力顧 問

の ウィルバ ー ・ス ミス社 に よる電 車 計画 の報 告 とSATRレ ポー ト第2

巻 とに よって ベ ー スが つ くられ たoこ れ らを定期 的 に更新 す る○

必 要 な デー タ:vベ ル2a電 車 運 行 情報 ∩MZの 産 業別 土 地 利用 。

(7)交 通 と制御 装 置

これ らはSRISを は な れてDOHに よって維-持され る○

(8)区 域 分割 の条 例

これは現 在 、SftISシ ステ ムの仕 事 では な い∩SRAPCは いろ い

ろな一 般計 画 を総 合 した報告 書 や'地図 を通 じて デ ー タベ ー スを 用意 した○

これ を定期 的 に更新 す れ ば 必要 な デー タが得 られ る。

必要 なデ ー タ:レ ベ ル20交 通運 輸 研 究 区域 で、 各行 政 管 割 ご との 区

域 分 割 の条 例 、 規 約、 建 築 規 制○

(9)財 源
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⑨

●

出支 に関 す る総 合調 査 が1970年 にSRAPCに よって 発行 され たo

これ に は研 究地 域 のす べ て の機 関 の支 出 が含 まれ てい るo州 は1963

年 か ら現 在 まで の資 本 の 活用 に関 す る支 出報 告 を ま とめて い る。 これ ら

の書 類 が この要 素 の ベ ー ス とな る。 定 期 定 な総 括 と更新 が 行 な わ れ る。

必 要 左 デ ー タ:レ ベ ル2e国 、州 、郡 、市 な どの地 方 政府 、公 益 事 業

主要 法 人 の資 本 活 用∩

㈹ 社会 、共 同 体 と しての価 値 に関 す る要 素

地 域 の政府 機 関 の 目標 、一 般 公 開討論 会 での結 論 な どが さ ま ざま な書

類 の形 でSRAPCに よって報 告 され て きたeこ れ らの年 間 目標 会 議(

(AGC)で と りあげ られ た諸 目標 は、 家庭 訪問 調査 の結 果 と と もに、

社 会、 共 同 体 と して の価値 を評 価 す る ベ ー スにな るo定 期 的 に再評 価 が

注 意深 く行 な われ る∩

必要 な デ ー タ:そ れぞ れ の 活動計 画 、 観 察要 素 の結 果 が この要 素 の入

力 とな る○ これは レベ ル2で あ るが、 レベ ル3へ も引 き継 が れ るo

●

●

3・3そ の 他 の 関連 あ る プ ロ グラム

SRAP'Cと 協 力 す る州 お'よ び地 方 政府 の い くつ か の機 関はSRISシ ス

テムか らの デ ー タ供 給 を必 要 と してい る○ 各協 力機 関 の詳細 な活 動 プ ログ ラ

ムは知 られ て い ない 。 しか し、 い くつ か の種類 の デ ー タの必 要 性 につ い て は

SRISへ の要』望 が 出 され て い るo

将来 これ らの機 関 は必要 とす る デ ー タのほ とん どをSRISの デ ー タプ ロ

グ ラムに依存 す る こ とが 予想 さ れ るoさ らに、 これ らの機 関 の プ ロ クーラムは

SRAPC以 外 の機 関 に と って も非 常 に貴 重 左 もの に な る と考 え られ るnも

しそ うな る よ うで あれば 、 これ らの機 関 の プ ログ ラムを詳 細 に定 め て、SR
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ISシ ス テ ムに加 え られ る か も しれ ない○ しか し、 ここ では各 機 関 の要 望 に

も とつ い て1必 要 な デー タを 簡単 に述 べ よ う。

デ 一一タ交 換 を必 要 とす る共 同 プ ロ グラ ムに 関連 す るの は 次 の3つ の州機 関

で あるo

(1)カ リフォ ル ニア州水 資源 評 議 会

カ リフォル ニ ア州 水 質計 画 に従 って、 水 に関 係 ある レク レー シ ョン活

動 の事 業 、 水 と ごみ の効 果 的利 用法 な どと研 究 す る∩ これ らの デー タは

SRAPCの ス タ ッ フ と顧 問 に よって供 給 され るoそ のほ か の デー タは

SRISに よって与 え られ る∩

必要 なデ ー タ:MZご との 人 口、 雇 用、産 業 の 種類 、土地 利 用 ∩

(2)カ リ フォ ル ニ ア州 の犯 罪 に 関 す る会 議

この プ ログ ラムは連 邦法 律 施 行 援 助 局 の機能 で あ る∩ そ して、SRA

PCの 犯罪 に関 す る計 画 部 門 に よつ て管 理 され る。犯 罪 に関 す る プ ログ

ラ ムは 少tt〈 と も6つ の部分 か らな る。 そ れ らは犯 罪 に 関す る要 素 設 定 、

計 画 お よひ プ ログ ラム、特別 研 究 、 広 報 プ ロ グ ラム、地 方 機 関 の犯 罪 に

関す るプ ロ グ タ ムの 協 力 援 助、 連 邦 政 府 か らの 助成 の管 理 で ある。

必要 な デ ー タ:層 別人 口、 人 口予 測 、 種類 別 の雇用 、MZご との住 宅

事 情∩

(3)'連 邦航 空 局

カ リフォル ニ ア州航 空 局 は現 在 、地 域 航 空 シ ス テムの研 究 を行 な って

い るoSRAPCは 州 と協 力 して シス テ ムの 図式 的 計 画 と長 期研 究計 画

を行 な うで あ ろ う○ 目標 の設 定 と現 在 の 計画 活動 の再 調 査 が初年 度 の 活

動 と して優 先 させ られ るo

必要 なデ ー タ:土 地 利 用研 究、 航 空 利 用 に 関す る現 在 の デー タベー ス〇
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●

亀

●

以 下 に掲 げ る のは デ ー タ交 換 プ ロ グラ ムに関 してSRAPCと 協 力 して い

る特 定 の政府 機 関 、 ま たは 政府 機 関 の タ ィブで あ るc各 機 関 の プnグ ラムは

ここに=書かれ て い ない∩ た だ全 体 と しての機 能 の概 略 とSRISに 依存 す る

必要 な デ ー タの み を示 すo

(1)SRAPC構 成機 関 の計 画 溢 よび福祉 部 門

これ らの部 門 は 自分 達 の区域 外 か らの デ ー タも必要 とす る よ うな活動,

を担 当 して い る。 これ らはSRAPCと 同様 に デ ー タを 「操作 機 関 」 に

依存 して い る△SRAPCの 仕事 は これ らの作 業 を組 織 だ てて 、 デ ー タ

を直接 入 手 して、 各 部 門が直 ちに利 用 で きる形 に 直 す ことで あ るo現 在

SRAPCの 機能 は この点 に集 中 され てい るoそ して・ これ か ら も この

サ ー ビス を拡大 す るで あろ う∩

必要 な デ ー タ:CT、MZご との土 地 利 用 、 人 口、 住 宅、 所得 、 雇 用o

(2)ゴ ール デ ン ・エ ンパ イア総 合保 健 計 画会 議

地域 の保 健 計 画 は よ り広 い人 材資 源 の カ テ ゴ リーに属 す る。 ゴール デ

ン ・エン パ イ ア総 合保 健 計画 プ ロ グ ラムは 病院 や 施設 の計 画そ の他 の保

健 に関 す る活 動 を行 な う∩RSAPCは 要 請 に応 じて国 勢 調査 、 人 口研

究 な どの チー タを支給 す る∩

必要 左 デ ー タ:1970年 国勢 調査 に ょる人 口、郡 の 住宅事 情o

(3)カ リフ ナル ニ ア州 住 宅 お よび共 同体 開 発

カ リフ ォル ニ ア州 は 住 宅 に関 す る情報 シス テ ムの計 画 を作 成 中 で ある∩

SRAPCは この計 画 に関 して、州 と協 力 す る で あろ う。 われ わ れ は共
コ

同 プ ログ ラムが作 られ る こ とを希望 してい る。 現 在、 地 域住 宅研 究 につ

い て デー タが 州 と交 換 され て い る∩

必要 なデ ー タ:住 宅 の種類 、 事 情n行 政 管轄 ご との所得 ∩
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(4)市 及 び郡 の住 宅 に関 す る部局

住 宅 の研究 、事 業 な どにつ い てデ ー タが交 換 され てい る∩

必 要 なデ ー タ:MZご との住 宅 の種類 、事 情 ∩

(5)経 済 活動 に関 す る会議

SRAPCは 経 済 活動 に 関す る会 議 に、 そ の プ ログ ラムの拡大 、 充 実

の た め に デー タ を支給 して い るoデ ー タは それ ぞ れ要 請 ご とに異 な るが

ほ とん どSRISを 利 用 で きるo

必要 なデ ー タ:IVIZご との種 類、 人 種、 性 、 年令 別 人 口、雇 用、 住 宅n

3・4情 報 分配 プ ロ グ ラム

情報 分配 プ ログ ラムは さ ま ざ ま 左要求 に応 じる。 本 来 、 これ は現 在 ある デ

ー タを用:いて要求 に答 え る もの で、 独 自の調 査 の開 始 は限 られ てい る。 目的

は現 在 ある デー タの 利 用 を拡 大 して、197C国 勢 調 査 の デー タを整 理 、配

分 す る ことで ある○ そ して、 デ ー タを最 新 に保 ち、 即席il物を適 切 に用意 して

配 分 用の ま とめ を作 成 す る∩

O民A

3・5ま とめ

SRAPCとDOHの 長 期 プ ログ ラムの デー タの 必要 性 につ い ては、 現 在

そ の詳 細 が知 られ て い ないo短 期 間 のデ ー タの必要 性 はSRAPCとDOH

に よって 指定 され て い るnそ してSRISの 活 用 に よって、 これ が満 た され

る・ 次 の ペー ジの例3は 収 集 の地 理 区 画 ご との デー タの必要 性 に関 す る一 覧

表 であ る○ この例 は 長期 の 目標 も含 ん でい るが、 この表 の意 図 は 現在 の プ ロ

グ ラムで あ るo表 の左 端 の欄 は 必要 な デー タの収 集 を担 当 す る機 関 で あ る∩

右 の欄 は デ ー タの永久 維 持 を担 当す る機 関 で あ る。 ま プζ右 端 はDqHが 要 請
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例3.

担 当 期 間1 iデ ー タ 維 持 機 関
|

SRAPC DOH その他
プ ロ グ ラ ム 収集単位

SRIS SRAPC DOH
}

地方政府 その他 時 期

〔 土地利用 〕
|

○ {住 宅 ○ ○ 毎年

○ 1活 動
|

MZ ○ 5年 ご と

○
1 区 画 ○ 〃

○ 空地 ○ 〃

○

人 口
〔(長 期 目標)〕

○ 年令
●

○ 毎年

○ 人種 MZ ○ 〃

○ 性 RAD ○ 〃

○ 家族 ○ 〃

〔 雇 用 〕

○ ○ 小売 MZ ○ 亘RD 毎年

○ ○ 卸売
RAD

郡
○ 〃 〃

○ ○ その他 地域 ○ 〃 〃

〔 所 得 〕

○ 範 囲 ○
|

毎年

冑 b
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○

○

○

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

Oi
○

○

○

○

○

○

O

O

○

○

○

○

○

中央値

〔 自 動 車 登 録 〕

乗 用 車

ト ラ ッ ク

オ ー ト バ イ

ト レ・一 フ ー

〔交 通 システ ム 〕

交 通量

スクリーンライン

交 通 時 間

スピー ド・体 積

事 故

駐車 場

ター ミ ル

公 共交 通 機 関

E.CのVMT

乗 り継 ぎ施設

交 通 パ ター ン

〔 経済成長 〕

〔 資本活用 〕

国勢調査

郡

郡

MZ

RAD

郡

地域

MZ

行政管轄

g

郡

パ
肥
D

m
C
㏄

○

○

○.

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

DMV

〃

〃

毎年

毎年
〃

〃

毎 年

2年 ご と

5年 ごと

〃

毎年

〃

〃

〃

〃

〃

〃

毎年

ラ連
年

と
高
毎

ご
と

は

年

路
路

5
璽

10年 ご と

(その間特 別)
調 査 が ある



4.概 念 と 処 理

SRISの よ うな シス テ ムには 次 の よ うな基 本概 念 が必要 とな る。 す なわ

ち、 時間 、 位 置、 そ して機 能 で あ るo「 時間概 念 」 は シス テムが 作動 す る時

間 にっ い て の考 慮 で あ るo次 の よ うな一 般 的 な問い に答 え なけ れ ば な らないム

デ一 夕の収 集 と更新 の 頻度 は どの くらい にす るか。 どの くらい の期 間 が許 さ

れ るか。 デ ー タは 絶 え ず維 持 さ れ るかoSRISで は 、 時間概 念 は、数 年 間

の期 間 にわ た る開発 段 階 に よって定 義 さ れ る∩ われ わ れ の提 案 す る開発 計 画

は プ ログ ラム要 素 を、 そ れぞ れ 自己完 結 で、毎 年 の仕 事 が独立 してで きる よ

うな プ ログ ラムに分 割す る。 「位 置概 念 」 は測 定 され て い る活動 を どの よ う

に して永 久 に位 置 づ け るか とい う考案 で ある○ この 概念 を定 め るには 、永 久

的 で これ まで の仕事 を統合 す る よ うな 「地 理 ベ ー ス」 が確 立 され なけ れ ば な

らないoこ の 「地理 ベー ス」 は ま た、 システ ムの 各 部 分 を全 体 に 関連 づ け る

よ うな もの で なけ れ ば な らな いo「 機能 概 念 」 は望 ま しい デ ー タを得 る、 ま

たは作b出 す た めの 処理 技 術 の考 案 で あるeモ ジ ュー ルの概 念 が4つ の部 分

か らな る一 連 の処 理 として定 義 さ れ る。 それ らは、 「ファ イル分析 」,「 フ

ァ イル翻 訳 」 、そ れ らが処 理 す る フ ァ イル、
.そ して作 り出 され た報告書 で あ

る。 モ ジユ ニル は定 め られ た優 先 順位 の表 に従 って計 画 に組 まれ る∩ 別 々の

モ ジュー ル を あわせ て くの 必 要 に答 え る ようにす る技 術 が開発 され る。

そ'れそ れ の概念 は この節 で述 べ られ るo

止

口

4・1機 能 概念 と処 理

わ れ われ の提案 す る シ ス テムを十 分利 用 す るには 、 そ の 目的 と優 先 順位 を

は っ き り認 識 して、 常 にそ れ に従 わkけ れ ばな らない 。SIISプ ロ グ ラム
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●

を特 殊 な分 野 の デー タに活 用 した り、予 測 の仕事 を した り、 あるい は公 共体

の さ し迫 った必要 に 用 い てみ た い とい う誘 惑 は強 いが しか し、 その よ うな ご 、

とをすれ ば 、全 体 の プ ログ ラムの能率 を犠 牲 に しな けれ ば な らない。 しか し.

そ れ らの プ ログ ラムが十 分 に開発 され た時 には 、そ れ らはSRISと 提 携 し

て行 なわ れ る べ きもの で あ るo

この点 に 関 して重 要 な点 は 、 次 の二 つ で ある口

1.最 初 に重 要 な こ とは、 犯罪 、保 健 、空港 な どの課 題 に必要k「 基 本 デ ー

タ」 と 「特 殊 デ ー タ」 の2種 類 をは っき り区 別 す る こ とで あるo「 基本 デ

ー タ」 とは地 域 の地 理 、 人 口統 計 、経 済 な どの特 徴 と趨勢 の研 究 を互 に関

連 づけ る要 因 で、 た とえ ば 人 口、土 地利 用 、所 得 、 雇用 な どの デ ー タで あ

るoこ れ らの 「基 本 デ ー タ」 は さま ざま の分 野 の課 題 に応 用 で き るo「 基

本デー タ 」は、長 期の趨勢 を効果的に予測す るだめには 、常 に最新で友ければ方ら

ない。すなわ ちだえず更新 されなければな らない。 それに比較 して、各課題の 「

特殊デー タ」はその課題独 自の もので ある。た とえば犯罪発生 率 、入院患者の数、

飛行機の離着陸数 などがそ うであ る。そ して、ふつ うの堪合、ほかの分野 にはほ

とん ど応用さ れ支い。これ らの 「特 殊デー タ」はたいていその研究 が開始され る

時に調査 して得 る もので、その後はたまに更新 され ること もある。

2.第 二 の点 は 、SRISが 主 と して興 味 を持 つ の は歴 史 的 な デ ー タで ある

とい うこ とで あ る。従 って、 それ らはそ の性 質上 永久 的 で あ る。 そ して、

SRISは これ らの歴 史 的 な デ ー タを更 新 して現 在 の評価 をす るoな るほ

ど予測 は重 要 で あ る∩ また 、 異 な った研 究 を比 較 す るた め には い くつ か の

共 通 の予 測 が 必要 で あるoし か し、そ れ らはSRISの 一 部 分 と して は行

なわれ ない で、 む しろ別 の プ ログ ラム として扱 わ れ る∩予 測 の 一般 的結 果

はSRIS情 報 シス テ ムの一 部 と して配 布 され る こ とは あ り得 るo
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これ らふ たつ の概 念 は 互 に関連 づ け られ、 拡張 さ れ るか も しれ ない○ しか

し、 これ らは 出発点 で あ り、 プ ロ グ ラムの 弱点 や不 十 分 さが 克服 され る時 に

のみ 補足 、変 更 を受 け る。 もっ と大 が か りで欲 ば りな プ ロ グ ラム`として 出発

す る ことは、可能 では あるが 、強 くいましめなければ方 らない。す ぐれた地域 情

報 シス テ ムを確 立 し よ うと して失 敗 した1960年 代 の例 を追 跡 して反 省 し

てみ れば、 そ れ らは しば しば あ ま りに欲 が 深 ず ぎれ れ め で あった 。

根本原 理 は 次 の こ とで あ るo

「単 純 にす れ ば満 足 に働 くo… 複雑 にす れ ばす べ て を失 うo」 ※1)

これ らの概念 、 目的 、優 先 権 は システ ムの基 本構 成 単位 を明確 にす る こ と

に よって具 体 的 な操 作 処 理 に翻 訳 され なけ れ ば な らな いOSRISは 「モ ジ

ュー ル」 に よって構 成 され る。 モ ジュー ルの定 義 は本 報 告 の冒 頭 の概 要 で与

え られ た が、 こ こで再 び繰 り返 す6

■

モ ジ ュール の定 義

「モジ ゴー ル」 とは、一 度 「基 本 デ ー タ」 が与 え られ れ ば 、(そ れ らの'デ

ー タぽほ か の モ ジ ュー ルか ら来 るか も しれな い が)ほ か の モ ジ ュー ルに無 関

係 に完全 に処 理 で き る とい う意味 で 自己完結 した一連 の デ ー タ処 理 で あ る≒

各 モ ジ ュー ルは共通 の地 理 的収 集 単 位 を通 して 全体 の シス テ ム と結 びつ け ら

れ るoひ とつ の モ ジュー ル は4つ の部 分 に分 け られ るo

(1)フ ァ イル分析

② ファ イル翻 訳

(3)引 用 され る ファ イル

④ 作 成 され たデ ー タレポー ト

※1)「 サクラメンb地 域 情報 システム,そ の特 徴 と構 成 」OSI19'70
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各 モ ジ ュ ー ル に は 「モ ジ ュ ー ル シ ス テ ム 設 計 」 が 用 意 さ れ る ・ こ れ は 本 質

的 には 、 モジ ュー ルの作 成物 に特 定 の指 示 を与 えた 、 デ ー タ処理 の マ ニ ュア

ル で あ るo

■

■

モ ジ ュー ルの内容

モ ジ ュー ルの基本 テ クニ ックは 「ファ イル分析 」 と 「ファ イル翻 訳 」 で あ

るoま ず 「ファ イル分析 」 か ら始 ま るoこ れ は ある特 定 の ファ イルに関 係 あ

るデ_タ を シ ス テ マチ ックな方法 で処 理 す る ことで あ るo

。 プ アイル分析

シス テ ム と ファ イル とを結 びつ け るた め には、 い ろい ろ な フ ァ イル の統

計 を集 め なけれ ば な らな いoし か し、 これ は従 来 の伝統 的 な フ ァ イル の調

査 方法 で あ ると考 え て は な らない 。各 デ ー タファ イルは注意 深 く分 析 され

て次 の 情報 が 集 め られ るo

該 当機 関

情 報 源

収 集 単位

現 在 の型 式

該 当範 囲

プア イル名

■ 成 立 の 日付 け

この よ うに して調 査 、 分類 され た各 機 関 の ファ イルは シ ス テ ムへ の 入力

の資料 と して用 い る こ とが で きるo

「ファ イル分析 」 で は、各 機 関 の フ ァ イルを定 期 的 に 目を 通 し、重要 で

あ る と考 え られ る デ ー タを抽 出 し、別 の処 理 へ送 り出す ことが期 待 され て
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い るo「 ファ イル分 析 」 はそ れぞ れ の フ ァ イル ご とにそ れ に合 わせ た特 定

な もの で な けれ ぱ な らな いoそ して、 不 幸 な こ とには、 極 度 に個別 的 で、

非標 準 的fi:出 力 を作b出 すoこ の デー タに対 して例外 を 出 さな い ような強

い標準 規 格 が課 され なけ れば な らない で あろ うoこ の よ うに して、 「フ ァ

イル分析 」 は各 ファ イル の調査 の第 一 段 階 を行 な う。 ファ イルが調 査 され

る にっ れ、標 準書 式 が で きて くるoこ れ らの書 式 は カタ ログと して整 理 さ

れ る。 これは手 作 業 に よる処理 で あ り、 シス テ ムの デ三 夕処 理 の応 用 と考

えて は な らないo「 ファ イル分 析 」 は フ ァイル の内容 の要領 の よい要 約 を

作 り出すo

第IV節 には シス テ ムデ ー タの ファ イル分析 が述 べ られ てい る。

次 の テ クニ ックは い くつ か の ファ イル の間 の構造 の基 本 的 な相違 を調 整

す る処 理 作 業 で あ るoこ の テ クニ ックは 「ファ イル翻 訳 」 と呼 ばれ るO

Oプ ア イル翻訳

「ファ イル膨 訳 」 は シス テ ムを フ ァ イルに結 びつ け る も うひ とつ の手 段

で あ るoこ の 「フ
.アイル翻 訳 」は そ れぞ れ の地 方 機 関 の用 い て い る コー ド

シス テ ムを調 べ て 、 それ らの コー ドとそ れに 付随 して い るデー タとを よ り

普 遍 的 な コー ドに変換す る。 この カテ ゴ リー に は 多数 の コー ドシス テ ム をひ

とつ に 統 合 す るテ ク ニ ック 、 あ る グルー プの デー タを隣 接 しな い別 の グル

ー プへ 転 用 す る こ と、 記録 の分 野 の 変 換 な どが 含 まれ る。

い く らかの経 験 が 蓄積 され た後 には コン ピュー ター プ ログ ラ ムが 開発 さ

れ る で あろ うoし か し、最 初は ファ イル分析 と同様 に手 作 業 で あるo作 成

され る のは コー ド翻訳 の一 覧表 で ある○

「フ9イ ル翻 訳 」 は極 度 に複雑 で あ り、特 に統 計 の分 野 が そ うであ るo

従 って 「ファ イル翻 訳」 は 注意 深 く行 な われ な けれ ば な ら支い。 これ を行
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■

■

●

な うのに最 も適 してい るのは 、既 にほ とん ど適 合 してい るふ た つ の ファ イ

ル を適 合 さ せ る場 合 で あ るoた とえ ば 、 も し不 動 産 鑑 定局 の ±地 利 用 コー

ドが公益 事 業 の 土 地利 用 コー ドとほ とん ど同一 で あれ ば、 「ファ イル翻 訳1

に よって コー ドの相 違 が克 服 され る。.そ して ・今 や 土地 利 用 コー ドを比 較

の基礎 とす る互 に適 合 し合 った ふた つ の ファ イルが で きあが るoこ の よ う

に して、 ふ たつ の ファ イルが 「ファ イル分析 」 と 「ファ イル翻 訳 」 に よっ

て処 理 さ れれ ば、 そ れぞ れ の フ ァ イル の分析 結果 が 得 られ るだ けで な く、

統 合 され た ひ とつ の フ ァ イル とな って、 ひ とつ の テ クニ ックだけ の場 合 よ

り豊富 な分析 結 果 が得 られ るo

与 え られ た ファ イル を分析 、翻 訳 にか け るか ど うかは、 そ の ファ イルの

利 用度 と、他 の ファ イル との類 似 の程 度 に よるoフ ァ イルには 分析 で きて

も翻訳 で き ない もの もあ り、 両方 で き るもの もあ るoし か し、 すべ ての フ

ァ イル を常 に洗練 さ れ た もの に した い とい う欲求 は 強 く押 え ね ば な らな い。

わ れわ れ の ア プ ロー チの 目的 は、 基本 的 で柔 軟性 を持 った処 理 能 力 の獲得

で あ るoそ して 、 皆無 よ りは ま しで ある とい う、 粗雑 さに甘 ん じる心 が な

けれ ば な らない。 この段階 で は、高 度 に洗練 され た 分析 、 翻訳 を行 なった

ファイル が、 そ の担 当機 関 に よって全 面 的 に書 き換 え られ れ ば 、せ っか く

の洗練 が む だに な って しま う○

広 い意 味 で言 え ば、 わ れ われ は有 効 な 「情 報交 換 能 力 」 を開発 してい る

の であ っ て、 それ はそ れ ぞれ の機 関が それ ぞ れ の デ ー タを扱 うこ ととは無

関係 で あ る。 この能 力 を有 効 に保 つに は、 われ わ れ は変更 は常 に生 じる も

の だ とい うこ とを認 識 しなけ れ ば 左 らた いo変 更 を 予期 して お いて計画 を

・た て るほ うが 、変 更 は ない と決 め てか か って 、実 際 に変 更 が あ った とき手

痛 い打撃 を受 け る よ りま しで ある〇
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「ファ イル分 析」 と 「フ ァ イル翻訳 」 は、 そ れ らが 引 用す る ファ イル と、

そ の結果 作 られ る レポー トとあわ せ て、 ひ とつ の 「モ ジ ュー ル」 とみ な さ

れ る。 定 め られ た処 理方 式 に よ って それ らが結 びつ け られ るで あ ろ う。 最

:も簡 単 な モジ ュー ルは ひ とつ の ファ イル と、 ひ とつ の ファ イル分析 と・ ひ

とつ の レポーbか ら成 るoこ の段 階 で多 目的 用の 複雑 左 モ ジュー ルを設 計

しよ うとい う気 持 に な りゃ す い○ しか し、 シス テ ムを能 率 的 に機 能 させ よ

う とす る な ら この こ とは避 け ね ば な らないoほ とん どの モ ジ ュー ルは い く

つか の 機 関 の ファ イル と翻訳 処 理 、 ソー ト、要 約 、 印刷 の各 プ ロ グラム と

い くつ かの 作成 され た レポ ー トとか らな るで あろ うo(例4を 参照)

●

モジ ュー ル シス テ ム設 計

「モジ ュ ール シス テ ム設計 」 は3ス テ ップの プ ロセ スか ら成 る。 まず最 初

に モジ ュー ル とそ の結 果 の ア ウ トラインが 、記述 され る。 そ して、 次 犀処 理過

程 と、 使 われ るデ ー タ と、 予 期 さ れ る結 果 との詳 細 な書 類 が用意 され る。 最

後 のス テ ップは、 用 い られ る処 理 、得 られ た デ ー タ、結 論 の要 約 、 な どを示

した ユー ザ向 け の マ ニ ュア ルで あ るo使 わ れ る コン ビ=一 夕ー プ ロ グラムは

この レポー トに含 まれ るo

■

ア ウ トライ ン

ア ウ トラ インは簡 結 に書 か れ るoこ れ はそ の モ ジュー ル を使 って み よ.うと

す る ため の内 容説 明書 で ある。 次 の項 目が含 まれ る○

(1)そ の モ?ユ ー ルの 明確 な 目的o(た とえば単 独 家 族 ある いは複 合 家族

開 発 さ れた土 地 と未 開発 の土 地kど の分類 、集 計oこ れ はSATSで 必

要 とな るo)
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例4. システ ムの 図 式

機 関 の フ ァ イル

●

}
}

プア イル

分 析

/

●

機 関1の ファ イル

標 準 レ コー ド

機 関 ∬の ファイル

t
1

と
制

約
印

要＼

。。イル/

分 析

プアイル

/翻
＼

標 準 レ コー ド

土地利用/
データ＼

『

スーべ合磁
＼
、

●

注 プログラム用図 記 号 が 使 われ て
い るがEDPが 行 な わ れ るの

は 「標 準 レ コー ド」 の 後 で あ

るo

分 析 レ ポ ー ト
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② そ の モ ジ ュー ルの た めの情報 出所機 関 の リス ト。(デ ー タ ファ イル、

1
コン ピュー ター使 用 時 間、 システ ム分析 、 コン ピュータ ー プnグ ラムな

ど)

(3)各 機 関 の フ ァ イルの 詳細 な指 定△

(4)次 の よ うな ファ イル 分析 の特 性 。

*入 力 デー タ フ ァ イル

*フ ァ イル処理 の指 示

*特 殊 テク ニ ックの 詳 細

*デ ー タと処 理 テ クニ ックの推 定信 頼度

*出 力 の標 準=書式

(5)フ ァ イル翻訳 が必 要 で あれ ばそ の指 定n

*コ ー ド調整 の 目的 の記述

*用 い られ る調 整(翻 訳)テ クニ ック

*翻 訳 を用 い る基 本 原 理(た とえ ば10%の 信 頼度 の 低下 、卸 売 雇 用分

析 に それ 以外 には 利 用 で きない ものが つ け加 え られ る な ど)

*翻 訳 に よって 関連 づ け られ る ファ イル の リス ト

(6)そ の モジ ュー ル に よ り得 られ る コン ピュー ター レポ ー トの例 と記述o

利 用 で きる コン ピュー ター サ ー ビスo記 憶方 法 。 呼 び 出 し処 理oそ の他。

θ

■

研 究 の 詳 細

こ れ は 上 記 の ア ウ ト ラ イ ン を 満 た し、 次 の も の を 追 加 す るo

(7)シ ス テ ム フ ロ ー チ ャ ー ト と そ の 説 明

(8)必 要 な ハ ー ド ウ エ ア

(9)コ ン ピ ュ ー タ ー プ ロ グ ラ ム の 考 察 と 用 い られ る コ ン ピ ュ ー タ ー 言 語 の
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記述o

も
ユー ザ ーの マニ ュ アル(技 術 レポー ト)

ユー ザーの マニ ュ アルは モ ジ ュールが機 能 を開始 して か らの モ ジ ュー ルの

説 明 書類 で あ るo処 理 方法 と使 用 デー タが結果 の概 要 と ともに書 かれ て い るo

◆

●

ロコン ヒュ一 夕ー ベー ス

す で に述 べ た よ うに、 デー タは地域 の 「操作 機 関 」 で作 られ 、維 持 され る。

これがSRISの 方 針 で あ る。 これ らの 「操 作 機 関 」 は主 と して市 、郡 、 州

な どの機 関 で あ る。そ れ らの機 関 の遂 行 す べ き仕 事 はSRAPC計 画 プ ロ グ

ラム と続 行 され て い るDOHのSATSやMYCATS研 究 に示 され てい る。

SRAPCとDOHの 必要 を満 す ため に最 初 に選 び出 され た シス テ ムモ ジ ュ

ールは 少数 で あ り、単 純 で あ るo高 度 に専門 化 され た 才能 は 必要 と しないo

これ らの要 因 とあ わせ て考 え れば 、必 要 な のは 「単 純 な デー タ処理 」 で あ り

国 勢調 査 に関 連 した デ ー タ管 理技 術 では 左い △ 「単 純 なデー タ処 理 」 とい う

こ とば は、SRISプ ログ ラムがす べ て、 国勢 調 査 の よ うに、 ユー テ ィ リテ

ィ タイ プ、す な わ ち パ ッケー ジSイ ブで あ る可能 性 を示 して い るo

国 勢 調i査の デ ー タ プ ロ グ ラムはSRISの 一 部 と して機 能 す る○ コン ピュ

ー ター リス トプ ロ グ ラムは これ まで 国勢 調査 デー タ処 理 セ ン ターか ら購 入 さ

れ たo要 約 作 成 テ ー プと、ADMATCHやACG/DIMEの よ うな デー

タ管 理技 術 が将 来 購 入 され る予 定 が あ る。

SRISは これ か ら数 年 間 コン ピュー ターサ ー ビス局 か らサ ー ビスを受 け

るで あ ろ うo時 に は顧 問 サ ー ビ スと して契 約 す るで あろ うo
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4・2時 間概 念 と処 理

情 報 シス テ ムの 「時間 概 念 」 は実 際、 シス テ ムの基本 構 造 の考 案 で あ る。

時 間 の 制約 が シス テ ムの複 雑 さの レベル を決 定 す るo

シ ステ ムの柔軟 性 を最 大 限 に活 用 し、 システ ムを単 純 に保 つ ため・ 「モ ジ

ュ_ル 」.が基本 概 念 と して選 ば れたoい くつか の シス テ ムモ ジ ュー ルは毎年

更新 され る よう予 定 され て い るoま た、 将 来 は ほか の い くつか の モジ ュー ル

と統 合 さ れ るか も しれ な い○ しか し、そ の他 の モ ジ=一 ルは2年 ご と・ あ る

いは5年 ご とに再 吟 味 され るで あ ろ う。 この ようにSRISは 周 期的 な時 間

構 造 の上 に な りた って い るo

周期 的 .踊 吟 味 の ほ か 鴎 蹴 念 として考慮 さ れ 鮒 れ ば 肪 ないの は特

定 の結果 が必要 に な る時期 で あ る○

望 ま しい モ ジ=一 ル の あ り方 につ い て予備 調 査 が行kわ れ た∩60近 い可

能 性 の リス トが 起草 さ れ た。 この経 験 か らわか った ことは 、SRISシ ス テ

ムを最大 限 に活用 す るに は優 先 順位 の リス トが 確立 され なけ れば な らない と

い うこ とで あ るo

'

優 先 順位 ・

DOHに よれ ば、 毎年 の総 括 に必要 な詳細 な デ ー タベ ー スは住 宅 、開 発地

域 、 主 な雇用 の変 化、 主 力開 発 の デ ー タを含 まねはftら な いoSRAPCの

ス タ ッフは 次 の3年 間 で は第一 の優 先権 が総 合 的計 画 プ ロセ ス と地域 計 画 と

に向 げ られ るべ き であ る と提案 した○ そ の 目的 の ため の プ ログ ラ ムは 人 口、

世 帯 、地 理 ベー ス、経 済 ベ ー ス、 雇用 、 所得 、住 宅 な どの 「基 本 デ ー タ」 に

は なは だ し く依 存 して い るo

優 先 順位 を設 定 す る規 準 は 次 の3原 則 に もとつ い てい るo

φ
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*地 域 の土 地利 用 と交通 運 輸 プロ グ ラムを更 新 す るに必要 な基 本 デ ー タが

用 意 され なけれ ば な らな い。 また 、 多 くの利 用者 に広 く利 用 さ れ なけれ

ば な らないo

*も 「基 本 デ ー タ」は 地域 内 の 「操 作 機 関 」 に よって維 持 、 更新 され なけ れ'

ばな らない。 す なわ ち 、各機 関 に新 しい型 の デ ー タを編集 す る よ う依頼

しては な らな い○/

*優 先 順位 はSRAPCとDOHの 現 在 の関 心 を反映 して い なけ れ ばな ら

な い。特 にSRAPCとDOHは 住 宅 に関 す る調 査 活動 に関 心 を示 して

い るo

こ こに述 べ た基準 と、SRAPCプ ロ グ ラム とDOHの 共 通 の関 心 とに基

※
つ い てlSRISで は次 の モ ジ ュー ルが最 高 の優 先権 を与 え られ た01)

(1)種 類 、区域 ご との 住 宅単 位 ∩

(2)地 理 ベ ー スlACG-DIME、ADMATCHO

(3)1970年 国 勢 調三吉三〇

(4)・'住宅 単位 に 基 づ く区域 ご との人 口予測 △

(5)種 類 、 区域 ご との 土地 利 用∩

(6)郡 ご との(居 住地 と職 場 の両 方 の)個 人 所得o

(7)種 類 、 郡 ご との雇 用o

(8)区 域 ご との個 人 所 得o

(9)区 域 ご との雇 用o

¢d人 材 資 源 △

⑪ 不動 産登 記 シ ス テ ム○

⑫ 資本 活 用 。

も ちろん このほか に も役 立 つ、 望 ま しい モ ジ ュー ルが た くさん あ るoた と
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えぱ地 域計 画 委 員会 に と って有 用 な もの に犯 罪 、病 院計 画 、都市 空 港研 究 、

環 境 汚染 、 そ の 他多 くの 分野 が ある。 これ らの課 題 は 絶対 に必要 な もの とは

いえ な くて も、重 要ftも の で あ る こ とは確 か で あ るoし か し、 これ らは特 殊

な課題 で あ り、 そ ¢)費用 を州 とDOi{とSRAPCと で公 平 に分担 す る こ と

が で きないoこ の た め、 これ らの課 題 は上 記 の リス トか ら除外 され たoし か

し、SRISプ ロ グラ ムに 提案 され てい る 「基 本 デ ー タ」 は 、ほ か の多 くの

課 題 に対 して と同様 に、 直 接 にそ れ らの課 題 に も役 立 て る宅 とが で き る。

これ らの ことに 加 え て、 次 の3年 間 の 開発 期 間 中 に、 サ 久ラ メン ト郡 情 報

シス テ ムが、 郡 に とって 最 も役 立つ モ ジ ュー ル を開発 す る であ ろ うoそ こで

は各機 関 の財 政 モ ジ ュール、 建 設 プ ログ ラム、 不動 産 鑑 定 モ ジ ュー ル、空 港

モジ ュー'ル、 空 港 管 理 シス テ ムな どに重 点 が起 か れ る で あろ う。SRAPC

の ス タ ッフが 定 め た モ ジ ュ ールは、 互 に利 署 が 共通 した り、衝 突 した り して

い る各機 関 の 関心 を卒先 して統 合、 調 節 した もので あ るoし たが って、 サ ク

ラ メン ト郡 や 、 ほ か の参 加機 関 が この モ ジ ュー ル を も とに して、 関連 した モ

ジュ ー ルを独 自に、 逐 次 開 発 して い く ことが可 能 で あ るo

モ ジ ュー ルの 内容

以下 は シス テ ムの第 一 段階 と して選 び 出 さ れ た12の モ ジ ュー ルの内容 の

説明 で ある。

吟

※1)こ れ ら の12の モ ジ ュ ー ル に 加 え て 、SKAPCは 、 「COP計 画 」 の

も と で 、 地 域 の 電 車 、 空 港 、 港 、 鉄 道 シ ス テ ム に も 全 体 の 観 察 要 素 の 一 部

と し て 、 デ ー タ を 支 給 す る こ と を 決 め た 。 し か し 、 こ れ ら の デ ー タ は 、 ・そ

の 特 殊 性 の た め に 、 一 般 デ ー タ ベ ー ス プ ロ グ ラ ム に 含 ま れ る と は 限 ら な いo
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(1)住 宅 モ ジ ュール

「住宅 モ ジュー ル」 は種 類 、住 宅単位 ご との現 在 の住 宅情 況 の デー タ

を支 給す る もの で あ るo基 本 とkる 情 報源 はSRAPCの1968年 土

地 利 用研 究 と1970年 国 勢調 査 で あ る○ コー ド化 され た区 画 はMZと

CTで あ り、 これ らは 「地理 ベ ー スモ ジ ュー ル」 に よ り与 え られ る。 開

発 の主 な仕 事 は 、数 多 くの 関連 機 関 と、 そ の それ ぞ れ異 な った デー タ記

録 万 法 とを考慮 しなが ら、情 報 を総 合 的か つ組 織 的 に更 新 す る こ とであ

る○

開 発 の最 初 の仕 事 は、 各 行 政 管轄 区域 に おけ る建 設 の3種 類 別 の(一

家 族、 複 合住 宅 単位1移 動 式住 宅)、 建設許 可 、 転用、 と りこ わ しの年

4回 発 行 の報 告書 を得 て、 そ れぞ れ にMZを 割 り当て る こ とで ある。将

来 、地 方政 府 が これ らの デ ー タの必要 性 を認 めれ ば 、 この仕事 は拡 大 し

て 、住 宅 の種類 、地 所 、 構造 の特 徴 、 そ の他 の要 素 が よ り詳細 に分類 さ

れ 、 これ らが 「不 動 産 登記 モ ジ ュール」 と結 び つけ られ る で あろ うo予

算 配分 の計 画 で は 、 この最 初 の開 発 の仕事 は1971～72年 で終了 す

る こ とに な っ てい るoそ して、 予 算 は この プ ロ グラムの 施 行 、修 正 に用

い られ るo

② 地 理 ベー ス モ ジ ュー ル(予 備研 究 は区域 に も とつ くo)

番 地 を コー ドに直 した りv任 意 に選 ん だMZご とに国 勢調 査 や そ の他

の 一 覧表 を作 る仕事 を 自動 化 す るた めに 、連 邦 政府 が 開発 した のは、

ACG/DIMEシ ス テ ムで あるoま た 、同様 に 開発 さ れ たADMAT

CHシ ステ ムで は、国 勢 調査 で は ない街 路番 地 を持 った デ ー タで も一 覧

表 に加 え る こ とが で きる〇 一旦 一 覧表 に整理 さ れ れば 、 どの地 域 の デ ー

タで も別 の一 覧表 に転 記 した り、 集 め て分 析す るな どの操 作 が可 能 で あ
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るoこ れ が デ 一 夕ベ ーXの 最 も基本 的 左技 法 の ひ とつ であ るo本 書 で も

す で に何 回 も指摘 され た ように 、 多 くのデ ー タの集積 され る中 で、 「地:

理 ベ ース」 が た だ ひ とつ の共通 の要 素 で あ るか ら、 「地 理 ベ ー ス」 の開

発 は ま た、 最 も重 要 な仕 事 のひ とっ であ る○

予 算 の 予定 で は、 サ ク ラメン ト地域 のACG/DIMEシ ス テ ムとA

DMATCHシ ステ ムを開 発 す る とい う最 初 の仕 事 は1972～73会

計年 度 で終了 す る ことに な って い る。1972～73年 には、 シス テ ム

の 施行 が い くつ か の 修正 を もた ら し、 ま た、 シス テ ムを地 域 の都市 部 以

外 に も適 用 す る た めの 開発 が続 行 され る で あろ う。1973～74年 に

は柔 軟 性 を持 った格 子 型 シス テ ムが完 成 す るで あろ う。 一旦 そ れ が確 立

され れば 、非 常 に大 きな利益 が少 な い利 益 で 得 られ るで あろ う。

(3)1970年 国 勢 調 査 モジ ュー ル

連 邦 政府 は国 勢 調査 デー タ シス テ ムを開 発 したoこ の シス テ ムを サ ク

ラ メン ト地 方 に応 用 す る仕事 は現 在 成 さ れ てい るo提 案 され た 予算 は国

勢 調査 の デ ー タの分 配 を も とに して い るo経 験 に よれ ば、 シ ス テ ムには

い くつ か の適切 な修正 が 必要 で ある○

(4)現 在の 人 口予 測 モ ジ ュー ル(人 口 モ ジ ュー ル)

RAD、CT、TAZご との現 在 の 人 口予 測 の開 発 モ ジ ュールに 必要

な ベー ス は、 「住 宅 モ ジ ュー ル」 の施 行 に よって与 え られ る○居 住者 の

デ ー タは郵 便 局 、公 益 法人 、 公益 事 業 、 そ の他 の情 報 源 よ り得 られ る。

現 在 の 住宅 数 調査 と、 住 宅単位 ご との居住 者 の推定 とを合 わせ れ ば、 現

在 の人 口 と世 帯 奴 の 推定 が で きる○ この モ ジ=一 ルの開 発作 業 は1971

～72会 計 年 度 に行 な われ る ことに な って い る。 そ して、 そ の 施行 が 次

の2年 間 で行 な われ る。 「人 材 資源 モ ジュー ル」 が開 発 され れ ば、 この
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亀

句

「人 口 モ ジ ュール」 に現 われ た一世 常数 の最 新の 傾 向 を と り入れ て、 そ

の正 確 さ を増 す こ とが で きる○

(5)個 人 所 得 モ ジュー ル(郡 単 位)

現在 の経 済 情況 を最 も よ く示 して い るの は おそ ら く所得 で あろ う。 デ

ー タは 州 と連 邦政 府 の機 関 に よ って 毎 年 集 め られ る。 これ らの デ ー タは

職 場 と居 住地 との両 方 につ い て郡 ご とに表 に整理 で きる。 過 去 の デ ー タ

も利 用 で き る。 この よ うに して 、 「所 得 モジ ュール」 が開 発 さ れ れ ば 、

そ の デ ー タを用 いて現 在 の経 済状 況 を推 定 し、将 来 の経 済 情 況 を予想 す

る ことが で き るoこ れ は 「人 口 モ ジ ュー ル」%4が 現 在 の人 口 を用 い て

将来 の人 口 を予 想 で き るの と同様 で あ る。 しか し、 将来 の予 測 は 現 在 の

ところ、SRISに は含 ま れ ないo

この モ ジ ュー ルは 、 よ り詳 細;tl「 所得 モ ジ ュー ル」yf5.8に 組 み込 ま れ

る で あろ う。 そ して、 世帯 の 所得 の中 央値 を推定 す る基 礎 とな るoこ れ

は 多 くの 分析 で 重要 な要 素 となる。 一 例 は 一世帯 当 りの 自動車 数 と旅 行

回数 で あ る。 これ らは交 通運 輸 計 画開 発 に応用 され るo

(6)土 地 利 用 モ ジ ュー ル

「土地 利 用 モ ジ=一 ル」 は1972暦 年 度 に開 発 され 、1972～7・

73会 計 年 度 で施 行 され る予 定 で あ る○ デ ー タベ ー スは1968年 土 地

利 用調査 で あ り、土 地 利 用 の変 化 は 「住 宅 モジ ュー ル」vlCo.1に よって 補

な われ 、 土 地細 区分 、区域 、事 業 な どの 変化 は市 や郡 の計 画 機 関 に よ っ

て報 告 され るoこ の モジ ュー ルは ま た・モ ジ ュー ル面2に よって 与 え られ

る 「地 理 ベ ー ス」 に依 存 してい る。之 の モ ジ ュールの 定義 と分 類 は 多岐

に渡 るの で、最 初 の 開発 段 階 の単 純化 の必要 性 を強 調 して おか ね ば な ら

ないo「 不 動産 登 記 モ ジ ェー ル」 面12が 開 発 され れ ば、 この 「土地 利
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用 モ ジ ュー ル」 は か な り充実 され るで あろ う。(場 合 に よれ ば・ 統 合 さ

れ るo)

(7)雇 用 モ ジ ュー ル(郡 単 位)

経 済 の情 況 を示 す所得 以 外 の有 力 な デ ー タは雇 用 で あ る。HRDは 郡

ご との 雇 用の デ ー タを編集 してい るoそ して、 雇用 情況 の デ ー タの 開 発

に つ いて 、SRAPCと 活 発 に協 力 して きた。 しか し、 地 方 政府 、 州 、

連 邦 政府 そ の他 の機 関 か らの組 織 的 な デー タ収 集法 が さ らに 開発 され な

け れ ば な らな い。 そ して、 最 後 に、 公 式 に報 告 され て い ない種 類 の 雇 用

につ い て 推定 す る仕 事 にっ いて、 カ リフォ ル ニア州 との密 接 な協 力 が 必

必要 とな るで あ ろ うo

この モ ジ ュー ル は モ ジュー ル%6と 同様 に、2ス テ ッ プの処 理 の うち

の 最初 の ス テ ップで あ る。 最 初 の ス テ ッ プは 入手 で き るデー タを、郡 を基

健 に して 編集 す る こ とで あ るo次 の ス テ ッ プは それ らをMZに 割 り当て

る こ とで あ る◎ 第ニ ス チ ッ プは 極度 に 複雑 で あ り、 これが処 理 を2ス テ

ッ プに分 け た理 由で あ るoこ の よ うに して 、都 レベ ルの デ ー タは.19..72

～7'3会 計 年 度 には利 用で きる で あ ろ うoし か し、 詳 細 な デ ー タの利 用

は1973～74会 計 年 度以 降 に な る で あろ うo、

(8)個 人 所 得 モ ジ ュー ル(MZ－ 単位)

この モ ジ ュー ルは モ ジ ュー ル!(。.2、V15.4、ri6.6の 開発 の度 合 いUC依 存

してい るoそ して、 モジ=一 ルY/La10が 開発 さ れて、 世 帯 分析 の組 織 的

基 盤 が で きれ ば この モ ジ ュー ル もさ らに改 善 され るで あろ うoす で に述

べ た よ うに、郡 の所得 デ 一一タを 随Zに 割 り当 て る仕 事 は複 雑 で あるoし

か し、 わ れわ れ の 提案 す る作業 手 順 は単 純 で あ る。 ・なぜkら 、MZの デ

ー タベー スが1968年 世 帯 調査 と1970年 国 勢調 査 に よって与 え ら

令
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れ るか らで あ る。 したが って単 に世 帯数 の変 化 と所得 の増 加 とを調 整 す

れ ば よい 。余 分 な要 素 をつ け 加 えれ ば分 析 は精 密 に な るが、 これ は注 意

深 く行 な わ なけれ ば 、 システ ムが ま す ます 複雑 にな るば か りで あ る。

(9)雇 用 モ ジュ ール(MZ単 位)

す で に述 べ た ように、 小区 域 ご との 雇用 デ ー タを得 る プ ログ ラムは極

度 に複 雑 で ある。 した が って 、 これ は1972～73会 計 年 度 と1973

～74会 計年 度 の デー タベ ー ス プ ロ グ ラムの 中 で最 優先 権 を与 え られ て

いるoこ の プ ロ グラムはHRDと 可 能 な限 りの密接 な協 力が 必 要 で あ る○

と ころ で、 この モジ ュ ール に関 して 、大 きな問題 が3っ あ るo

第一 は、 「基本 デ ー タ」'は各 会 社 ご とに機 密 で あ る とい うこ とで あ る。

したが って機 密 を保 ち なが ら、 デ ー タを区域 に結 びつ け る方法 を工 夫 し

た けれ ば な らない。 第 二 は 、 ある種 の 職業 は 固定 した 職場 を もた ない と

い うこ とで あ る。例 は建 築 業者 、 電 車 運 転手 、 タク シー運転 手 な どで あ

るoし か し、 詳細 な雇 用 デー タは地 域交 通 運 輸計 画 の 更新 と向上 に欠 く

べ か らざる もの で あ るた め 、 高い 優 先 権 が与 え られ な けれ ば な らな いo

第 三 は、HRDに 登 録 され て い ない 職 業 が い くつ か ある こ とで あ るoた

とえ ば、連 邦政府 、州 政府 、郡 政府 、市 や特 殊地 区 の政府 職 員 、 個 人組

織 、鉄 道 、 家庭 使 用 人 、外 国 人労 働 者 、 個 人営 業 な どで あ るo

維 持 され るべ き雇 用 の タ イ プは 次 の よ うな ものが予 想 さ れ るo建 築 業

製 造業 、交通 運輸 業 、 報道 機 関、 公益 事業 、卸 売業、 小 売 業 、金 融 業 、

保 険業 、不 動 産案 内 業 、連 邦 政府 、 州 政府 、地 方 政府 で あ るo農 業 の 雇

用 デ_タ は郡 の レベ ル で しか利 用 で きな いo

⑩ 人 材 資源 モ ジュ ール

1970年 国勢 調 査 の デ ー タは19
、73年 後半 ま で には 更新 の必 要 性
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が 明 らか に な るで あ ろ う。 現 時 点 に お いて は、1970年 国勢 調 査 の情

報 を更新 す る の に、 学 生人 口、 個人 所 得 、 雇 用、 選 挙 権 登録 、 自動 車 登

録 、 ポ ル ク調査 デ ー タ、そ の他 の情報 源 を利 用 す る こ とが考 え られ るo

それ 以外 の必要 な仕 事 は、従 業 員 と世 帯 の特 徴 につ い て絶 えず 更新 す る

プ ロセ スで あ るo

こ の モジ ュ_ル のた めの シ ス テ ム設 計 の ア ウ ト ライ ンを作 成 す る前 に

も う一 段 階 の仕 事 が必 要 で あ るoこ の モ ジ ュー ル の 目的 の記 述 と と もに

各 項 目の詳 細 の一 覧表 を作 らなけ れ ば な らな い。

91)不 動 産登 記 モ ジ ュー ル

「不 動 産登記 モ ジ ュー ル」 は郡 の各不 動 産鑑 定 所 が そ れぞ れ開 発 した

プ ロ グ ラムを統 合す る。 そ して、 これ らを結 合 して地域 の不 動産 登 記 の

詳 細 な デー タを作 る。 そ して、 これ らは さ らに 「土 地 利 用 モ ジ ュー ル」

侮5や 公益 事 業、 郵便 局 の デ ー タ と結 合 さ れ て、 居 住者 の よ り進 ん だ 推

定 を行kう こと もで き るo

最 終 的 に は、 この 「不 動 産登 記 モ ジ ュー ル」 は 、土 地 所 有権 、 土地 評

価 額 、 公 共事 業 、 税制 、そ の他 の 多 くの分析 の 基本 要 素 に な るで あろ う。

しか し、 こ こで提 案 され る第一 段 階 は 多数 の システ ムを結 合 して、共 通

地 域 デ ー タベ ー ス を作 る ことで あ るoこ の た め に、 そ れぞ れ の郡 が開 発

した コ ン ピュー ター システ ムか ら直接iに デー タを得 る よ うな シス テ ムが

で きれ ば望 ま しいoこ のモ ジ;L-一 ル の研 究 設 計 の ア ウ トライ ンを作 成す

る前 に、 も う一 段 階 必要 な こ とが あ るoそ れ は、 この モ ジュー ル の 目的

と、 含 まれ るべ き項 目とを記述 す る こ とで あ る。

⑫ 資 本活 用 モ ジ ュー ル'

1973～74会 計年 度 に提 案 され て い るモ ジ=一 ルは、 政 府 機 関

一70一
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●

(連 邦 政府 、 州 、郡 、 市 、特 別 地域)、 公益 事 業、 主 な法 人 な どに よる

資 本 活 用 の連 続 的 な モ ニ タ ーの プ ログ ラムを促進 す る もの で あ るo資 本

活 用情 報 は地 域 開発 め予 測 に欠 くこ とが で きない 。 これ は ま た、事 業 の

重 複 を避 け るた め に利 用 す る こと もで き る。 そ して、ま た地 域 の事 業 の'

効果 的 な優 先 順位 を定 め る こ とに も利 用 で きる。
●

各 モ ジュー ル 間の 関係

す で に何 度 も指 摘 され た よ うに、SRISは 現 在 開発 段階 に あ り、 こ こ数

年 そ れ が続 くで あろ うoわ れ われ は モ ジ ュー ルを、 そ の性 質 と利 用 のされ 方

に関 して 、他 の情 報 シ ステ ムと対立 す る もの と して区 別 した。 ま た、 開 発 中

の12の モ ジ ュール の結 合 の可 能性 も述 べ た 。 ある こ とに必要 な デ ー タを供

給 す るに は 、 同 じ課題 を別 々の面 か ら扱 った い くつ か の モ ジ ュ ールが必 要 に

な るで あ ろ うoこ の点 を さ らに 説明 す るた め、 ま た モ ジ ュー ル間 の関係 を示

す た め、 次 の ペ ー ジに一 覧 表 が掲 げ て ある。

第 一 の 表 は12の モ ジ ュー ルの あい だ の直 接 、間接 、teよ び可 能 性 の あ る

関係 を説 明 して い るo

第二 の表 は 、 同種 の モ ジ ュー ルを結 合 した 後 の関 係 を示 して いる。 直 接 、

お よび間 接 の 関係 は 実現 で き る数 で示 して ある。

●
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例5 SRISモ ジ ュ ー ル 間 の 関 係

講 撫_
報 源 の 必 ジ ュー

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 要性 ノレ

1 / 直 直 直 直 間 直 可 間
}

住宅 あ り %11

2 可 /
/ 可 可 可 可 可 可 可 可

1

可厨
(

地 理 ベ ー ス あ り 刀6.11

3 直 直
//

直 直 直 直 直 直 直
i直

1直

|

1970年 国 勢調 査 な し なし

4 直 直 直 /
/ 直 間 間 間 可 直i 現在人 口 あ り 面1,10

5 可 可 直 可 / 尚 間 間 間 直 可 土地利用 あ り %.1,2.12

6 直 直 間 / 間 直 直 個人所得 閲9 あ り ?

7 直 直 間 間 間 / 可 直 雇用(郡) あ り %9

8 間 可 直 可 間 可
/

/ 可 間

[

個人所得(屹) あ り 頑{6

9 直 直 間 可 / 直 間 雇用(MZ) あ り %7
'

…

10 直 直 可 直 間 直 直 直 直 /
1

間i間 人材資源 あ り 允.3

「

11 可 直 直 直 可 間 間 間 /i直 不動 産登記 あ り 面5,1

L

12 間値
{

直
,

間 直レ̀ 資本活用
」

あ り
1

なし

●

直=直 接 的 に関係 が あ るo

間=間 接 的 に 関係 が あ るo

可=関 係す る可 能性 が あ る〇
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例6.

SRISモ ジ ュ ー ル 間 の 関 係

(同 種 モ ジ ュ ー ル 結 合 後)

住宅 所得

(郡,MZ)

雇用

(郡,MZ)

国勢調査

人材資源

[

{地 理 ベ ー ス

住 宅
⑯

旦 互 ±

⑥

旦

⑤

所 得

(郡,MZ) 上

②

⊥

④ ②

雇 用

(郡,MZ) 亙 上

② ④ ②

国 勢 調 査

人 材 資 源

⑥

旦

④ ④1②i

l

②

地 理 ペ ー ス ⑤ ② ② ② ◎

○=直 接的 な関係の数

_=間 接的 な関係の数
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4'3'位 置 概 念 と処 理

SRISの 位 置概 念 は 次 のふ たつ の意 味 で重 要 で あ る。 第一 に、 ある与 え

られ た モ ジ ュー ル の活 動 が永 久 的 な地 理 コー ドに よって特 徴 づけ られ る よ う

な仕 組 み が 必要 で ある。 第 二 に、 そ れぞ れ独 立 な モ ジ ュー ルを開 発 して い く

と き、 そ れ らの モ ジ ュー ル と互 に 関連 づ け る手 段 が必 要 で あ る○ これ らふ た

つの要求 を徹 す ものが 「地理 ベース」の確立 但 る。

「地 理 ベ ー ス」 は恐 ら くSRISが 成功 す るか しない か を決 定 す る要 因 で

あ る だ ろ うo

この節 で は永 久 的 な、 しか も数 年 後 に は複雑 化 が可 能 とい うだけ で は な く

不 断 の変 更 と改 良 を許 す柔 軟性 を持 った 「地 理 ベ ー ス」建 設 のた め の議 論 と

計 画 とを述 べ るo

■

地理 ベ ー ス

こ こ 数 年 間 に こ の 地域 の地 理 コー ド単 位 の研 究 に巨大 な投 資 が なされ たo

そ の中 に はSRAPCとDOHが 行 な った仕 事 が 少 な くと も4つ 含 まれ て い

るo

地 理 的 区 分 を確 立 し よ うとす るSRAPCとDOHの 第一 ス テ ッ プは 、

1968年 に な され た。 サ ク ラメ ン ト地 域 交通 運 輸 研 究(SATS)に おけ

る大小 の交 通分 析 区 画(TAZ)の シス テ ムは 例7に 示 さ れ て い る。 第 二 の

重 要 な ス テ ップは1969年 に行 な われ たoこ の とき サ ク ラ メン ト郡 とサ ク

ラメン ト市 の計 画 局 は連 邦国 勢 調査 局 の もの に あわ せ た番 地 コー ド化方 式

(ACG)を と り入 れ た。 これ は サ ク ラ メン ト地域 交 通 運 輸研 究(SATs)

の都 市 部 を カバ ー してい るo第 三 の地 域 区 分確 立 の た め の重要 な ステ ッ プは

SRAPCの 参 加 で あ る。 そ して 、1970年 国 勢 調 査 の と きに連 邦国 勢 調

亀
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査 局 が使 用 した国 勢 調査 地 域 区 分(CT)と 国勢 調査 郡集 合単 位(CCD)

とを採 用 した△ 第 四 の ス テ ップは 、DOHがMYCATS地 域 の メ リー ズ ビ

ル ・ユパ市 域 で の区 画 シス テムで あ るo
●

■
最 初 の問題

ま ず最初 に取 り組 ま ねば な らない問 題 は 、 住宅 事 業 と国 勢 調査 の ため の適

切 な 「地理 ベ ース」 を用 意 す る こ とで あ るoこ れ は特殊 目的 用地 理 単位 の た

めの デ ー タを統 合 しなが ら、今 会計 年 度 に行kわ れ なけれ ば な らな いoま た

総 合的 地 理 区 分 シス テム とい うSRAPCの 目標 に寄 与す るそ の他 の計 画 も

開発 され なけ れ ば な らないo

ま ず最 初 に次 の3つ の 地理 区 分 シス テ ムに取 り組 まねば な らない 。

*交 通 分析 区 画(TAZ)

*1970年 国勢 調査 区 画(CT、CCD)

*番 地 シス テ ム

また 、 これ ら以外 の シ ステ ム(た とえ ばX-Y座 標 シス テ ム)を 取 り入 れ

る能 力 も備 わ ってい なけ れ ば な ら左 い 。そ して 、番 地対応 シ ステ ムも必要 で

あ り、 将来 の特 殊 指 定地域 の増 加 の 可能 性 に も対 応 で きな くて は な らない。

場 合 に よ っては コン ピュ ー ターに よる 自動 地 図 作 成 も考 え られ るo幸 い な こ

とは 、交 通 小 区画 単 位(MZ)を 設 定 した と き、 そ れ らの境 界 が 国勢 調 査 の

境 界 線 に適 合 す る よ うに した こ とで ある。 国 勢調 査 地域区 分(CT)は 通 常

ふ た つ以上 の 小区 画単 位(Ivi'z)に 分割 され る。 現在 の シ ス テ ムを もとに し

て 「地 理 ベ ー ス」 を作 るには い くつ もの問 題 が あ るが、そ れ らの困 難 は 克 服

で きない もので は な い し、現 行 シ ス テ ムは長 期 目標 に矛 盾 して もい ない 。 こ

れ らの こ とを考慮 す る と、最 も実 際 的 な解決 法 は 当面次 の 二 つ の仕 事 を 行
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な うこ とで あ るo

(1)連 邦国 勢調 査 局 の1969年 のACGの リス ト※1)を 入 手 して、 そ れ

をTAZとRADが 含 まれ る よ うに修正 す る○ ※2)

② 地 理 コー ドを対 応番 地 に結 びつ け る番 地 対応 プ ログ ラム(た とえば 国

勢 調 査局 が開発 したADMATCHの よ うな もの)を 入手 す る こ とo

ACGの リス トもADMATCHプ ログ ラム もい ろい ろ問題 を含 ん で い る

ため、 これ らは現 時点 では、 実 際 的 な出発 点 と して のみ 考 え られ なけ れ ば 左

らない。 住 宅 に関 す るデ ー タを編 集 す る ときに遭遇 す る問題 点 はふ た つ の カ

テ ゴ リー に分類 で き るoひ とつはACGに 含 ま れ る地 域 の問題 で あ り、 も う

ひ とつ はそ れ 以外 の 地域 で起 こる 問題 で あるo

●

ACGに 含 まれ る地域

新 し く造成 され た地 区 の番 地 に もADMATCHプ ロ グ ラムに よって対 応

す る地 理 コー ドを割 り当 て る こ とが で きる。 しか し、 経 験 に よれば番 地 対 応

作業 は比較 的 能 率 が低 い。 市 や郡 の番 地 の うち約50%か ら70%し か対 応

しない。 そ の池 の対応 しない番 地 の コー ド変'換は手 作業 で行 なわ なけ れ ば な

らない。 しか し手作 菜 に よる利 益 が ふ た つ あ る。 第一 は、 新 しい街 路 の名称

※1)サ ク ラ メン ト郡 は 選挙 区 プ ロ グラ ムに利 用す るた め に、国 勢 調査 局か ら

ACGテ ー プを請 人 したoサ ク ラメン ト郡 はSRAPCと 協 力 した い 旨 を

申 し出て い るo

※2)高 速 道路 局(DOH)は コ一一 ド変 換 を行 な う計 画 を立 てて い るが 、 そ の

た め の テ ー プは まだ入 手 して い ないo
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番 地 を追加 す る こ とに よっ てACGを 更 新 で きる こ とであ るo第 二 は、 市 や

郡 の事 務 所 の デ ー タの スペ ルや地 名 の誤 りのほ か、ACGの 誤 り も発 見 で き

る ことで あ るo
●

ACG以 外 の 地 域

新 しい造 成 に よる番地 変 化 はす べ て手 作 業 で コー ド化 さ れ な けれ ば左 らな

い。 しか し、 この こ とはACGを す べ ての地 域 に拡 大す る プ ログ ラ ムに利 用

され るo

高 速道 路 局(DOI{)は す で にMYCATS地 域 におい て交 通 分 析 区 画

('TAZ)に よる街 路番 地 を定 めた。 新 しい造 成 に よる変 化 を調 査 して、 こ

れ らの街 路番 地 表 の範 囲 をふ や して いけ ばACGが 作成 で き る。

農村 地 域 では 、街 路番 地 が利 用 で き支い こ とが多 い の で、 別 の問 題 が生 じ

る。 そ の よ うな場 合、 建 設工 事 が起 っ た土 地 を調べ て 、不 動産 鑑 定 局 に よる

国 勢 調査 地域 区 分(CT)、 国 勢 調査 群集合 単位(CCD)な どの た め の区

画 番 号表 を用 意 す る必 要 が あ るo

住 宅事 業 のた めの適 切 な地 理 ベ ー スをつ くる プ ログ ラムが 終了 す れ ば、

1970年 国 勢 調査 以 後 の 住宅 変 化 の位 置 はす べ て知 り得 るで あろ うoそ し

て、交 通 分析 区 画(TAZ)と 国 勢調 査 の区 分 とを変換 す る表 が作 成 され て

ACGプ ログ ラムを全地域 に拡 大 す る仕事 が完 了 す るで あ ろ うo

9

長 期 目標

「地 理 ベ ース」 の長 期 開発 計 画に は、 す で に述 べ た2種 類 の区画O設 定 、

番 地 の確 認 、 コー ド変換 能 力 だ けで な く、 より高度 の地 理 コー ド/ス テ ムが

含 まれ なけれ ば な らないoそ れ らは 、 た とえ ば、 指定 した 任 意 の地 域 の デ ー
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タを集 め る能 力、効 果 的 な地 図作 成 能 力、 番地 コー ド対 応 の誤 りを防 ぐ能 力

な どで あるoよ り進ん だ地 理 コー ドシス テ ム、 番 地 対応 方 式 、 コン ピュー タ

ー に よる地 図作 成 な どはOSIの レ ポー ト、 「地 理 ベー ス」(1971年5

月発 行)に 述べ られ て い る。

施行 計 画

地域 の地 理 ベー ス を確 立 して、 実 用 化 のた め の 開発 を行 な うた め には 次 の

ステ ップが必要 で あ るo

(1)デ ー タ処 理 方式 を決 め るo

(2)サ ク ラ メン ト都 市地 域 のた め の国 勢 調査 局 の1969年ACGを 入手

す るo

(3)交 通 分析区 画(TAZ)と 地域 分析 区域(RAD)と を含 む よ うC(A

CGの リス トを修正 す るo

(4)地 理 コー ドを対応 番地 に割 り当 て る番 地 対応 プ ログ ラムを入手 す る。

(5)ACGの リス トと番 地 対応 プ ログ ラム を用 いて、 交 通運 輸 研 究(SA

TS)地 域 内 の住 宅変 化(造 成、 転 用 、 と りこわ し)な どを可 能 な限 り

詳細 に 確認 す るo

④ そ の ほ か の住 宅変 化 と手 作 業 で確 認 す る。 そ して、 地 域 のそ のほ か の

都 市 部へACGを 拡 大 し、 更新 し、 修正 す るo

(7)都 市 部 のACGプ ログ ラムに対 応 して、 農村 部 の プ ログ ラムを不 動 産

鑑定 局 の区 画番 号 を も とに して 開発 す る。 住 宅 デ ー タを更新 す るた め に、

最 初 の開 発 は1971～72会 計 年 度 に終 了 しkけ れ ば 友 らな い。

(8)1972年 中 ごろ、 あ るい は可 能 な限 り早 期 に、 国勢 調査 局 か らAC

G-DIMEの リス トを入手 す るo

一82一

内

P



●

●

(9)SRAPCは 地 理 デ ー タを示 す た めの暫 定的 な地 図 作 成 プuグ ラムを,

開発 す るか 、 も しくは利 用 で き る地 図 作成 プ ログ ラムの どれ か ひ とつ を

1973年 まで に入手 しftけ れ ば な らない 。

以 上 の提案 のほ か、SRAPCは 次 の こと も考 慮 しなけ れば な らない。

(1)も しSRAPC独 自の プ ログ ラム より効果 的 で あれば 、'国勢 調 査 局 の

ACG-DIME更 新 プ ログ ラムに参加 す る ことo

② 最 も効 果 的 な地 域 区 分 とデ ー タ収 集 プ ロ グ ラムの選 択 。 た とえ ば座標

シ ステ ム、格 子 シス テ ム、そ の組 み合せ な どが考 え られ るo

(3)サ ク ラメ ン ト地 域 の郡 の不 動産 鑑 定局 に対 して、土 地 区画 番 号 に交通

分 析 区画(TAZ)を 含 め る よ うに依頼 す る こ と。 この デ ー タ と常 に含

め る ことに よって、 デ ー タを区 画 、地域 ご とに整 理す る仕 事 が容 易 とな

るo

(4)ADMATCHを 効 果的 で、 使 い 易 くす るた め に、 主 要ft組 織 の番 地

の対 応 を保 証 す る プ ロ グ ラ ムを行 な うこ と。

●

4・4要 約

要 約 す れ ば、1972暦 年 度 の終 りま でに は、SRAPCは 主 な都 市地 域

と、 ふ たつ の郡 の関連 した プ ログ ラムのた め の、効 果 的 な地 理 コー ドデ ー タ

を用 意 で きる で あろ う。 サ ク ラメン ト郡 とプ レーサ ー郡 の ふ たつ の郡 の プ ロ

グ ラムは地 域 の 「地 理 ベ ー ス モ ジ ュール」、.「 人 口モ ジ ュー ル」 、 「住宅 モ

ジ ュー ル」、 「土 地 利 用 モ ジ ュ ール」 を比較 的早 く更 新 で き るで あ ろ うoそ

して、 地域 の 「地 理 ベー ス」 を作 るた めの各 プ ロ グ ラムの統 合 方 法 を定 め る

た め に、特 殊 左 「地 域 単位 」 の設 定 と適 切 な デ ー タの収集 の最 適 な方法 の分

析 が行 なわれ るで あ ろ う。

一83一



「機能 概念 」 、 「時 間概 念 」 、 「位 置 概念 」 はSRISプ ログ ラムの 核心

を成 す。 シ■ テ ムの これ以 上 の 拡 大、 発 展 は必 ず これ ら3つ の 概念 に よ らね

ばな らな い。 個 々の モ ジ ュー ル も これ らの原 則 に従 わね ば な らないoい か 在

る情況 の も とで も、 最 初 に考 慮 され るべ き基 準 は 「単 純化 」 で あ る。

ρ

,
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◆

〔 皿 〕 サ ン ・ガ ブ リエ ル 中 央 コ ン ピ ュ

ー タ ・・シ ス テ ム の 可能 性

1概 要

サ ン ガブ リエ ルバ レー地 方 の20都 市 の 中央 共通 コ ン ビ=一 一ター シス テ ム

の技術 的 、 経 済 的可 能 性 につ い て の6ケ 月 間 の研 究 の 結果 を報 告 す る。 これ

らの ロス ア ンゼル ス とサ ンバー ナ ー ド郡 の各 都 市 の入 口は2,00G人 か ら

79,000人 、 年 間 予算 は50万 ドル か ら730万 ドル程 度で あ る。

次 の こ と が研 究 され た。

(a)応 用 の可能 性 に つ い て の分 析。 ま た現 在 の情 報 処 理方法 の持 つ 諸 問題 も

同時 に検 討 され た。

(b)現 在 の 情 報処 理 方式 の費 用 を共 通 中央 システ ムに かか る費用 と比 較 、 分

析 す る こ と。

(c、 い ろい ろ の応用 を もつ 適切 な'シス テ ムを現 代 コ ン ピュー タ丁技 術 の立場

か ら研 究 す る こ と。

(d>上 記 の シス テ ムを 設置 し、 発展 させ るため の適 切 な計 画 に つ い て。

主 要 な結 論 は 次 の通{り で あ る。

1.中 央 コン ピ ュー ター シス テ ムの共 有 は技 術 的 に み て も妥 当 で あ り、 現 在

の情報処理方式 を大 いに改善す るであろ う。各都 市に必要な情報 をすべて

同時 に貯 えること、そ れぞれの都市が必要に応 じてそれを処理す ること等

は現在 の装置、 プログ ラムで十分可能である。
、

2.新 シス テ ム共有 の 費 用 は、 利用 情 況 を現 状 か ら予 想 すれ ば 、 今 の 能率 の

悪 い方 式 に比 べ 、 同 じか あ るい はそ れ よ り少 な くて す む。 ま た 、そ れ に よ

り各都市が財政 の管 理を合理化すれば、かな りの関接的な利益 が生 じる。
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3.新 方 式 に よれ ば 、25以 上 の都 市が ほぼ 同 時 に コ ン ピュ一一タ一一を使 用 で

きる・ これによ り断 礎 め ぐる争い嘩 げ られ る・各都市に特殊 なキー

ボ ー ド、 た とえ ば 中央 コ ン ピ ュー ター へ の電 話 線 に直 結 した タ ィ ブ ラ ィタ

ー が置 か れ る。 そ して 、 必要 な情 報 処 理は タイ プ ラ イ ター を通 して直 接 に

行 力わ れ る。 この 「タ イム シェ ア リン グ」に よ り、各 都 市 は 他 の都 市 と無

関 係 に シス テ ム を所 有 し、標 準 的 プ ロ グ ラムが使 用 で きる。

4.総 合的 な設置 計 画 が提 案 され る。,こ れ には シス テ ムの設 計 、 発展 性 、 調

調

整 、 指示 通 り働 くか ど うかの テス ト等 が十 分組 み込 まれ て い る。 この 総 合

プ ロ ジェ ク トが1967年 後 半 に 開 始 され る とすれ ば 、 中央 シス テ ムは

1970年 のは じめ ご ろ ま で には 全 面 的 に機 能 を発 揮 で きる。

以 下この章 では次の ような研 究 の 結 果 の い くつ か をま とめ る。(a)現 状 に 関

す る諸 問題 。(b)新 シス テ ムの特 徴 。(c)主 要 な応 用 の概 略。(d)費 用 に つ い て。

(e)暫定 処置 につ い て 。
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●

1・1現 状に関す る諸 問題

現状での大 きな問題は情報 の区分化 である。各都市の各部 門で デー タが

それぞれ集め られ、それぞれに ファイルされ る。そ して、部門間 あるいは

都市間に情報 が共有 され ることはほ とんどない。

必 要な情報の うち現在利用で きない もの も多い。特に、政策決定 、計画

立 案に関する情報がそ うである。各都市そは会計に関する情 報に重 きを置

き、管理に関 する情報 を軽視 している∴・それは主 として、現在の方式の も

とで補助的な情 報 を得 るためには コス ドが高 くつ くためであ る。法律事務、

金銭 出入に必要 な情報が真先 にで きるだけ経 済的に作 り出される。そのた

め、管理や計画 に必要 となる補助的な情報 を作 り出す余裕 がほ とん どな く

な るので ある。

●

A歳 出 会 計

現 在 の シス テ ムでは 多 くの人 手 が 必要 で あ る。 そ のた め 誤 ま りが起 こ り

や す く、 費用 もか さむ。 歳 出会 計 に ょつ て支 出は完 全 に コ ン トロー ル され

て い るべ きで あ るが、 実 際 に は非 常 に 限 られ て い る。 市 の購 買管 理 で は 管

理 が ゆ き届 い て い ない もの が多 い。 通常 の 会 計 シス テ ムに よる購 買 の 多 く

は 価格 が チ エ ツ クされ て い ない もの が多 い。 そ の ため の ス タ ッ フをそ ろ え

るの に高 い コス トが か か るか らで あ る。

現 在 の支 出 管 理 シス テ ムの 最大 の欠 点 は 、そ れが フィー ドバ ックを行 な

っ て予 算 と比 較 してみ る こ とが で きない こ とで あ る。 この た め 、年 度 の始

め には 支 出 が 予 算 を上 ま わ るか下 ま わ るか ど うか を チ ェ ックで きない 。 も

し 、そ の よ うな情 報 が 初 期 に得 られ だ な らば 、 市 は予 算 を再 編 成 で きるで

あ ろ うし、各 部 門の 支 出 の管 理 を よ り強 め る こ ど もで き るで あ ろ う。
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B給 料 支 払 い,!.

職員の小切手 を発行 する現在の 「自動 」デー タ処理技術 は実際にはあま

り自動的では ない。少しで も通常の支払い と異 なる と市 の給料支払い事務

員の手作業 が必要 となる。

職 員の給料支払い書は手作業で作成 され、確認 された後、 デー タ処理局

へ送 られる。 職員の口座、各種 の控除、支払 い小切手等がそ こか らの領収

書に基いて再び検 査され確認 され る。 多 くの市では職員の出欠、超過勤務

を絶えず チェックす る手段 を持っていない。 これは市が よ りよい人事管理

を逐有 しようとするときの× きな障害 になつている。

Cそ の他の財政面での応用

歳入会計 では手作業に よる貸借対照 、手作業に よる書 き写 しの繰 り返 し

がかな り必要 とな る。 われわ れの調査 した市は どれ も本当の意 味での資産

管 理会 計 シス テ ムを持 っ てい な かつ た 。 こ こでわ れ わ れの 意 味 す るの は、

現金、投 資、在庫 、設備 の使用 と代替 、市所有の不動産 な どを詳細に管理

するシステ ムのことである。 資産 の中ではたS'現 金と投資だげ がよ く管理

されていたに過 ぎない。

われわ れの調べ た市のほ とん どでは、歳 入が不 足した場合 、現金に関す

る能率の よい分析方法 のない ことが大 きな欠陥になつていた。投資の期間、

利率 をよ りょく選べば毎年余分の利子収入が得 られて、そのための分析 の

費用 を補 って余 りあるであろ う。その他、在庫 、設 備、不動産 等の資産 も、

調査 した市のほ とん どでは組織的 に管理 されてはいなかつた。 これ らも重

大 な情報欠 如で あ り、市 の財源 を適切 に管理す る妨げになつている。

ガソリン税 な どの特 別基金報告書 を作成 する際に も、原価計算を常時行
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な つ てい な い こ とが 障害 に な る。 調 査 した ほ とん どすべ て の市 で は 、特 別

事 業 の原価 計 算 は そ の事 業 で と くに別 々に行 なわ れ て いた。 この た め に 費

用 がか さみ 、 時 に は デ ー タを集 め て表 を作 る と きに混 乱 が起 こる こ と もあ

つ た。

亀

D予 算

サンガブ リエル ・バレの都市 で採用 されてい る現在の会計方法でぱ、予

算決定のための情報 を多 くと り入れ ることがで きない。原価やその他 のデ

ー タが不足 しているので、いろいろの支出計画を組織的に比較検討する こ

とがで きない。市役所や市議会では各部門の要求や過去の予算 、支 出のデ

ー タなどの関接的情報 か ら判断 して決定 を下 してい る
。

●

E公 益事 業 の料 金 請 求

水 道料 を請 求 す るに は か な りの 時 間 がか か る。 各 家庭 の メー ター を読 ん

でか らそ の料 金 が計 算 さ れて そ の家 へ 郵送 さ れ るに は約7日 半 必 要 で あ る。

この 遅 れは 市 に とつ て い くつ か の問 題 を引 き起 こす。 利用 者 へ の サ ー ビス

も遅 れ る。 い ろ い ろ な情 報 が不 完 全 な デー タを もとに して 作 られ て しま う。

料 金 の 納付 も減 少 す る。

も うひ とつの欠 点 は利 用 者の過 去 の デー タ を集積 して い ない こ とそ あ る。

残 って い る のは メ ー ター の 記録 だ け で ある。 利 用 者 の過去 の 消 費量 と支 払

・い情 況 を 見 るの に4種 類 もの 記録 を調べ なけ れ ば な らない のは 不都 合 で あ

る。 水道 局は本 質的 に同 じ情 報 を別 々に 記録す る よ うな こ と を避 け ねば な

らな い。
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最後 の 問 題 は事 務 員 の雑 多 な手 作 業 で あ る。 この よ うな手 作 業 で は誤 り

が起 きや すい し、 デ ー タが な くなつ た り、誤 っ た と ころへ 記 録 され た りし

や す い。

F警 察 の 統 計

警察の統計で問題にな るのは(a)デー タが集め られてか ら報告書が作 成さ

れるまでが長 く、平 均 して30日 以上 かか り、㈲過去の情報 を検索す るこ

とがむず か しい ことであ る。前者は警察署長が現状 を把握 す るのに支障 と

な り、後者 は長期事業 にそ の情報が使 えない ことを意味 する。警察は よ り

頻繁にデー タを集め、過去 の デー タも蓄積す る必要があ る。 また、特定の

要件を検 索する能 力 も必要であ る。

G都 市 計 画

現在、長期計画のため の常時のデータ処理は調査 した どの都市で も行な

_セ れてい なかつた。一般研究が諮問機関に よつて定期的に行 なわれ てはい

たが、情況の変化 を絶 えずモ ニターして、計画を常に最新 の ものにする機

構は どこに も見 られ なかつた。そ の結果、あ る計画が十分研究 された と き

には、そ れは既に時代遅れになつてしま うのである。

調査 したすべての都市では、都市計画担 当者は彼 ら.の活 動のgo%が デ

ータの変化 を調べた り
、特殊 なデータな どの情報 を収 集 した りするそ の 日

ごとの仕事に費やされてい る。 サ ンガブ リエル ・バレー地 方の諸都市の秩

序 ある発展に不可欠の長期計画 には彼 らの努力がほ とん ど費や され ていな

い。その よ うな長期計画の問題 を除いて考 えて も、現在 のその 日ごとの活

動には重大な問題 がある。ω限 られた量 の情報 しか検索 されてい ない。
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(2)また 、そ れ に は 多 くの費 用 が か か る。

H結 論

都 市 の現在 の 情 報 処 理 シス テ ムの 最大 の 欠 点は 実 はそ れ が少 し も 「シス

テ ム」 では ない こ とで あ る。 む しろ 、そ れ ぞ れ別 々(う互 に他 とほ とん ど無

関係 に 発達 した さま ざま な仕 事 の 集 合で あ る。 そ の 結果 と して 、 各都 市 の

情 報 の 費用 は 必 要 以上 に高 くつ い て い る。 そ して 、 すべ て の 部 門 に とつ て

真 に 価値 の ある い くつ か の情 報 は 集 め られ て さえ もいな い。

'手 作業 に よる デ ー タ処 理 は非 能 率 で誤 りが 多 い。 市 の 職員 は 書類 を整 理

した り、 ひ とつ の書 類 か ら他 の書 類 ヘ デ 一 夕 を書 き写 した り、足 して 、 引

い て 、掛 け て、 数 字 の 列 を対 照 した りす る こ とに 時 間 を使 い 過 ぎてい る。

これ らは繰 り返 しの 多 い作 業 で あ り、退 屈 で誤 りを引 き起 しや すい。 自動

デ ー タ処理 に よれ ば これ らの 機械 的 な作 業 を よ り能率 的 に 行 な うこ とが で

きる。 人 々は 解 放 され 、把握 、決 定 とい うよ り意 味 の あ る仕 事 に 時 間 を 費

せ る二

現在 の手 作 業 と半 自動 的 な シス テ ムの まま で 能率 を上 げ よ うとす れば 、

各都 市それぞれにデータ処理人 員をかな りの人数余分に追加 す るよ りほか

にない。 さらに、計画立案、政策決定な どに関す る情報の問題 を経済的に

解 決 す るた め には 近 代 的 コ ン ピュー ター技術 に ょ るほ かは な い。
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1・2新 シ ステ ム の特 徴

ここ3年 か ら5年 、 コ ン ピュー タ ーの 応用 分 野 は 急速 に広 が り、技術 的

に も進 歩 した。 同時 にそ の コス トは 著 し く減 少 した。 この発 展 のお か げ で 、

多 くの 利 用 者 が共 通 の 中央 コ ン ピ ュー ター施 設 を共 有す る ことが可 能 に な

つ た。 これ らの新 概 念 と コン ピュー ター技 術 は 現在 、 多 くの企 業 や 政 府 機

関 に応 用・さ れつ つ あ る。 わ れわ れ の提 案 す る新 シス テ ムは この現 在 の コン

ピュ一 夕ニ技 術 を もとに した もの で あ る。

これ ま で述 べ た 諸 問題 を解 決 す るた め に 、わ れ わ れは さま ざま な 形 の コ

ン ピュー ター シス テ ムを検 討 した。 そ こで は 、 現在 い くつ か の市 で特 定 の

目的 の た め に 置か れ て い るデー タ処 理 サー ビス 局 と同 様 な もの を中 央 に置

くこ と も考 え られ た。 しか し、 さ ま ざーま な検 討 の結 果 、 わ れわ れ は 各 都市

が直接 にか つ連 続 的 に使 用 で きる シス テ ムを 選 ん だ。

わ れ わ れ の提案 す る シス テ ムで は 、 中央施 設 にか な り大 きい 高 速 コ ン ピ

ュータ ー が置 か れ 、電 話 線 に よつ て各都 市 の タ イ プ ライ ター と結 ば れ る。

各 都市 は さま ざま の情 報 や命 令 を タ イプ ライ ター を通 して 、 ほか の 都 市 と

独 立に 、 しか も、 同 時 に送 り込 む こ とが で き る。 この方 法 が 「タイ ム シェ

ア リン グ」で あ る。

各都 市 の タ イプ ライ ターは ま た 中央 コン ピュー ターか らさま ざま の情 報

を受け 取 る。 た とえ ば 、送 り込 ん だ デ ー タの確 認 、超 過 支 出 の知 らせ 、特

定の 照会 に対 す る結果 等 で あ る。 毎 月 の会 計報 告 、料 金 請 求 、給 料 支 払 い

等 の膨 大 な報 告書 は 中央 施 設 の 高速 印刷 機 で 印刷 さ れて 、各 都市 に配 布 さ

れ る。

各都 市 は標 準 応用 プ ロ グ ラ ムを共 通 に持 つ 。 しか し、各 都 市は そ れ らを、

また は ほ か の独 自の プ ログ ラム を任意 の時 間 に 働 かせ る こ とが で きる。 こ
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の よ うに して 、 あ る市 が市 の会 計 を行 方っ て い る時 に 、別 の 市 が 警 察 の 統

計 を照会 して い て 、 さ らに ほか の布 が都 市 計画 の 記 録 を検 索 して い る とい

うこ とが可 能 で あ る。

特 定 の応 用 プ ロ グ ラ ムのほ か に 、特 殊 な情 報 を記 述 す る一 般 プ ログ ラム

言語 が利 用 で き る。 た とえば 、市 内 の ガ ソ リンス タ ン ドの 数 を知 りた い な

ら、 コ ン ピュー ター 直結 の タ イ プ ライ ター をたた い て商 業 施 設 の ファ イル

を呼 び出せ ば よい。 そ れに は 、 た とえ ば、COUNTSERVICESTATIONと

打 て ば よい。 コ ン ピュー ター は 数秒 の うちに答 を 自動 的に 印 刷 す る。 この

よ うな一 般 化 さ れ た シス テ ムは 現 在 い ろ い ろな場 所 で利 用 され て お り、 議

員 、 経営 者 、職 員 らの政 策 や 計 画 を扱 う強 力 な道 具 に なつ て い る。

●
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1・3主 要 な応 用 の概 略

新 シス テ ムでは さま ざま な応 用 を次 の よ うに統 合 す る。 各 部 門 が集 め た

デー タは 中央 に貯 蔵 さ れ る。 そ して、特 殊 制 限 のな い デー タは 市 の各 部 門

のだ れ で も様 式 、 順序 にか か わ らず 利 用 で き る。 こ うして 、 デー タの十 分

な利 用 が保 証 さ れ る。

市 の コ ン ピェー ターに よ る フ'アイル は 、新 しい デ ー タが集 め られ る と関

係 あ る フ ァイル が 同時 に 更新 さ れ る よ うに プ ログ ラ ムされ る。 この よ うに

して 、 た とえば 、営 業 認 可 局 、水 道局 が 集 めた情 報 はそ れ ぞ れ の マス ター

フ ァイル だけ で な く計 画 、財 政 、建築 許 可 、そ の 他そ れ ぞ れ の フ ァイル の

関連 の あ る部 分 に 自動 的 に影 響 を及ぼ すδ こ うして 、 特定 の部 局 だ け の情

報 で は な く、 市全 体 と して 重要 な情 報 が検 索 、利 用 され る。

新 シス テ ムで は 、 現在 集 め られ てい る情 報 だ けで な く、計 画や 統制 に必

要 な情 報 も新 た に 利 用 で きる よ うにな る。 環境 に関 す るデ ー タ、地 域 の ほ

か の都 市 が何 をや つ て い るか とい う情 報 、 市 内 の新 しい デ ー タ な どが 集 め

られ て、 適切 に 処 理 さ れ 、市 の計 画 を逐行 ず るため に使 わ れ る。

由

A市 の会 計 シ ステ ム

自動会 計 シス テ ムは財 政 政 策 の決 定 、 予 算 編成 、予 算 執行 を含 む 市 の総

合的 な シス テ ム とな る。 全 体 と しての 目的 は 、総 括 的 で 統合 され た情 報 を

さま ざま の書 式 を用 いて 管 理 に利 用 す る こ とで あ る。 そ して、 すで に終 了

した 取 引 きの デ ー タだけ で な く、市 の 現 在お よび将 来 の財 政 に関 す る知 識

も得 られ る。 こ うして 、 財 政 に 関 す る デー タは政 策 決 定 の基 礎 と してそ の

役 割 が大 き くな る。 一 方 、 会計 の記 録 と して の役 割 は 以 前 の通 りで あ る。

この よ うな総 合 的 な情 報 シス テ ムに よ って 、現 在 の 現 金残 高 、支払 い勘
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定 とその期 日、予想 され る収入な どすべてをいつで も知 ることがで きる。

この統合された財政 に関する情報 は、市全体が利 用できて、政策決定や予

算編成 に大い に寄与 する。

B公 益 事 業t

水道 の 情 報 シス テ ムは コン ピュー ター化 さ れ て 、料金 の 計 算 、 印刷 、請

求書 の郵 送 、受 領 、 水 道施 設 維 持 の記 録 が行 なわ れ る。 ま た 、 設 備 の計 画

に関 す る情 報 も用 意 され る。

水 道 の 自動 会 計 シス テ ムは地 域 の利 用者 サ ー ビス、施設 維 持 、収 入 管 理

等 に大 きな前 進 を もた らす。 すべ て の 記録 は 水道 局 でいつ で も利 用 で きる。

そ して、 単 調 で繰 り返 しの多 い手 作 業 は最 小 限 に減 らされ る。 職 員 は 主 と

して例 外 的 な もの のみ を扱 う。 料 金請 求 の周 期 は ほか の経 済 的 制 約 が 許 す

範 囲で 最小 に さ れ る。 過去 の記 録 や 現金 管 理 も向上 す る。

■

C警 察 の 統 計

この シス テ ムで 維持 さ れ るべ き警 察 の 統計 は 現在 検討 申 の州 単 位 の広 域

司法 情 報 シス テ ム と重複 し ない。 われ わ れの シス テ ムの警 察 の統 計 に 関 す

る応 用 は 、 犯罪 や 交通 事 故 の統 計 、 犯罪 妨 止 の 地域 活動 に 為す る情 報 、警

察活 動 、 設備 の代 替 に渕 連 す る隊 員 の 編成 、 作戦 な どの デ ー タ 、警 察 の上

部 の人 達 の決 定 を助 け る デー タ、特 に 人 員、物 資 の適 切 な配 置 に 関 す る も

の な どで あ る。 プ ロ グ ラム言 語 に よつ て蓄 察 は毎 日、犯罪 や 交 通 事 故 の新

しい 情 況 に基 い て 、 よ り適 切 な配 置計 画 を シ ミュ レー シ ョン実 験 す る こ と

がで き る。 ま た 、 司法 省 、そ の 他 の法 律 機関 の コン ピュー ター化 が 進 む に

つ れ て 、警 察 の 外 部 に 出 す報 告 もそ の うち コ ン ピュー ターへ の入 力 可能 な



書式 に 変 わ っ てい くで あ ろ う。

D都 市 計 画

都 市 計 画 に関 す るわ れ わ れ の主 要 な提 案 は総 合 的 で即 応 性 の あ る シス テ

ムに よつ て 、長 期 計 画 、 政策 決 定 、 ま た 、担 当者 の 日常 活 動 を助け る こ と

で あ る。

この 目的 を達 成 す る た め に必 要 な情 報 は 、 不動 産 所 有 権 とそ の評 価 額 、

建 築物 の特 徴.土 地利 用 に関 す る情報 、道 路 、街 路 、下 水 、上 水、 交 通優

先権 な どの ネ ッ トワー クに 関 す る情報 、 計 画委 員会 や 議 会 の土 地 利 用 に関

す る活 動 、そ して 、地 域 の社 会 的 、経 済 的 な広 い知 識 で あ る。 この情 報 シ

ステ ムに は次 の ふ た つ の機 能 を同 時 に要 求 す る。 ひ とつ は 基本 に な る デー

タを集 め て 、 日々更新 を重 ね 方 が ら維 持 す る こ とで 、 も うひ とつは 、 特 定

の調査 、分 析 の 必要 に応 じて 情 報 を処 理 、検 索 で きる こ とで あ る。 こ の シ

ス テ ムは外 部 、特 に郡 の役 所 か ら得 られ る デー タを も組 み 入 れ る。

この新 システ ムで強 調 した い の は 、 これ に ょつて 、現 在 計 画担 当 者 が あ

ま りに時 闘 を費 して い る事 務 を大 はば に縮 少 で きる とい うこ とで あ る。 こ

れに ヒ リ、担 当 者 はそ の能 力 と経 験 の 成果 が 十 分発 揮 で き る よ うな研 究 に

携 わ る こ とがで き る。 この よ うな シス テ ムの 副産 物 は 、 議 会 や そ の他 か ら

の問い 合 せ に対 して 、 費 用 をか け て 、人 手 を使 っ て記 録 を捜 す 必要 が ない

た とで あ る。
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◎

1・4費 用 に つ い て

中央 コン ピ ュ一 夕一一シ ス テ ムを20都 市 で共有 す る こ とは技 術 的 に も経

済 的 に も可 能 で あ る。技 術 面 では 、わ れ われ の研 究 した都 市 と同 程 度の規

模 の都 市 が 少 な くと も25都 市 利 用で きる。 投 資額 と操業 費 用 を検 討 した

結果 は 次 の通 りで あ る。

新 シス テ ムに よつ て も全 く利 益 が増 加 しない 場合 で さえ 、ほ とん ど すべ て

の都 市 が 中央 デ ー タ セ ン ターへ 加 入 す るほ うがや は り望 ま しい 。 ま して 、

実際には莫大 な利益 が得 られることを考え ると、最 も予算規模の小 さい市

で も新 シス テ ムは 費用 の面 で引 きあ うとい え る。

■
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1・5施 行 計 画 と暫 定 処 置

'新 シス テ ムを設 立 し
、発 展 させ て い く逐 次 の 計画 が本 文 に示 され る。 こ

の計 画 は 多 くの企 業 や 政 府機 関 に よる能 率 的 な コ ン ピ ュご ター シス テ ム建

設 の経 験 を基 礎 に して い る。 設計 、 プ ・グ ラム、装 置 の調 達 、 シス テ ムが

指 定 通 り働 くよ うに す るた め の調 整 と試 験 な どに最低2年 半 が必 要 で あ る。

暫 定 処 置 と して 、比 較的早 くそ の結 果 を見 る ため 、各 都 市 が水 道 料 金 と

警 察 の統 計 に つ い て契 約 す る こ とが望 ま しい。 これに よ り、'新 シス テ ムへ

移行 す るた め の貴 重 な経 験 が得 られ るで あろ う。

■
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●

1・6本 文 の 構 成

本報 告の以下の構成は次の通 りである。第 五章は研究活動 の概要であ る。

第皿章 は現在の制度の考 察とその問題点 を扱 う。第W章 では新 シス テムの

基礎 となる技 術的な概 念を記述する。第V章 では システ ムその ものを述べ 、

その主要 な応用 を詳 し く論 じる。第V1章 では費用一 収益の分析の詳細 に示

す。第W章 では提案 を要約 し、施行計画を詳 しく述 べる。 本文のい くつか

の項 目を補足するため に付録がつけ られてい る。最後に専門用語一 覧表 と

参考文献表 が添え られてい る。

●
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,2研 究 の 背 景 と 概 要

サ ン ガ ブ リエル ・バ レー都 市連 合 会 議 は 中央 コ ン ピュー ター シス テ ムの共

有 に つ い て、1966年 は じめ よ り積 極 的 に研 究 して きた。

そ して 、特別 の委 員 会 が 任 命 され て 、 サ ンガ ブ リエ ル諸 都 市 、 及 びそ の 周

囲の諸 都市 に共 通 に役 立 つ コン ピ ュー ター セ ン ター の可 能 性 が 研究 さ れた 。

委 員会 は何 回 も会 議 を重 ねて 、興 味 あ る着 想 を探 り、研 究 す べ き応用 を選 び

出す な どの予 備 的 な調 査 を行 なっ た。 そ して 、連 合 会 議 は こ の委 員会 と連 絡

を保 ち左 が ら共 通 セ ン ターの 技 術 的 、経 済 的 可能 性 を研 究 した 。

この 研究 に 必 要 な 課題 は 付 録Aに 書か れて しへる。 そ れ らは 、(a、共通 セ ン タ

ー の応 用 の 可能 性 を分析 す る こ と、㊨ 中央 シス テ ムの 費 用 を調 べ るた め に予

算 を分 析 す る こ と(d異 った 別 の シス テ ム と比 較 す る こ と、(d随 行 計 画 を作 成

し、主 要 な作 業 、 各期 間 ご との費 用 を逐 次 見積 もる こ とで あ る。

研 究 の過 程 に お い て 、委 員 会 へ の 報告 が定 期的 に行 なわ れ た。 そ れ は特 に

分析 の 過程 で 明 らか に 友 つた 主 な問題 につ いて の 同 意 を得 るた め で あつ た。

本 報 告 は連 合 会 議 のEDP委 員 会 との連 絡 の も とで な さ れた 仕 事 を報 告 し 、

同意 の 得 られ た数 々の提 案 を述 べ る。

表1は 全体 の可 能 性 の研 究 に つい ての 主 な課 題 とそ の期 間 を示 し た もの で

あ る。 こ の計 画 は研 究 の初 期 に委 員 会 へ 提 出 され 、 そ の後25週 間 に渡 っ て

予 定通 り行 な わ れ た。 以 下 、 そ れ ぞ れ の主 な課 題 の概 要 を簡 潔 に述 べ る。
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表1

主 な研究 課題 とその期 間

課題 期間

応用の分析

デー タ収 集

シス テ ムの 概 念 の概 略

予算の分析

現 在 の シス テ ムの費 用

新 シス テ ムの 費用 の 概略

そ の他 の シス テ ムの分 析

シス テムの概念 の詳 細

新 システ ムの費用の詳細

費用の比較

施行計画の概略

9週 間

3週 間

3週 間

一10■ 一

日程

研 究 開始

1966年8月15日

第1回 報告 会

1966年10月20日

第2回 報告 会

1966年11月29日



報告の草案準備

費用 見積 も りの詳細

施行計画 の詳細

報告の草案

最終報告の編集

6週 間

4週 間

草案 提 出

1967年1月9日

草 案 の承認

1967年1月17日

最終 報 告 出版

1967年1.月31日
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2・1応 用 の 分 析

この研 究 の前 に、 予 備 調 査 に よつ て、 最 も身近 な応 用 として 指摘 され た

のは 、 水 道料 金 請 求 、 歳 入会 計 、 給 料 及 び フ リン ジ給付 の計算 、警 察 の統

計 で あ る。 そ の 他 の 応 用 として は 、 土 地利 用 の 記録 、営 業 認可 、設 備 管 理 、

管 理 や政 策 の決 定 な どで あ る。 この 分析 の主 な 目的 は、 これ らの 、 あ る い

は 、そ の他 の 応用 の 中 で、 何 を シス テ ム開 発 の 前 面に持 っ て くるか を決 め

る こ とで あ る。 この 目的 のた め には 、現 行 の情 報 処 理方式 とそ の 問 題 点 を

評 価 して 、都 市 のか か え る情報 に関 す る問 題 を見 極 め る ことが 必要 で あ る。

わ れ わ れ は 市役 所 で面i接調 査 を行 なっ た。 そ して 、現 在行 な わ れ て い る

主 力応 用 につ い て 詳 し く研 究 した。 わ れ わ れ の質 問は主 と して 、各 都 市 が

そ れ ぞ れ か か えて い る最大 の問 題 に 向 け られた。 そ して 、現 状 を詳 細 に分

析 して い く中で 、情 報 が実 際 に どの よ うに して得 られ、 どの よ うに使 わ れ

て い るか が 明 らか に され た。 この よ うな研 究 方法 の利点 は担 当 者 のか か え

る問題 と、彼 らが い だ いて い る 自動 デ ー タ処 理 の イ メー ジ とを区 別 す る こ

とに あ る。 この よ うに して、 わ れわ れは 、 各都 市 の 目標 と、そ の 目標 を達

成 す る ため に 最 も必 要 とされ る情 報 につ い て の概 略 を得 る こ とが で きた 。

そ れ らは 第 皿章 で述 べ られ る。

一 旦 目標 の概 略 が定 ま る と
、各 都 市 の デー タ収 集 、処 理 、 報 告 様 式 の 調

査 が始 め られ た。 こ の研 究 段 階 の 目的 は 、 現行 の 処 理方 式 の 持 つ 問 題 点 を

解 明 して 、新 シス テ ムの 設 計 目標 を明 らか に す る こ とで あ る。 これ らは 、

新 シス テ ム開発 で ど うい う応 用 を前 面 に 打 ち 出す か とい う選 択 に つ なが つ

つ い る。 次 に必 要 と な るの は 、 ひ とつ の 複合 コン ピュー ター セ ン ター が 、

サ ン ガ ブ リエ ル ・バtZ・一地 方 の20か ら25都 市 が必要 とす るデ ー タ処 理

をす べ て実 行 可 能 か ど うか を決 定 す る こ とで あ る。 この た め に は 、 各都 市
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が 必 要 とする情 報 収集 、 記録 、更 新 、報 告 様式 を詳 し く指定 す る ことが必

要 で あ る。

最 後 に,細 か い デ ー タが集 め られ 、 分析 され て 、要 求 され る機 能 実現 、

あるい ぼ作動 チ ェ ックに 必要 なハ ー ドウ エア、 ソ フ トウエ アの性 格 が 考察

され た,そ して 、研 究 は予 算 の 分 析 の段 階 へ移 った 。

つ
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2・2予 算 の 分 析

この解析 の 目的は 中央 コン ピュー ターシステムの費用面 での可能性 を決

定す ることである。 このために必要 な仕事は主 として次のふ たつ である。

第一は各都市 が情報処理に現在使っている金額の分析である。第二は新 シ

ステ ム開発及 び操業の費用 の見積 も りである。予算の分析で 見落 としては

な らないのは置 き換え可能な費用で ある。 これは新 システムでは もはや必

要ではな くなるよ うな現行 の情報処理の費用である。

現状の費用 を決め るために各都市の予算書類が詳 しく分析 されて、その

情報が得 られた。そ して、主 な応用 ごとにい くつかの都市が サシプルとし

て抽 出されて、直 接の調査 が行 なわれた。 この直接の調査に よつて、現行

の活動及び情報処 理の様式だげ でな く、データ処理に実際に支出 されてい

る人件費を も知 ることがで きた。そ して、同時に現在のデー タ処 理局の料

金に関す る情報 も得 られた。 これ らの情報に加えて、各都市が現在考慮 中

の、 よ り自動化 された システム建設の見積 も り費用 が補足 された。 現行 シ

ス テムの費用 を妥 当に見積 もるために、い くつかのテ クニ ックが用い られ

た。 それ らは第VI章 に示 されてい る。

新 システムの費用は製造業 者 の仕様書な どの資料 を総合 して得 られた。

操業の人件費だけでな く、装置 の規模や作動速度の決定に も標準的 なテ ク

ニ ックが用い られた。そ の他、EDP利 用の経験 も見積 も りに導入 された。

また.必 要人員、 コン ピュータプ ログラムの開発、試験費 などについて多

くの顧 問の意見が と り入れ られた。 これ らの予算の分析は第W章 で述べ ら

れ る。
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2・3そ の他 の シ ス テ ム の分 析 、

次 の重要 な仕 事 は 、わ れ わ れ の考 察 して い る もの 以外 の 自動 デー タ処 理

シス テ ムの 費用 と収 益 を分 析 す る こ とで あ る。 さま ざま な別 の 案 が研 究 さ

れ 、 サ ン ガ ブ リエ ル ・バ レー諸 都 市 の 扱 う量 の デー タ を処 理 す る能 率 と各

都 市 が必 要 とす る機 能 の 点 で そ れぞ れ 評価 され た。 まず 第 一 に 、 い くつ か

の案 が収 益 と費 用 の点 で 他 の案 に劣 る とい う理 由 で除 外 され た。 そ し て、

残 っ た互 に競 合 し あ う案 が 、 シス テ ムの い くつ か の 設定 目標 が 達成 で きる

か 、ま た 、そ の た め に追 加 さ れ るべ き開発 、操 業 費 は い くらか とい う点 で

比 較 され た。 この よ うに して選 び出 さ れ た シス テ ムは現 行 の 費 用 に匹 適 す

る費 用 で最 大 限 の収 益 が上 げ られ る よ うな もので あ る。 実 際 、 は じめ考 え

られ たそ れぞ れ の案 のい くつ か の点 が 最終 案に 織 り込 まれ て い る。

最 終案 に はそ の操 業 、 開発 費 が細 か く計 算 され 、そ の施行 計 画 も添 え ら

れた。
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2・4施 行 計 画

わ れ わ れの 提案 す る 中央 コ ン ピュー ター シス テ ムの詳 細 な施 行 計 画 が研

究 され た。 この計 画 で 最 も重要 な点 の ひ とつ は、 この サ ン ガ ブ リエ ル ・バ

レー シス テ ム を州 そ の 他 の地 方 機 関 の 関連 あ る プ ログ ラム と適 合 す る よ う

に した ことで あ る。 そ の た めに 、 州 、郡 、そ の他 の地 方機 関 の さま ざま な

役 人 と接 触 した。 ま た 、そ れ らの機 関 か ら提 出され た書 類 が 調 べ られ た。

この施 行計 画 の 目標 は 現行 の シス テ ムか ら新 シス テ ムヘ ス ムー ズ に移 行

で きる よ うに す る こ とで あ る。 特 に 、 シス テ ムの最終 的 な 操業 で は 設計 目

標 が満 足 さ れ る よ うに、大 企 業 や 政 府 の シス テム建設 の経 験 が考 慮 され た。

後 に なっ て誤 ま りが 発 見 さ れ た りす れ ば 、利 用 者 、 あ るいは 大 衆 に とつ て

重 大 な問 題 を引 き起 こす の で 、そ れ らを妨止 す る こ とは非 常 に 重 要 な こ と

で あ る。 企 業 や政 府 の経 験 が 教 え るの は 、 シス テ ム開発 を秩 序 を保 っ て段

階 ご とに行 な うこ とで あ る。 この考 え は この バ レー シス テ ムに 取 り入 れ ら

れ た。 十 分 な シス テ ム設 計 、 プ ロ グ ラ ムテス ト、 人 員 の訓 練 、二 重 操 作 試

験 な どが正 しい建 設 を保 証 す る ため に 用 意 された。,
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3・ 新 シ ス テ ム に つ い て

3・1構 成 と 操 作

図12は コン ピ ュー ター システ ムの 図式 化 で あ る。・これ は 次 の よ うに働

く。 サ ン ガ ブ リエル ・バ レー の すべ て の都 市 は 外 部 ランダ ム'アクセ ス メモ

リー(等 速 呼 び 出 し記憶 装 置)の 中 に マ ス ター フ ァイル を 「オ ン ライ ン」

で 蓄 え て お く。 デ ー タの ほ とん どは コ ン ピュー ター に直 結 した各 都 市 の タ

イ プ ライ タ・一を通 して 入 力 され る。 し か し、 他 の機 関か ら得 られ るい くつ

か の デ ー タは コ ン ピュー ター セ ン ター で入 力 され る。 すべ て の都 市 が デー

タ を同 時 に入 力 す る こ とがで きて 、各 都 市 へ の 応 答 には ほ とん ど影 響 を与

え ない 。 支 出 台帳 の よ うな書 類 は コ ン ピュー ター セン ターで 印刷 さ れて 、

24時 間 以 内 に各 都 市 に配 布 され る。 そ して、 直 接利 用 され た り、記 録 と

して 残 さ れた りす る。 支 出会 計 に お け る超 過 支 出 の 指示 左 どの例 外 的 な も

の 、 あ るい は 、地 域 の ガ ソ リンス タ ン ドの一 覧 表 請 求 な どの 特 別 な報 告 書

は 、そ れ らの情 報 を必 要 とす る都 市 の 直 結 した ダィ プ ラィタ ーで直 接 印刷

さ れ る。 デー タの更 新 と確認 は コン ピ ュー ター プ ロ グラ ムに よつ て 自動 的

に行 な わ れ る。 この プ ロ グラ ムは 利 用 者 の要 請 に ょ リコ ン ピ ュ一 夕ー メモ

リー に入 れ られ た り出 され た りす る。 使用 さ れ てい ない と きは 、 そ れ らは

外 部 メモ リー に保 存 され る。

コ ン ピュー タ ー プ ロ グ ラムは3種 類 か らな る。 そ れ らは標 準 共 通 プ ログ

ラ ム、各 都 市 ご との標 準 プ ログ ラ ム、 そ して 、一 般 プ ロ グラ ム言 語 で 書 か

れ た特 別 の利 用 者 用 ル ー チ ンで あ る。

ほ とん どの デ ー タは標 準 共通 プ ロ グ ラムに よつ て処 理 され る。 水 道 料金 、

市 の会 計 、警 察 の統計 の大 部 分 、そ し て 、土 地 利用 計画 の記 録 な どは この

プ ログ ラムを用 い る。
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これ らの プ ロ グ ラムは どの都 市 に も共通 な デ ー タ処 理の 中 心 とな る指 令 を

集 め た もの で あ る。 そ して、各 都 市 ご との 細 か い違 いは 、そ の都 市 独 自の

指令 を これ に追 加 す る こ とに よつ て実 行 され る。

例 とし て水道 料金 を とろ う。 各 都 市 は デ ー タを標 準 書式 で コン ピ ュー タ

ー に入 力 す る
。 す る と、 各都 市 共 通 の標 準 中 心 指令 に よつ て デー タが確 認

さ れ、 そ れ らが は い るべ き料 金 記 録 が捜 し出 さ れ、 デー タ が更新 さ れ る。

そ して 、 正 しい料 金 率 に よつて 請 求 料金 が計 算 され る。 次 に 、各 都 市 ご と

に追 加 され た水 道 料 金 プ ログ ラムが 消 費量 の特 別 な単 位 、 た とえば 、立方

ヤ ー ド、 を標 準 的 な単 位 に換 算 す る。 そ して 、請 求書 発 行 時 にそ れぞ れ の

方 式 に よつ て書 式 化 され る。 従 っ て 、 すべ て の都 市 の料 金請 求 が同 一 様式

で あ る必 要は ない。

各都 市 独 自の プ ログ ラ ムは2～3の 少 数 の都 市 が必 要 とす る ジ ョ ブ に

用 い られ る。 しか し、そ れ らは標 準 共 通 プ ログ ラムに関連 して用 い られ る

場 合 もあ る。 例 えば 、 アズサ市 は 水 道 と電 力 を 同時 に 経 営 し てい るが 、そ

の他 の市 は水 道 事 業 のみ で あ る。 従 っ て 、 ア ズサ市 の 電 力料 金 プ ログ ラム

は ア ズ サ市 のみ の た め に作 られ てお り、 ほ か の市 と共 有 は しない 。 しか し、

水 道 料 金 は ほ か の市 と同 じ プ ログ ラムに ょつ て扱 わ れ る。

特 別 利 用 者用 ノと一 チ ンは特 別 な プ ログ ラムで常 時使 わ れ るわ け で は ない。

これ らは 、す で に述 べ た よ うに一 般 プ ・グ ラ ム言 語 で 各都 市 に よつ て書 か

れ る もの で あ る。 そ して 、特 別 な情 報 検 索 、 あ るい は 、特 別 な報 告 作成 に

用 い られ る。 市 の管 理 、計 画 、警 察 な どで この種 の プ ロ グ ラムが 最 も頻 繁

に 利 用 され るで あ ろ う。

もし、 利 用者 用 ルー チ ンの ひ とつ が す べ て の都 市 に よつ て何 度 も繰 り返

して 利 用 され る よ うで あれば 、 中央 プ ログ ラマー が新 しい標 準 プ ログ ラム
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を コンパ イル して 、各 都 市 そ れ ぞ れ に よつ て書 か れ てい た もの と取 り換 え

る。 これ は コンパ イ ラー プ ログ ラ ム言 語 のほ うが処 理 時 間 の短 い こ と と、

プ ロ グラ マー の もつ て い る特 殊 技 能 とを応用 した もので あ る
。

表6は バ レー シス テ ム を操 業 し維 持 してい くため に必 要 な設 備 と人 員 を

示 した もの で あ る。 設備 に含 ま れ るの は、 プ ロ グ ラム とデー タ用 に12万

字 以上 の メモ リー を もつ タ イム シ ェ ア リング コ ン ピュー ター 、2億 字 の メ

モ リー を もつ 外部 ラン ダ ム ア ク セス メモ リー 、各都 市 が 外 部 メ セ リー の フ

ァイルに 直 接入 出 力で き る よ うな コ ミュニ ケー シ ョン シス テ ムな どで あ る。

印刷 機 、 ガー ド読 み取 夕装 置 、 そ して 、最 小 限 の テー プ処 理 装 置 もまた 含

ま れ て い る。

利 用 者 の数 を考 え る と、 コン ピュー ター操 作 人員 は少 な い とい え る。 こ

れ は多 くの プ ログ ラムが 各都 市 共 通 で あ る こと、 タイ ム シ ェア リン グが バ

ッチ シス テ ム よ り能 率 的 で あ る こ と、 一般 プ ログ ラム言 語 が比 較 的 使 い や

すい こ とな どのた め で あ る。 こ の最 後 の 理 由に よつ て、 ほ とん ど の都 市 が

独 自の プ ロ グ ラムを 自分 達 で 書 くこ とが で き、中央 セ ン ター の ス タ ッフの

仕事 が最 小 限 にお・さ え られ る。

主 な応 用 面 が どの よ うに処 理 され るか を以 下 で述 べ る。

■

●
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表'6'

必 要 な 装 置 、 設備 、 人員

装置

中央 計 算 機:記 憶容 量120,000字

オ ペ レー ター の 操 作 卓

高速 チ ャ ンネ ル:3個 以 上

複 合 チャ ンネ ル

コ ミュ ニケ ご シ ョシ制御 装 置 と緩 衝器

等 速呼 び出 し制 御 装 置 と外 部 記 憶 装置:記 憶 容量200,000,00'O字

テ ー プ 制 御 装 置 と テ ー プ4本:約30KB

高 速 印 届lj機

カ ー ド読 み 取 り装 置

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ に 必 要 な 装 置

設 備

'

2000平 方 フ ィ ー トの 高 床 の ス ペ ー ス

50KWの 電 力 と 耐 火 造 リテ ー プ 貯 蓄 室

人 員

1.デ ー タ 処 理 主 任

2.シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア と プ ロ グ ラ マ ー

3.オ ペ レ ー タ ー

4.事 務 員 と キ ー パ ン チ ャ ー
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3・2応 用 ・ そ の概 略

次節 で記述 され るデ ー タ処 理 シス テ ムは 、現 在 サ ンガ ブ リエル ・バ レー

で用 い られ て い る シス テ ム と基 本 的 に異 な っ た概 念 で ある。 最 大 の相違 点

はそ れ が統 合 され た シス テ ムで あ る とい うこ とで あ る。

図13は 情 報 シス テ ム統合 の一 例 で あ る。 各 部 門 に よつ て集 め られ た デ

ー タは 中央 に蓄 え られ る
。特 殊 制 限 の な い デ ー タは 様 式、 煩序 にか か わ ら

ず 市 役 所 の 誰 もが利 用 で きる。 こ うして 、 デー タの 十 分 な利 用 が保 証 され

る。

図14は 情 報 シス テ ム統合 の 別 な例 で あ る。 市 の フ ァイル の コン ピ ュー

ター操 作 は プ ログ ラ ムされ て いて 、 集 め られ た デー タは関連 あ る すべ て の

フ ァイル を同時 に更 新 す る。 た とえ ば 、営 業 認 可 局 、 水道局 が集 め た情 報

はそ れ ぞ れ の マス タ ー フ ァイルだ け で な く、計 画 、財 政 、建 築 許 可 そ の他

の フ ァイル の 関連 あ る部 分 に、 自動 的 に影 響 を及 ぼ す。

◆
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この統 合 さ れ た シス テ ムの 最 も重 要 な結果 は 図15に 示 され る。 この 図 は 、

特 定 の 部 門 に関 係 の な い 、 しか も、市 全 体 に とつ て 重要 な情 報 の検 索 の可

能 性 を 示 した もので あ る。

わ れ わ れ の提 案 す る 中央 タ イ ム シ ェア リン グ シス テ ムは この統 合 を助け

る もの で あ る。 しか し 、 この シス テ ムは 別 な面 で も価 値 が 大 きい。 この シ

ステ ムは現 行 の シス テ ムに比 べ 、 機能 範 囲 に おい て よ り総 合 的 で あ る。 図

16に は この複合 情 報 シス テ ムの 概観 が示 され て い る。 現 在 集 め られて い

,る繍 噸 システム略 紗 る鮒 でな くぽ 画疏 制のための新し哺

報 も利 用 で きる よ うに な る。 環 境 に 関 す る デー タ、地 域 のほ か の都 市 の活

動 に関 す るデ ー タ、 市 内 の新 しい デー タな どが 集 め られ 、処 理 され 、市 の

活 動 計 画 を 助げ る。 あ る活動 が決 定 され れば 、 そ の 目標 が実 現 され る よ う

に 、 コ ン ピュー ター に ょ り、 よ り細 か くコ ン トロー ルさ れ る。 そ して 、財

政 的面 、そ の 他 の面 に つ い て の新 しい種類 の報 告 書 が 作 成 さ れ る。

この章 の 以下 の節 で は 主 な応用 の詳 細 を示 す。

◎
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3・3市 の会 計 シ ステ ム

こ こで述 べ る 自動 会 計 シス テ ムは財 政政 策 決 定 、 予算 編 成、 執行 を含 ん

で い て 、従 来 の もの よ り広 い概 念 で あ る。 この相 違 の 目的 は、総 合的 で 統

合 的 で統 合 され た情 報 を さま ざま の報 告 書式 に表 わ して管 理 に利 用 す る こ

とで あ る。 こ こで 、総 合 的 で統 合 され た情 報 とい う意味 は 、 す でに 終 了 し

た取 り引・きの デ ー タだ け で な く、 市 の現 在 お よび将 来 の財 政 に関 す る知 識

も得 られ る とい う意 味 で あ る。 こ うして 、財 政 に 関 す るデ ー タは政 策 決 定

の基 礎 として そ の役 割 が大 き くな る。 一 方 、会 計 の記 録 として の役 割 は以

前 の通 りで あ る。

一 例 を あげ れば
、現 行 の会 計 方 式 では 、現 在 の 市 の現 金 に 関 す る情 報 を

知 る こ と、短 期 間 の支 出 と収 入 と を予 想 す る こ とは時 間 がかか り、 困難 な

仕 事 で あ る。 総 合 的 な新 情 報 シス テ ムで は 、現 在 の現 金残 高 、 支払 い勘 定

とそ の期 日、 予想 さ れ る収 入 な どをい つ で も知 る と とが で きる。 市 は この

総 合 的 な デー タを利 用 して 、投 資 や 支払 い を有 利 に 計 画で きて 、市 の収 入

をふ や す こ とが で きる。 しか し、 そ れ以 上 に重 要 なの は、 現金 の動 きの分

析 が 自動化 さ れ 、市 の流動 資産 の処 分 に 関 す る指 示 が あ らか じめ 定 め られ

た政 策 を満 た す よ うに得 られ る こ とで あ る。 す な わ ち、市 が政 策 を決 めれ

ば 、 コ ン ピ ュー ター シス テ ムがそ れ に従 うの で あ る。

この シス テ ムの 主 目的 は 市 の財 政 に関 す る フ ァイル を統 合 す る こ とで あ

る。 この 目的 を達 成 す るに は 次 の よ うに す る。 ま ず 、ほ とん どの フ ァイル

を 中央 の財政 に 関 す るデー ダバ ン クに結 び つけ る。 そ して、 中央 デ ー タバ

ン クの フ ァイル と特 定 の フディ ル との連 絡 を 自動 化 す る。 この よ うに デー

タを統 合 す る理 由 は 次 の通 りで ある 。(1)取 り引 きが あ るた びに 関連 あ る フ

ァイ ル がすべ て同 時 に更 新 さ れ る。1こ れ に ょ り、 見 落 しに ょる誤 り、'更新
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の時期 がず れ る こ とか ら くる誤 ま りな どを な くす こ とがで き る。 ② 財 政 に

関 ヂ る書 類 は すべ て 中央 デ ー タバ ン クの デ ー タか ら作 成 され るの で、 余 分

な転記 の必 要 がな くな る。 す べ て の取 り引 きは た だ一 度 だ け 転記 され る。

(3け べ て の 「特 別 」報 告 や 照 会 結果 は 中央 デー一夕パ ン クか ら得 られ る ので、

いろ い ろ な フ ァイルを 捜 し回 る必 要 が ない。

●

A改 善 され る分 野

敗政 に関 す る問 題 で まず 改善 さ れ る のは 資産 の管 理 で あ る。 手 作 業 の会

計 シス テ ムには政 策 に 関 す る もの を導 入 す る こ とが費用 の 面 で 困難 で あ る。

従 っ て 、わ れ わ れ が調 査 した都 市 では 、 資産 管 理の 組織 的運 営 は ど こに も

見 られ なか つ た。 新 しい タイ ム シェ ア リン グ会 計 シス テ ムに ょれ ば 、政 策

面 を組 み入 れ るため の費 用 が比 較 的 少 な くて す む。

資産 に関 して まず 最 初 に取 り入 れ る よ う提 案 す る プ ログ ラ ムは 次 の もの

!で あ る
。(a)現 金 出入 の 分 析 と投 資 の管 理。(b)在 庫 と供給 の 管 理。'(c)設備 維

持 と代 替 。(δ固定 資 産 会 計 。 これ らは 以 下 で 、い くつ か の新 しい 概 念 を用

い て述 べ られ る。 これ らの概 念は 現 実 的 な もの で、産 業 界 で広 く用 い られ

て い る もので あ る。

資産 管 理 の改善 に加 えて 、 自動 会 計 シス テ ムに ょ り、歳 入 の管 理 、 お よ

び、支 出の 管 理 も改 善 され るで あ ろ う。

現 行 の手 作 業 の デー タ処 理 方式 では 、受領 さ れ るべ き もの が生 じて か ら、

そ れ が実 際 に 受領 され るま で非 常 に長 くか か る。 新 しい 自動 デ ー タ処 理 シ

ス テ ムでは この遅 れ が短 縮 され る。 これは 受領 され るべ きもの の会 計 を情

報 処 理 の流 れに 「追 従 」 させ る費 用 が か な り少 な くて すむ か らで あ る。 コ

ン ピ ュ_ン_シ ス テ ムは最 初 の請 求 書 を よ り早 く作 成 で きる。 そ して 、納
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●

●

付が遅れ るとただ ちに督促状が自動的に発行 され る。 これ らの請求書や督

促状 が早ければ早 いほ ど納付が早 くな寸り、それがよ り早 く投資されて利子

を生 む。 これ らの早期納付の結果は現金 の正味の獲得 に加えて利 子収入 の

増加 である。 、

現行 の歳入管理が改善 される別 の例は歳入源がよ り多 く確認 され ること

であ る。 自動デー タ処 理 システムでは営業認可 と建築許可の料金の確認 が

改善 される。それは、会計 ジステムがほかの データ処理、た とえば、水道

料金 な どと統合 されているか らである。 た乞 えば 、企業の水道加入請求は

新企 業を確認す る。新 しい メー ター の設置請求は許可のない建築物発見に

つ ながる。そ して∵水道;ニ ター検針人は直接に これ らすべてを確認で き

る。

支 出管 理 も 自動 デ ー タ処 理 に ょつ て改善 され る。 個 々の 支 出 が管 理 され

るだ け で な く一 これ が現 シス テ ムの重点 であ るが一 事 業 計 画 の 費 用 と

そ の実 施 に関 す る デー タ もモ ニ ター で きる よ うに 、全 体 の シス テ ムが統 合

され ぢ。 これ に よ り原価 計 算 のた め の支 出が著 し く減 少 され る。 そ して、

特 定 の事 業 、た とえば 、植 樹 事 業 や青 少 年 向け 事 業 の収 益 をそ れ ぞ れ の費

用 と比較 す る こ とがで き る。

B統 合された市の会計の姿

統合 された会計 システムは次 の3つ の主要 な応用 を含んでい る。 それ ら

は政策計画 と予算 編成、敗政の管理、そ して、予算の執行 である。 これ ら

を以下、逆 の順序 で述べ る。

a)予 算 の 執行
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≒予 算 の執 行 に 関 す るデ ー タ処 理 の応 用 は
、伝 統 的 に会 計監 査 、 統 制 な ど

と呼 ば れ て き た もの で あ る。 これ らは 政策 の 方針 が決 定 して 、予 算 が採 択

された後 の機能 で あ る。

予 算処 理 の第 一 段階 はそ れぞ れ の予 算 課 目番号 にそ れぞ れ の予 算 額 を割

り当 て る こ とで あ る。 この情 報 、 す なわ ち、 「予算 」は 会 計年 度 のは じめ

に コン ピュー ターの 財 政 に関 す る ラン ダ ムア クセ ス の 〔ス ター フ ァ イルに

タ イ プ ライ ターで 書 き込 ま れ る。 そ の後 、支 出 台帳 に対 応 す る もの が コ ン

ピュー ター メモ リー の 中 に蓄 え られ る。

次の段階は各部門か ら品物 の請求 を受け ることであ る・.、それ ら9醐 は

外部の商店 か ら購買 され るか、市 の倉庫か ら持 ち出されるかのど膓 らかで

ある。 しば らく前者の場合 を考 え よ う。

ω ・購 買

外部の商店か ら何か を購買す るには 、市は 口座番号 と署名のある注文書

を発行 しなければ な らない。 この注文書は購 買係の承認 を除いて請求に関

するすべ ての情 報 を含 んでい なければな らない。購 買に関 する自動 データ

処理システムではは ず囎 係が・蛭 号カミ正 しゆ 講 買物が妥当かを

調 べ る。 もし入札 が要 求 され てい れ ば 購 買係 がそ れ を行 な う。 要求 され て

い なけ れば 、普 通.請 求 した部 門 の定 め た商 店 、 価格 が承 認 さ れ る。

購 買係 の予備 検 査 が 終 了 す れば 、注 文 書は 仮 署 名 され て コ ン ピュ三 夕ー

事 務 員へ 送 られ る。 こ こで 事務 員は コン ピ ュー ター を用 い て注 文 書 をe4部

'刷 る
。 ひ どつ注 文 が あ るご とに事 務 員 は指 定 さ れ た用 種 に ㌧ コ/『 ぞ一 夕

ーに 直 結 した タ イ プ ラ イ ター で注文 書 を タイ プす る。逐 レて
い コ ン ピュー

ター の デー タ書 き込 み 、 記録 、 更 新 、例 外 の報 告 な どの 同時 作 業 が始 ま る。

図17は 注 文 が タ イ プ されて 、 コン ピ ュー ターの 中 の 中央 フ ァイ.ルに記 入

－i22-;

1

■



q

ち

●

さ れ る様 子 を示 した もの で あ る。 これ らは付 録Bで 詳 し く説 明 され る。 こ

の注 文 に 関 す る情 報 は た だ ちに 指定 の書 式 に 印刷 され 、誤 りが チ ェ ックさ

れ、 コン ピ ュー ター の外 部 メモ リー に保 存 され 、支 出台 帳 と職 務 原 価 台帳

を更 新 す る。

② 支 出 台帳

職務 原 価 台 帳 に つ いて は 後述 さ れ る。 まず 、 コン ピュー ターに 保 存 さ れ

ている支出台帳や 呼 殼 よう・表 ・は散 書が作成される前と後との

支 出 台帳 を示 した もので あ る。 これ か らわ か る よ うに購 買額 、 引 く割 引 、

足 す物 品 税 が 支 出残 高(負 債 を含 ま ぬ)か ら差 し引 かれ 、負 債額 に加 え ら

れ てい る。 支 出残 高 が購 買額 に不 足 して い れば 付録Bで 示 さ.れ る よ うに、

市 の注 文書 の写 し に警 告 メ ッセー ジが タイ プされ る

注 文 書 が作 成 さ れ る と、 そ れに 関連 あ る フ ァイ ルがすべ て更 新 され る。

注 文 書は購 買係 ヘ チ エ ツク と署 名 の た め に送 り返 され る。 もし、予 算 が購

買 で きるだ け十 分 あれば 、 係は 署 名 して 、発 注 した 部 門 と、 そ の商 店 に写

し を送 る。 係 は年 末 の会計 監査 の た め に 自分で も写 しを保 存 す る。

商 店 か注 文 書を受 け取 り、該 当 す る品 物 を 、 あ るい は、そ の一 部 を発 送

す る。 そ して1商 店 は 購買 番 号 を記 入 した 送 り状 を 財 務局 に送 る。 発注 し

た部 門 は 品物 が到 着 す る と、受 領 書 を財務 局へ 送 る。 図18は 送 り状 の デ

ー タに よって フ ァイ ル が更 新 され る様子 を示 した もの で あ る
。

コ ン ピュ ー ター 事務 員 は ふ つ う、 これ ら さま ざま の 情報 をしへろい うな 日

時 に受 け 取 る。 これ まで の 手作 業 の デー タ処 理 技術 で は、 あ る ひ とつの 注

文 に関 す るデ ー タ がす べ てそ ろ うま で そ の 書類 を束 に して 保 存 して い な げ

れば な らな か った。 新 シ ステ ムで は 、 事務 員 は デ ー タを受 け取 る ご とに 、

そ れ を タ イ プし さ えす れば よい。 送 り状 は そ の 日に フ ァイル さ れ る。 この 、
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コン ピュ ー ター に タイ プ入力 され た 情 報 に よって 支 出台 帳 には、 品物 が受

領 され た 日付 、 あ るい は 、送 り状 が受 領 さ れた 日付 、 ま た はそ の 両方 が 自

動的 に 記入 され る。 送 り状 が受 領 され れば 、そ こに 記入 され た金 額 と支 出

台帳 の 負債 欄 の 見積 り額 とが比 較 され る。 もし、 見積 り金額 と実 際 の金額

の 差 がわず か で あ れば 、 コ ン ピュ ー ターは 品物 が到 着 した とき、そ の支 払

い を 確認 す る。 送 り状 と受領 書の 両方 が そ ろい 、そ れ らが確 認 さ れ た後 、

コ ン ピュー ター は送 り状 の 金額 を支 払 い勘 定 の欄 に 記入 す る。

支 出 台 帳 が送 り状 と受領 書に よ って更 新 され るの と同時 に、 職 務 原価台

帳 も更 新 さ れ、 その 品物 に実際 に かか っ た金額 が 記入 さ れ る。

(こ の こ とは後述 さ れ る。)

支払 い勘 定 の欄 が記 入 され る 二、 そ れ は市 の貸借 対 照 表 と必要 現 金 金額

と を書 き換 え る。 した がつ て 、貸 借 対 照表 も同 時 に 更新 さ れ る。

図18を 見れば わ か る よ うに 、市 の備 品 を請 求 す る場 合 も、 職務 原 価 、

貸 借 対 照表 が影 響 を受 け る。 これ も、 ほ か の もの と全 く同様 に、 タ イ プで

入 力 され 、確 認 され 、 フ ァイル に保 存 され る。 しか し、支 払 い勘 定 は変 わ

らない。 が 覗 品の在庫量 を通 して貸借対照表に影 響砧 える。

図19は 上 述 の 講 買 ンス テ ム と全 く同 類 の もので 、違 うのは 要求 す るの

が 品物 で は な くサー ビス で あ る とし うこ とで あ る。
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図17

支出及び負債

＼ 、

職務原価

＼_ _一_._'/

受領部局用

購 買 物 注 文 の 準 備



表 7

支 出 台 帳

口座番号7,301

貸借合計

ー

】

N
O
ー

記 事 日 付 注文番号
}送 り状番号

支 出 }負 債 支出合計 負債合計 残高合計

小 口 現 金

郵便 料 金 メーター

ABC社}
1

7/1

7/1

7/2

21689

21011

21099

5678

9123

|

L24

2.50

14.64

0.00

1.24

3.74

3.74

0.00

0.00

0.00

14.64

600.00

598.76

596.26

581.62|

タ イ プ ラ イ タ ー に よ つ て 入 力 さ れ る デ ー タ:

注 文21721、 口 座7,301、 需 要 メー ター 、$441.00、 引 く40%割 引 、+0.040/o物 品 税=275.18

需 要 メ ー タ ー 7/4 21721
1
,

オ

275.18 289.82 291.80

δ
し



●

`

運送業者
の受領書

品物の受領書 商店 の送 り状

」

/
ノ

//
//

////

/
,/

支出及び負債

___/

支払い勘定'
/

職務原価

貸借対照表

図18 送 り状 に よ る デ ー タ ー 更 新
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(3)記 録 検 査

記 録検 査(チ ェ ック)は コ ン ピ ュー ターの 中央 フ ァイル に保 存 され た情

報 に よつ て な され る。 そ れ には 、 コ ン ピ ュー ター事 務 員 が コン ピ ュー ター

に支 払 い 勘定 の フ ァイル の記 録 検 査命 ず るだけ で よ い。 す る と.受 領 書 の

ない送 り状 の表 と、送 り状 の ない 受領 書 の表 とが 同時 に コ ン ピュー ター に

ょつ て 作 られ る。 前者 に っ い そは 、発 注 部門 が品物 の到 着 して い ない こ と

を確 め る。後 者 につ い て は 、送 り状 が着 い てい るべ きか ど うか 日付 が調 べ

られ る。 もし、送 り状 が来 て い るべ きで 到着 して い ない場 合 は 、財 務 局 は

商 店 にそ の 旨 を通 知 す る。

そ れ か ら、最 終 的 な記 録検 査 が会 計 監 査 と承 認 を 受 け るた め に 市議 会 へ

送 られ る。承 認 さ れれ ば そ れ らは 印刷 して 配布 す る こ とが で きる。 支払 い

勘 定 、 貸借 対 照表 な ど も調 整 され る。

■

'
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●

業者の請求書

/

技術担 当者 の

支払 い承認

＼
＼ 。/

已コ

↓

/

1ノ
＼ ノ

,/
/

/

契約台帳
〉

支払い勘定

職務原価

貸借対照表

図19 契 約 の 記 録
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(・i)給 料 支払 い

図20は 新 シス テ ムにお・け る給料 支 払 い の仕 組 み を示 した もので あ る。

人 事考 課 や 、 ク レジ ッ トユ ニ オ ン預 金 な どの 控 除は 、受 理 さ れ次 第 、 コ ン

ピ ュー ター フ ァイ ルに記 録 され る。 そ して 、そ れ らは 職 員 の マ ス タ ー フ ァ

イル や 、貸 借対 照表 の給 料 支払 い の項 を更 新 す るのに 用 い られ る。 給 料支

払 い の単 位 期 間 ご とに 出勤簿 が提 出 されて 、 コ ン ピュー ター事 務 員 に よつ

て コ ン ピュー ター フ ァイ ルに タイ プされ る。 出勤 簿 は 欠勤 、残 業 、 複数 の

仕 事 の兼 務 な どの情 報 を含 ん で い る。 これ らの情 報 は 職 員の マス ター フ ァ

イル、 支 出 台帳 、職 務 原 価台 帳 を更 新 す る。給 料 支 払 い単 位 期 間 ご とに 、

小切 手 と控 除 記録 とが職 員の マ ス ター フ ァイル に従 っ て発行 され 、 貸借 対

照表 の 項 目 が書 き換 え られ る。

●
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クレ ジ ッ トユニ オ

ン そ の 他

⊂
出勤簿

)/
/

例外 メモ

職員 マスターフア4ル
'＼

一_～ 一

職務原価

支 出台帳"＼
～ 一 一一 　

、

貸借対照表

'

ノ
ノ

図20給 料 支 払
,、い
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(5)職 務 原 価

わ れわ れは い よい よ職 務 原 価 に つ いて考 察 しょ う。 図21は 、 職務 、購

買 物 品、 備 品 便 用 、 そ して、 設 備利 用 が月 ご とに職 務原 価 の フ ァイル を更

新 す る様子 を示 して い る。 こ うして 、 どん な職 務 に つ い て も、原価 の報 告

書 は 望 む時 に 作 成 で き る。 さ らに この フ ァイル に経 常 費 の フ ァ クター を付

け 加 え た後 、 これ を も とに して ガ ソ リン税 やそ の他 の 「特 殊 指 定財 源 」 の

レポ ー トを作 る こ とが で き る。 余 分 な手 作 業は 不 要 で あ る。'

職 務 には そ の逐行 の 度合 い を示 す数 字 、 あ るいは 、 そ れ に含 まれ る特 定

の仕 事 の遂 行 の度 合 い を示 す数 字 を続 き番 号 で つけ る こ とが で きる。 そ う

す れば 、そ の事 業 の原価 が直 接 にそ の段 階 に 関連 づけ られ る。 た とえば 、

仕 事101、102、103.104は 仕 事100の25%、50%、75

%、100%の 完 了 を意 味 す る よ うに で きる。 この よ うに す れば 、 全 体 の

職 務 の進行 情 況 が一 目で わ か る。 そ して 、予 算 超過 、 予 算 不 足 な どの 情況

を見 て必要 な決 定 を下 す こ とが で きる。

●

(6)歳 入

歳入 につ い て は す で に述 べ た 支 出の 方式 と極 めて類 似 して い る。 すべ て

の歳入 、た とえ ば 、料 金 収 入 、 政府 助 成 金 、税 収 、公益 事 業 の収 入 な どは

コン ピュー ター に 直 結 した タイ プ ラ イタ ーに よつ て外 部 メモ リーに記 録 さ

れ る。 これ らの デー タは歳 入 台 帳 や貸 借 対 照表 を更 新 す る。 毎 日の収 入 情

況 は そ の 日の終 りに 自動 的 に作 成 され る。

財 源 は 次 の よ うに 予 算課 目を移 動 す る。 受 け 取 られた 財源 が増 分 を記 録

され るの と同 時 に 、送 り出 さ れ た財 源 が 減少 分 を記録 され る。 これま で ほ

とん どの都 市 で 行 なわ れ て い た よ うに すべ て の支払 を一 般財 源 に求 めて 、
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●

設備 の記 録

1.使 用

2追 加

3.売却

購 買物品
の送 り状 w

＼ ノ
)

図21費 用 会 計
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年度 の終 りに帳 簿 を調 節 す るの では な く、 帳簿 は一 年 中 いつ で も適切 に調

一整 され て い る。 一.一一1.t

財 源 の一 覧表 は支 出台 帳 を も とに して い つ で も作 成 で き る。 もし望 めば 、

現金 出入 の分 析 が貸 借 対 照 表 に も とつ い て 毎 日行 なえ る。 そ して 、 最 新 の

貸借 対 照 表 がい つ で も得 られ る。

▼

(7)貸 借対照表

貸借対照表は新 シス テムでは非常に詳細 な ものである。現 金にはそ れが

預金 されている銀行 が記 され る。投資にはそ の種類 と満期 が記 され る。受

取 り勘定 にはそ の期 日が記される。在庫 にはそ の種類が記 され る。設備 に

もそ の種 類 が記 される。不動産 にはその住所 が記 され る。 負債 も同様に詳

細で ある。 この詳細 な資産、負債 の記録か ら貸借対照表 の要約 が容 易に得

られる。

b、 財 政 に 関 す る プ ロ グ ラム

(1)現 金 出入 の分 析 と管 理

現金 出入 の プ ロ グ ラムは何 らか の 管 理 、決 定 が必 要 か ど うか を 自動 的に

示 す。 そ して 、 あ らか じめ 市 に よつ て決 め られ た政策 の基 準 に もどづ い て 、

適 切 な処 置 を提 案 す る。 政策 の基 準 は ふ つ う次 の よ うな もので あ る。

(a)預金 して あ る現 金 は 、そ れ が必 要 な と きに は 必要 なだ け 十分 に なけ れ ば

な らな い。 ㈲ そ して 、余 った 現金 は 最 も高 い利子 で 、安 全 と将 来 必 要 に な

る流動 性 とを考 慮 して投 資 さ れなげ れば な らな い。

プ ロ グ ラム を実行 す るには 、 この政 策 の基 準 の ほ か に次 の 情報 も必 要 で

あ る。(a>そ の期 間 に予 想 され る収 入。(b>そ の期 日。(c)現 在 の現 金 の支 払 い
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残 高 。(d)そ の 期 間 の会 計 、 契約 、そ の 他種 々の支 払 い勘 定 。(e>そ れぞ れ の

支 払 いの期 日。(f)割 引 き払 い ので き る最終 日付 。(g)投 資 中止 の可 能 性 。

(h}現在 の投 資 、 等。 これ らの情 報 と、政 策 に関 す る情 報 を も とに して、 自

動 会 計 シス テ ムは投 資 に回 され るべ き金 額 と投 資 か ら引 き上 げ られ るべ き

金 額 とを決 定 す る。 そ して 、 開始 され るべ き投 資 と、清 算 され るべ き投 資

とが指 定 され る。

② 在 庫 、 供給 、 設備 の管 理

この プ ロ グ ラ ムに よつ て 在庫 量 が管 理 さ れ る。 そ して、 在 庫 の過 剰 品 、

不 足 品、 あ るい は時 代 遅 れ の 品 が チ ェ ックさ れ る。 この プ ログ ラムは各 品

物 の在 庫期 間 とそ の使 用 量 を計算 して 、現 在 の在 庫 高 と比 較 す る。 在 庫 期

間は 「先 入 れ 先 出 し方 式 」(FIFO)に よつ て 計 算 され る。 そ れ に対 し 、

使 用 量 は現 在 の 趨勢 か ら推測 したお・お よそ の数 字 で ある。

㈲ 設備維持 と代替方針

設備 に関す るプログラムは、市の設備 、た とえば 自動車 など の維持 と運

用 のための支出(減 価償却費を含む)の 記録 を 自動的に追跡 する。そ して、

そ れを新設備購 入、運用の費用 と比較す る。理論的 には、設備は古 くな る

ほ ど維持、運用の費用 が増加す る。 新設備運用 の費用は少な くて すむ。 し

かし、古い設備の売却価格に加える純設備投資 が必要である。 ある時点 が

くる と、設備 を取 り換えた慮 うが経済的になる。

この プ ログ ラムを実 行 す るため に 必 要 な デ ー タは 次 の もの で あ る。㈲ 維

持 と運 用 の 費 用 の 記録 。(b>設 備 の現 時 点 の市 場 にお・け る売 却 価格 。(c)設 備

代 替 の費 用。(d噺 設備 の 見漬 りの維 持 費。
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この プ ログ ラムを応 用 す れば 、 異 方 つ た設備 計 画 を仮 定 した 時 の分 析 も

で きる。 この考 え は産 業 界 で 実 行 され 始 めて お り、著 しい 成果 を もた ら し

て い る。 産 業 界 の経 験 した とこ ろに よれば 、設備 を長 く維 持 す るの で は な

く、 よ り頻 繁 に 取 り換 え る こ とに ょ り 、全 体の 費用 を最 小 に で き る とい

うことで あ る。

(4)不 動 産 会 計

この プ ロ グ ラムは 、市 の土 地 、 建物 の登 録 とそ れ らの 維 持 、 改 築 の た め

の支 出 の記 録 を行 な う。 評 価 額 が上 が れば 、市 の税 収 の損 失 が増 加 し、そ

れ ら土地、建物 を払い下げ る場合の価格 が増大 する。同様にs建 物 も古 く

なると維持 費が増大 する。 これ らの要 因に もとついて、施設 の移転、他の

施設 との併合 が考慮される。それ らは施 設を現状維持 する場 合の収益 と引

き合わねば な らない。

c)政 策、計 画 と予算

統合 された財政 に関す る情報 シス テムは、市 の総 合的 なデー タバン クと

ともに、市の財務管理を政策 、計画、お よび予算の面で助 げる。市 の長期

開発計画 と、 ファイルに保存 された市 のデー タとを基礎 に して、財務管 理

者は計画期間の各年 ごとの必要予算 の計画を立 てる。次に彼 は市 の現在 の

財源 に もとついて実際の予算 の計画 を立て る。そ して、市 と市議会 に対 し

て、 ど うすれば必要 な予算 と実際の予算 が折 り合 うか を提 案す る。そ れ ら

は、た とえば、税制 の改正、一連 の支 出の変更な どで ある。

長期計画に現実的な基礎づけ が方される と次はその予算に基いて財政 計

画 が作成 されなければ な らない。
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最 適 な 予算 を編 成 す るた めに 、 市 や市 議 会 は い ろ いろ の代 替案 の 費用 一

収益 を 比較 す るで あ ろ う。 コンゼ ユー ターは そ のた め に、 そ の 布 、 ま たは

バ レー のほ か の市 が過 去 に行 な っ た同 種 の事 業 の費 用 と物 理的 な 資源 の デ

ー タを用 意 す る
。 これ らは 、現 在企 業 で 利 用 されて い るコ ン ピュー ター に

よる技 法 を応 用 して行 なわ れ る。 この技 法 は 「パー ツ ・エ クス ブ ロー ジ ョ

ン」 と呼 ば れ る もので 、 計 画 の単位 当 りの価 格(単 位 は、 た とえ ば 、 や し

の木100本 当 り、 道路4分 の1マ イル当 りな ど)と 、そ れ を作 るた め に

資 源 の破 壊 量 とが 計算 さ れ る。

ひ とつ の 事 業 が最 終 的 に 決 定 され れ ば 、『コ ン ピュー ター プ ロ グ ラ ムは 各

資 源 に関 す る費 用 を容 易 に 予算 の形 に 書 き直 し 、 自動的 に予 算 書 類 を作 成

す る。
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3'4公 益 事業 の情 報 シス テム

公 益 事 業 の情 報 シス テ ムは料 金 の計 算 、請 求 書 の 印刷 、 支払 い の受領 、

記 入 、 水道 施 設 維 持 の 記録 、 設備 計画 に関 す る情報 の供 給 な どを コン ピ ュ

ー ター 技術 で行 な うもの で あ る
。

この シス テ ムは 、市 の会 計 シス テ ムの歳入 や支 出 の処 理 、貸 借対 照表 の

水 道施 設 の維 持 の項 を 通 して 、財 政 に関 す る シス テ ム と統合 され て い る。

これ は ま た・ メー ター の検針 を通 して・ 土 地利 用 や 営 業 認可 の プ ログ ラム

と も結合 され て い る。

次 に 、 この シス テ ムが どの よ うに働 くか を示 す。

,

A変 更 命 令 の処 理

利用 者 の マス ター フ ァイル を更 新 す るの に必 要 な変 更 命 令 は、 必 要 な と

きに 、 タイ プ ライ ター を通 して 、直 接 コン ピュー ター メモ リー に書 き込 ま

れ る。 それ らが入 力 さ れ ると、 デ ー タ、 書式 が完 全 か ど うか確 認 され る。

この確 認 ルー チ ンは 口座 番 号 が正 し いか ど うか も同時 に チ ェ ックす る。

もし コ ン ピ ュー ターへ 入 力 され た デー タが 誤っ てい た り、不 完 全 で あつ

た りす れば 、 エ ラー メ ッセ ー ジが水道 局 の タ イ プで打 ち出 され る。 そ れ に

は修 正 され るべ き事 項 と、追 加 され るべ き情 報 が指 定 して あ る。

誤 りの チ ェ ッ クの ほ か に 、 コン ピュー ター は すべ て の変 更 命令 を分 析 し

て、 必 要 な行 動 を決 定 す る。 た とえ ば 、水 道 使 用 を やめ る 申請 があ れば 、

コン ピ ュー タ ーは そ の 口座 番 号 と住 所 を リス トに す る。 必 要 が あれば 、そ

れぞ れ の住 所 で と られ る処 置 も印刷さ れる。 そ して、その 表 は メー ター検 針

人 の仕 事命 令 書 と して 用 い られ る。
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Bメ ー タ ー検針

新 しい メ「 ター検針 シス テ ムは 検針 時 に得 られ る情報 をふ や し、 検 針 の

誤 りをへ らす。 これ は特 別 な メー ター検 針 書類 を用 い る こ とに よつ て行 な

う。 そ れ には メー ター の位 置 に 関 す るすべ ての情 報 と、そ こで の物 理 的 情

況 に 関 す る すべ て の デ ー タ を含 ん で い なけ れば な らない 。 ま た 、 検 針 カー

ドには メー ター検針 の推 定最 大 値 、 最 小 値 も示 され てい る。 もし、 実 際 の

検 針 が こ の範 囲 を逸 脱 して い れば 、 検針 人 は メー ター が故 障 して い ない か

ど うか を チ ェ ックして 、そ の結果 を書 類 に書 き込 む。 メー ター の故 障 の ほ

か に も、検 針 人 は修 理 が必 要 で あ れ ば そ れを 、ま た 、そ の他 の情 報 い た と

えばそ の地での 新建 築 の 出現、企業名の変更な どの情報 も書 き込 む 。 あ る種 の

情 報 に つ いて は コ ン ピ ュー ター が仕 事 の命令 を 自動 的 に発 行 す る。

そ の 日の うち に 、検 査 の 結果 、 口座 番 号 、その 他 の情 報 が コ ン ピ ュー タ

ーへ 直 接 ク ィ プさ れ る
。 そ れ に よつ て 利 用者 の フ ァイル が 自動 的 に 更 新 さ

れ る。'すべ て の検 査 の結 果 は 、そ れ が妥 当か 、 口座番 号 が 正 しい か が自 動

的 に確 認 ざれる 。

C請 求 書 作 成9

利 用 者 の フ ァイルは毎 日更 新 さ れて い るので 、請 求 書は 任 意 の時 期 に作

成 で き る。請 求 書 をい つ 作成 して、 料 金請 求 の サ イ クル を ど う設 定 す るか'

は 、 費用 の 点 か ら分析 され て 、最 適 に 決 め られ る。 しか し、 経 験 に よれ ば 、

請 求 書 は500以 上 の束 に して 発行 す るの が妥 当で あ る。

請 求 書 は コン ピ ュー タ ー セ ン ター で 作成 され 、確 認 され 、 封筒 に 入 れ ら

れ る。 そ して 、 そ の市 の方針 に従 っ て 、そ れ らが コ ン ピュー ター セ ン タ ー

か ら郵送 され るか 、 あ るい は 、そ の 市 の郵便 局 か ら郵送 さ れ る。 不 適 当 な
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番 号 、 あ るい はそ の他 の 、.コ ン ピュー タ ーで扱 え ない例 外 は 水 道局 に リス

トされ 、 手 作 業 で処 理 され る。 預 か り金 を料 金 に 当 て た り、 払 い 戻 しを計

算 した りす る仕 事 は 各 市 の コ ン ピ ュー タ ーに直 結 した タイ プ ライ タ ーで行

なわ れ る。 払 い戻 し が請 求 さ れて い れ ば 、 コン ピュ ー タ ーは 支払 い小 切 手

を発 行 す るの に 必要 な情 報 を 印刷 す る。 そ して 、 小 切手 が発 行 され て 、郵

送 さ れ る。(こ れ らは 大 した労 力 で は な い。 とい うの は、 ふ つ う料 金 のほ

うが預 か り金 を上 回 るか らで あ る。).

s

D'現.金 管 理

・支 払 い が到 着 す る と
、そ れ らは まず 手 作業 で確 認 され た後 、 そ の 日の う

ち に タイ プ ラ イ タ ーを通 して コン ピュ ー ターへ 送 られ る。 コ ン ピ ュー ター

は 自動 的 た デ ー タを確 認 して 、利 用者 の マス ター フ ァイル を更 新 す る。 同

時 に 、 コン ピ ュー ターは そ の 日の支 払 いを20通 ご とに 合計 し、 そ れ ま で

の小 切 手 ど現 金 の総 和 を計算 す る。 これ らの計 算 は 後 に、現 金 登 録 テ ー プ

や 、 入 力用 の20通 の支 払 い の控 え の束 と照合 す るの に用 い られ る。 この

よ うに して 現 金 に対 して は三重 の チ ェ ッ クが行 な わ れ るの で誤 りの発 見 が

容易である。'

E利 用者 サ ー ビス

個 々の利 用 者 の預 け金 の残 高 、 メー ター 、そ の他 の情 報 は い ろ い ろ な方

面か ら要求 さ れ る。 これ らすべ て の要 求 に対 して は 、 水道 の マス タ ー フ ァ

イ ル を参 照 して返 答 が な され る。 コ ン ピュ ータ ーは これ らを数 秒 の うち に

行 な うこ とがで き る。 そ して 、各 市 の オ ン ライ ンの タイ プ ライ ターで特 定

の書 式 の 出力 が得 られ る。 しか も、直 接 に 要求 され た デ ー タだけ で な く、
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関連 あ る と思 わ れ るすべ て の デ ー タ を含 ん だ完 全 な書類 が得 られ る。 この

よ うに して 、 水 道局 は ら つ で も最 新 の情 報 を答 え ることが で き、 これ に よ

つ て古 い 情 報 の た め に起 こ る混 乱 をな くす こ とがで きる。
D

Fそ の他 の 報告 書

大規 模 な タ イ ム シェ ア リン グ コン ピ ュー タ ー シス テ ムを利 用す る こと に

よ り、 メー タ に関 す る事 項(た とえ ば メー タ ーの設 置 、変 更 な ど)や 水 道

の 消 費量 の完全 な 記録 を維 持 す る こ と がで き る。 これ らは 水 道 の維 持 計 画

に利 用で き るの で 貴 重 で あ る。 メー タ ーは古 くな る と次 第 に 消 費量 を実 際

よ り少 な く指針 す る傾 向 が あ るので 、 メー タ ーの適 切 な維 持 は 実 際 に収 入

×の増 加 を もた らす
。

区 画 ご との情 況 、 地理 的 な要 求 の パ タ ー ンな どの報 告書 を作 っ て 、水 道

計 画 に役 立 て る こ ともで き る。 次 の よ うな と きに は 、 メー タ ー維持 作 業 の

命令 が コ ン ピュ ータ ーか ら 自動 的 に 出 され る。(1)メ ーター検 針 人 が故 障 を

報 告 し て きた とき。(2)一 定 の維 持 期 間 が 過 ぎた と き。

そ のほ か で重 要 刀の は 預け た金 額 と支 払 い金 領 との過去 か らの 一 覧 表 で

あ る。 これは 利 用 者 か ら苦 情 があつ た と きの参 考 資料 とな る。

●

Gま と め

水道の 自動会計 システムは利用者 サ ー ビス、設備維持、受げ取 り勘定 の

管理 などの点 で著 しい恩恵を もた らす。 すべ ての情報はいつで も水道局 で

得 られ る。単 調で繰 り返 しの多い手作業は最小限 に押え られ る。職員は主

×古 い メーター は実 際 の 消 費量 を25%も 少 な く示 す こ ともあ る。
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として例 外 的 な ものの み を扱 う。 料 金請 求 サ イ クルは経 済 的 制 約 の も とで

最 小 に さ れ る。 デ ータの 管 理 とチ ェ ッ ク、 現金 管 理 も向上 す る。

●
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3・5警 察 の 統 計

サ ン ガブ リエル ・バ レ ー シス テ ムに応 用 され るべ きい ろ い ろ な警 察 の 統

計 に つい て 述べ る前に 、現 在 、外 部 の機 関 に よつ て行 なわ れ て い る シス テ

ム陥つ い て整 理 してお く。 こ れは 、新 シス テ ムがそ れ ら他 機 関 の警 察 に 関

す る情 報 と重 複 し ない よ うに す るた めで あ る。

A地 域 の 開発 計 画 と州 の 開発 計 画

サ ン ガ ブ リエル ・バ レー諸 都 市 の警 察 の情 報 処 理 に重大 な影 響 を 及ぼ す

と見 られ るふ た つ の 開発 計 画 が近 い うちに実 行 され る。 第 一 は州 単 位 の 司

法 情報 シス テ ムで6 .る。 こ の シス テ ムの研 究 は1967年 始 め に は 開 始 され

るで あ ろ う。 実 際 の操 業 は3年 か ら5年 後 に な るで あろ うが 、 こ の シス テ

ムは警 察 の情 報 に つ いて 大 きな可 能 性 を秘 め て い る。 も うひ とつ は ロス ア

ンゼ ルス群 、 ロス
.ア ンゼル ス市 、 あ るいは 両 者提 携 で計 画 し てい る地 域 令

状 フ ァイル の リ.ア ル タ イ ム処 理 シス テ ムで あ る。

州 単 位 の 司 法 ネ ッ トワー ク システ ムは、 最終 的 には コン ピ ュー タ ー技 術

を も とに して 、犯 罪 記 録 、 盗難 品 の リス ト、 銃砲 登 録 、そ の他 未 定 の さま

ざま な情 報 を扱 う。 盗 難 車 の情 報 は 依然 と して カ リ フォ ル ニ ア高 速 道 路 局

がAUTOSTATISシ ス テ ム を用 い て扱 うで あろ う。 ま た 、 運転 免 許 証

発行 や登録 のデ ー・は、飾 交通局 が続け るであろ う.舗 ⑳興 は先に

述 べ た よ う に 地 域 シ ス テ ム に よ つ て 扱 わ れ る で あ ろ う。 、1.・

B後 の 発展 計 画 の可 能性

サ ン ガ ブ リエ ル ・バ レ■ 停必要 で は あ るが 、 こ こで述 写 る ヲン ピ ュτ タ

ー シス テ ム の初 期 の 応用 には含 ま れ ない 応用 が い くつか あ る
。 とい うの は 、
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そ れ らが複雑 で かつ 総 合 的 で あ るた め 、 他 の機 関 が か わ りにそ れ を行 な う 『

可 能性 が あ るた め で あ る。

これ らの将 来 の応 用 の第 一 は いわ ゆ る交通 制 御 で あ る。 現 在 で は す べ て

の警 察 コ ミュ ニ ケ ー シ ョンセ ン ターか ら出 され る情報 は 、車 の位置 、情 況

に関 す るモ ニ タ ー情 報 の手 作 業 に よる処 理 を も とに して い る。 よ り自動 的

な司 令情 報発 信 、 よ り全 体 的 な交 通 制 御 が、地 域 単位 で 、 ロス ア ンゼ ルス

群 、ま た は ロス ア ンゼル ス 市 に よつ て 将 来行 なわ れ るで あ ろ う。 サ シ ガブ

リエル ・バ レー コ ン ピュー タ ーセ ンタ ーは これ らの可能 性 につ い て 十 分 に

考 慮 してお くべ きで あ る。 しか しな が ら、現在 提 案 す るシス テ ムでほ 大 規

模 な リアル タイ ム処 理は で き ない で あ ろ う。 従 って 、 これ らの 応用 を もし

採 用 す る どして も、後 の段 階 ま で延 期 すべ きで あ る と考 え られ る。

そ の 他 の可 能 な応用 の うち には事 件 報 告 の処 理 で あ る。 そ の 目的 は地 域

あ犯 罪 のパ ター ン認 識 を行 な うこ とで あ る。 こ こで も、 この重要 な活 動 が

実 際 に実行 さ れ るか ど うかは 不 明で あ る。 たぶ ん 、 既 に述 べ た郡 や 市 がそ

れを吸 収 して実 現 させ るで あ ろ う。 今,わ れわ れ が提 案 ず るバ レ ー シス テ

ムに はそ れ だ け の情 報 を扱 う'能力 が ない 。従 っ て 、 バ レ ー シス テ ム がそ れ

を行 な うとして も、ず つ と後 に なつ て か らで なけ れ ば な らな い。

C早 期 に採 用す べ き 応 用

警 察 の統 計 部 門 が処 理 すべ き応用 で 、早 期 に採 用 すべ き もの は 次 の こ と

で あ る。(a)犯 罪 と交 通事 故 の統 計。(b>パ トロー ルな どの地 域 活動 の 分野 。

(∂警 察 活動 、及 び設備 代 替 計 画 のた め の 、戦 術 や隊 編 成 に関 す る デ ー タ。

⑥ 警 察署 長 、課 長 の決 定 の た め の デ ー タ。 特 に パ トロー ル 区域 や 物 資 の 割

り当 て に関 す る分 野 、等。`'
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い くつか の仕 事 は警 察 の統 計 の標 準 プ ログ ラムに よつ て 成 さ れ なげ れ ば

な らな い。 各 市 の警 察署 長 は この計 画 に 協 力 した い 旨を 申 し出 て い る。

しか し、 別 の部 門 もそ れぞ れ 独 自の様 式 でそ の プ ロ グ ラム を利 用 した い

と希 望 す るの は 明 らか で あ る。 従っ て、 まず 出発 点 と して 、 現 在 バ レー諸

都 市 の各 警 察署 が用 い て い る統計 シス テ ムを と りあ げ て、 そ れ を将 来 の標

準 プ ロ グ ラム作 成 の基 礎 とす るべ きであ ろ う。 現 在 の シス テ ムで典 型 的 な

もの を以 下 で 述 べ る。

犯 罪 、交 通 事 故 、 パ トロー ル活 動 、警 察へ の依 頼 ζ 交通 情 報 の受信 、発

信 、 そ の 他 の情 報 が毎 日蓄積 され て い る。 この最 後 の ものに つ い て は 、普

通 、 パ トロール の警 官 か ら受 信 した デ ー タを発 信 局 の警 官 が発 信 す る。 こ

れ が ひ とつ,の方式 で あ り、そ の 他 の方 式 もあ る。

'新 シス テ ムで は
、報 告 が毎 日蓄積 され 、そ の うち の重要 な情 報 が オ ン ラ

イ ンの タイ プ ライ ター で コ ン ピュ ー ターへ入 力 され る。 この デ ー タ入 力は

財 政 や水 道 料金 に 関 す る応 用 と同様 な もので あ る。 コン ピ ュー ター メモ リ

ーの 中 で はそ れ らの情 報 に もとつ い て統 計 が毎 日編 集 され る。 定 期 的 な報

告 書 、特 に毎 月のCIIやFBIへ の統計 報 告書 は 、毎 月 の警 察 署 長 へ の報

告 と と もに コン ピュ ー ター セ ン ターで 印刷 され て、 各 部布 へ 配 布 され る。

しか し、情 報 は 毎 日編 集 され てい るの で、警 察 は特 定 の統 計 デ ー タの照会

をい つ で も行 な うこ とが で き る。 一 般 コン ピ ュー ター プ ロ グ ラ ムは こ の種

の特 定 な照会 に特 に 有 効 で あ る。

あ る一 定 の期 間 を とつ て 、そ れま で の年 の そ の期 間 の警 察活 動 の統 計 を

比 較 、 分析 す る こ と も可能 で あ る。

一 投 プ ログ ラ ム言 語 の利 用 に よ り、警 察 がい くつ か の シ ミュ レ ー シ ョン

実 験 を行 な い 、管 理 に役 立 た せ るこ とが で きる。 分 析 と実験 が た くさん必
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要 とな る応 用 の ひ とつ は,現 在 の犯 罪 と交 通 事故 との情 況 に基 いて 、 三 交

替 の パ トロー ル区域 割 当 て と資材 配 置 とを よ り頻 繁 に変 更 す る こ とで あ る。

この 「ダイ ナ ミ ック配 置 計 画 」は適 当 で あ るか も知 れ ない し、不 適 当 か も

知 れ 刀 い。 そ れ をテ ス トで き るだけ の情 報 が そ ろわ なけ れば 何 と もい え な

い。 オ ン ライ ンの 、直 接 呼 び出 しの タイ ム シ ェア リン グ シス テ ムで は、 こ

の 種 の実 験 が少 行い 費 用 で数 多 く実 行 で きる。

標 準 報 告 の作 成 、特 にCIIへ の報 告 書 は 司 法省 の コン ピュー ター シス

テ ムがよ り十分 に機能す るにつ れて、 しだい に直接に機械入力の可能 な書

式 に移 っ て い くで あろ う。 ま た 、そ の他 の法 律 機 関 、特 に ロス アン ゼ ルス

警 察 と ロス ア ン ゼル ス郡 治安 局 の コ ン ピュー タ ー化 が進 む に つ れて 、,同様

の機械 読 み 取 り可 能 な書 式 化 が行 方 わ れ るで あ,ろ う。 そ して 、窮 極 的 に は

州 の司法 情 報 ネ ッ トワ ー クが.現 在 の手 作 業 で は不 可 能 な種 類 の地 域 法 律

事 務 を行 な うとい う相 互 の関 連機 能 も もつ で あ ろ う。
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◆

3ti'6都 市 計 画

都市計 画の分野で応用 され るべ きであ るのは総合的かつ即応性 のあ る情

報 システ ムに よ り、長期計画、政策決定、そ して、計画局の毎 日の仕事 を

改善 してゆ くことであ る。

これ を達成 す るには6種 類 の情報 が必要 であ る。その うちの4つ はそ の

都市の土地 区画や施 設網 に直接関係す るものである。そ れ らに含まれ るの

は土地所有権や土地評価に関す る情報、建築物の特徴、土地利用 の情報 、

道路 、街路、下水施設、.水道施設、交通優先権 、その他 のネ ッ トワークに

関する情報 であ る。5番 目の ものは計画委 員会や市議会の土地利用関係 の

活動に関す るものであ る。6番 目は地域 に社会的条件、経済的条件な どの

広 い統 計資料であ る。 、 ・ ・

都市計画のための情報 システムには、 データの基本台帳の作成 、変化 に

追従 す る維持 だけ でな く、特定 の調 査分析 に対 す るデータ処理 と情報検索

との能九 も必要で ある。

A情 報 フ ァ イル の作 成 と 維持

各 都 市 ¢～土 地 利 用 の フ ァイ ル は都 市 ご とに別 々にス トア され るで あ ろ う。

しか し、そ れぞ れ の フ ァ イル の機能 は 極 め て類 似 してい る。 ま だ 、そ れ ぞ

れ の都 市 の 同 意 が あれば い くつ か の フ ァイルは 共 有 され るか も、しれ ない
。

従 っ て、 シスtiム 設計 の点 か らは20都 市 を ひ とつ の グル ー プ と見 なす こ

とが可 能 で あ る。

これ らの都 市 は220,000以 上 の 土 地 区 画 と建 築物 の特 徴 の デ ー タを も

つ て い る。 ひ とつ の土地 区 画 を記録 す るに は少 な くとも
.250字 は 必 要 で

あろ う。 多 い 場 合 は500字 程 度 に もな るで あ ろ う。 ま た、 土 地 区 画 の数.
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は分 割 、 統 合 が進 む につ れて ふ え 続 け るで あ ろ う。 従っ て、 わ れ わ れ は こ

の デ ー タシス テ ムの初 期 の容 量 に匹 敵 す る、 土地 区 画 のた めだ け で も1億

字 の情報 を取 り扱 うことに な る。 この よ うな大 量 の情 報 を扱 うこ とは技 術

的 には 大 き な問題 で あ る こ とに注 意 し よ う。 最 初 に フ ァイル を作 成 す る時

に 、.特にそ うで あ る。

この フ ァイ ル作 成 で最 も重大 な 問題 は デ ー タの収 集 とコ1ン ピュ一一夕日利

用 のた め の変 換 で あ る。 どの 市 で も土 地 区 画 の約1/3は ↓ そ の年 中 にそ こ

で行 な わ れ るべ き計 画 を かか え て い る。 従 っ て 、 シス テ ムが完 成 して 、 デ

ー タの 更新 が 可能 にな る前 に デ ー タ を収 集 して変 換 し よ うとす れ ば 、 シス

テ ムが実 際 に動 き出 した 時 に は 、変 換 され た情 報 の1/3か ら1/2は もは や

時 代 遅 れ に左 っ て しま うで あ ろ う。 ゆ え に、 この都 市 計 画 フ ァイル作 成 に

関 して のわ れ わ れ の最 も重 要 な提 言 は 、 シス テ ムが完 成 して 、 フ ディ ル が

常 に 更新 で きる よ うに な るま で,デ ー タの変 換 作 業 は延 期 す べ きで あ ると

い うこ とで あ る。 バ レー シス テ ムの フ ァイル維 持 を妨げ るよ うな重複 した

変 換 のむ だ使 い を遊 げ ね ば な らない 。

デ ー タ収 集 と変 換 の費 用は 当然 、収 集 され るデ ー タの種 類 を決 め る主要

因 と な る。 この 土地 利 用 の フ ァイル に取 り入 れ る こ とが望 ま しい と考 え ら

れ る数 百 の項 目の一 覧表 が すで に で きて い る。 しか し、 これ らの項 目の う

ち ど の部 分 を実 際 に シス テ ムに組 み 込 む か に つい て は何 らか の判 断 が必 要

'で あ る
。 この シス テ ム がそ の能 力 を発 揮 で きるため に最 小 限 必 要 な情 報 の

量 が あ る。 わ れ わ れ の提案 は 、 まず この量 を達 成 す るこ と を急 ぎ、そ して 、

後 に 次 第 に デ ー タ を追 加 して い こ うとい うもの で あ る。

い くつ か の特 定 の プ ロ グ ラムで は 、 この デ ー タ追 加 は非 常に 費 用 がかか

る ものに な る。 そ れは プ ログ ラ ム 自身 も新 し く組 み 直 さなけ れば な らない
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?

吟

か らで あ る。 これ が、 わ れ わ れ が一 般 プ ロ グ ラム言 語 を要 求 す る主 な 理 由

で あ る。 一 般 プ ロ グ ラム言 語 に よれば 、特 に プ ログ ラム コ ンパ イ リン グの

や り直 し をす る こ とな く、 フ ァ イルの 作 成 を順 次行 な うこ とが で きる。

図22は デ ー タの発 生 と、 そ れ らが コ ン ピュー ター一・(tCストア され る場 所

とを 示 した もの で あ る。 そ れ らの場 所 とは土 地 区 画 フ ァイル と地 域 統 計 ラ

イ ブ ラ リーで あ る。 土地 区 画 フ ァイ ルは 、郡 の土地 評 価局 が コ ン ピュー タ

ー用 に変 換 した デ ー タを も とに して 作 成 す る。 これ らのデ ー タは土 地 利 用

に必 要 な デ ー タの 中心 とな る もので あ る。 この フ ァイルは 、郡 の登 記 局 か

ら各 市 へ転送 され た書 類 を毎 日、 あ るい は 毎週 変換 す るこ とに よつ て 更 新

され る。 そ れ らのデ ー タは 各市 の制 御 卓 で変 換 され 、 コ ン ピュ ータ ー の土

地 区 画 フ ァイ ルへ 直接 入 力 され る。

市 があ る活 動 を行 な うと きには 、 デ ー タは フ ァイルか ら直 接 に 、そ の 目

的 に あ う形 式 に 変 換 され る。 そ れ らは た とえば 次 の よ うな場 合 で あ る。 登

記 変 更 の 申請 や そ の譲 渡 先 、水 道 メ ー タ ー検針 人 の報 告、 建 築許 可 とそ の

調 査 、街 路 拡 張 工 事 や新 施 設 建 築 な どの 施 設管 理局 の活動 、委 員 会 や市 議

会 の 土 地区 画 に関 連 した活 動 、そ の他 。

こ の最後 の ものに関 す るデ ー タの収 集 は 比 較的 単 純で あ る。委 員会 の詳

細 な報 告書 の 中 の、 後 に検 索 す るで あろ うと思 われ る特定 の 事項 を 、 キー

ワー ドとして計 画 局 の 職 員 が 下線 を引 く。 デ ー タの 変換 もま た容 易 で あ る。

オ ン ライ ンの タイ 〉 ライ ター で職 員 が、 議 題番 号 と 日付 け 、 該 当 す る区 画.

番 号 、 そ して、 索 引 の役 目 をす る下 線 の 単 語 をすべ て タイ プ入 力 す る。 こ

の フ ァイ ルは 実 際 には小 さい もの に な る。 たぶ ん 、全 都 市 で 年 間 に 最大 で

200萬 字 程 度 で あ ろ う。 従 っ て 、 この よ うな活 動 の情報 検 索 シス テ ムは

比 較 的 安価 で実 現 で きる。 しか し、過 去 の報 告書 に さかの ぼ る。
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申

⑰

索引 シス テムを作 るこ とは、施行 の費用の点 か ら見て望ま し くない。そ

れがな くて も数年たてば、その間 の フ7イ ルが必要な照会 の90%か ら95

%を 満す よ うになるで あろ う。

コン ピューターはまた、 さま ざまな地域の統計データ、た とえば国勢調

査や、商 業その他 の経済研究 報告、各種機 関に ょる都市問題 の研 究結果、

地域の交通運輸 に関 す る研究 のデー タなどを、機械語に変換 された形で受

け とる。 これ らのデ ータは個 々の地区の境界 を超えた相互 に関連 のあ るも

ので ある。

大量の地 区の境 界を扱 う基本的 な方法は格子座標 システムであ る。 この

方法 は計 画の分野 で注 目を集め始めてお り、将来は相互関連のあ る場合 の

標準的 な方法にな るであろ う。その技法は次の よ う方 ものであ る。各市は

そ の市 の地図の上 に格子状の座標系 を引 く。

標準的 な方法は、米 国商務省 の沿岸測地調査 に用 いた もの、あ るいは現

在、 ロス アンゼルス郡 と ロスア ンゼルス市 の施設管理局が採用 してい るも

のであ る。 国勢調査区域、警察管轄区域、その他すべての境界は すべて標

準格 子座標網で定義 されてい るので、 さまざまの地区境界に含ま れ る区画

住所 を完全 に相互 に関連づけ ることが可能である。土地区画の フ ァイルは

その土 地区画の格子座標 を含んでいなければ な らない。そ して、'格子座標

が含 まれてい る限 り、そのほかの地区に関する情報 を土地区画 フ ァイルに

保存 ずる必要は な】ぺ1コ ン ピューターは人間よ9ず つ と速 くすべ ての適切

な関連づけを行 うこ とがで きる。地 区の境界が変更 された場合 に必要なの

は 、 そ の境 界 の格 子 座標 を用 い た再 定 義 で あ る。 土 地 区画 の フ ァイ ルに は

何 も変 更 が生 じな い。 この格 子 座標 の情 報 は 、ーまた 、街 路 、 道 路 、 そ の他

の施 設 の ネ ッ トワー クに 謁 す るデ ー タ の記述 に も役 立 つ。
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B情 報 検 索

情報 フ ァイル が で き上 がれ ば 、 さま ざま の検 索 及 び処 理作 業 が行 な え る。

この と きの 主 な 道具 は 一 般 プ ログ ラム言 語 で あ る。 この こと を説 明 す るた

め に、 特 別 な例 題 を考 え よ う。

今コ 肺 調 委員会が当面しwる 躍 カミ・A市 の大戦 噛 地の角に

ガ ソ リ ン ス タ ン ド設 置 の許 可 申請 を承 認 す るか ど うか で あつ た と し よ う。

委 員会 は計 画 局 の職 員 に 次 の こ とを尋 ね る。(a)市 内 の ガ ソ リンス タ ン ドの

数 とそ の場 所 。 ㈲ 市 の人 口ひ と り当 りの ガ ソ リンス タ ン ドの比率 。 ま た 、

隣 のB市 、C市 で は ど うか。

これ らの質 問 に答 え るた めに一 連 の命 令 が一 般 プ ログ ラム言語 で書 か れ

る。 た とえば 、

質 問(a)

1.LOADPARCELFILE

(外 部 メモ リーに あ る 「土 地 区 画 フ ァイル 」 のデ ー タが 中央 メモ リーに は

い る。)

2.PRINT(PARCELADDRESS)WHERE(BUSINESS)

=(SERVICESTATION)ANDCOUNT

(「 職 業 」 の欄 が 「ガ ソ リンス タ ン ド」 で あ るよ うな 「区 画住 所 」 を 印刷

す る。 そ して 、.その数 を数 え る。)

3.SAVECOUNT:ITAMNAMEIS(STATIσNCσUNT)
●

(数 え た結 果 を 「ガ ソ リンス タ ン ド数 」 と して 記憶 す る。)

質 問(b)

1・LOADCENSUSF
.ILE
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■

叫

(外 部 メモ リーか ら 「国'勢調 査 フ ァイル 」 の デ ー タが中央 メモ リーには い

る・) 、 ∴ .・

2・SAVE(pOPULATION)WHERE(CITY)=(NAND

(DAND(O

「市 」の 欄 が 「A」 、 「B」 、 「C」 で あ る ものに つい て 、そ この 「人 口 」

の欄 の数 字 を記 憶 す る。)'

3.LOADVALLEYFILE

(外 部 メモ リーか ら 「バ レー地域 フ ァイル 」 の デ ー タが中央 メモ リーには

い る。)

4.COUNT(BUSINESS)=(SERVICES.TATION)WHERE

(CITY)=⑧AND(O

(「 市 」 の欄 が 「B」 、 「C」 で あ る もの につ い て 、そ この 「職業 」 が 「

ガ ソ リンス タ ン ド」 で あ る もの の数 を数 え る。)

5.SAVECOUNT:ITEMNAMEIS(STATIONCOUNT)

(そ の数 を 「ガ ソ リンス タ ン ド数 」 と して 記 憶 す る。 》

6.PRINTRATIO(STATIONCOUNT)/(POPULATION)

WHERE(CITY)=(A}AND(B)AND(C)

(「 市」 が 「A」 、 「B」.「C」 で あ る ものに つ いて 「ガ ソ リンス タ ン

ド数 」 ÷ 「人 口」 の比 を印刷 す る。)

これ らの結果 は 計 画局 が特 定 の応 用 に利 用 す る こ ともで き る。 もちろ ん 、

これ は決 定 を下 す 時 に必 要 なデ ー タの最 も単 純 化 された一 例 に過 ぎな い。

しか し、 もつ と複 雑 な分析 も.こ の よ うな一 連 の 一般 プ ・ グ ラム言語 の命

令 文 を用 い て行 な うこと がで き る。
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わ れ わ れ が提 案 す る シス テ ムで は 、最大 の重 点 が 、 こ れま で計 画 局 で あ

ま りに も時 間 を消 費 して い た デ ー タ維 持 の事 務 作 業 を な くす こ とに置 かれ

て い る。 そ の結果 、 計 画担 当 者 は 、 自分 の能 力 と経 験 が十 分発 揮 で き るよ

うな研 究 に解 放 され るで あ ろ う。 この シス テ ムの 副産 物 は 、 市や 市 議 会 か

らの質 問に対 して、索引 に左い項 目を手 作業で捜 し出す手数 と費用 が省げ

る とい うこ とで あ る。 この情 報 処 理 シス テ ム の最 も重要 な側 面 の ひ とつ は

自分 で プ ロ グ ラム しない 一 般 の専 門家 へ の応 用 の拡大 で あ る。 過 去 の経 験

に よれば 、 この よ うな特 定 の専 門家 達 と複雑 で大 規 模 な情 報 処 理 シス テ ム

との提 携 に よつ て貴 重 な 成果 が上 が るこ と を示 して い る。 わ れ わ れ の窮 極

の 目標 は 、 市 や市 議 会 が行 なっ た決 定 の結 果 につ い て 、そ の 目標 が満 され

てい るか を常 に市 や 市議 会 に フ ィ ー ドバ ック して、政 策 立 案 、 計 画決 定 を

改 善 す る こ とに あ る。 この よ うな 目標 を達 成 す るに は 、わ れわ れ が本 報 告

で 提案 す る よ うな シス テ ムが必 要 で あ る。

P
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3・7そ の 他 の応 用

コン ピ ュー ター技術 を用 い て改 善 で き る分野 は そ のほ か に も数 多 くあ る
。

そ れ らは 、 た とえ ば 、営 業 認 可そ の 他 の料 金 、建 築許 可 の処 理 、 科 学技 術

用 の計 算 、図 書 の 配 布報 告 な どであ る。 これ らの応 用 の詳細 な研 究 は本 報

告 の述べ る範 囲 で は ない が、 そ れ らは シス テ ム開 発 の第一 段 階 で確 か に可

能 で あ る。 そ して 、後 の 開発 で十 分研 究 され るべ きであ る。

A.営 業認可その他の料金

営業認可 の処 理は年間に渡 る仕事 では な く、 ピークの時期 に集中 して労

力 が必 要 とな る。 この処 理 は 、 すべ て の認 可 申請 を出入 力 タ イ プ ラ イタ_

で コン ピ ュー ター メモ リーへ 入 力 す るこ とに よつ て 自動化 さ れ る。 入 力 さ

れ た デ ー タは 確 認 され た後 、営 業認 可 の フ ァイル 、計 画 と財 政 に関 す る フ

ァイ ル、そ して 時 に はぺ 警 察 の フ ァイル を更新 す る。そ れ と同 時 に 、認 可

の 許 可 が区 画 整理 、そ の 他 の規 制 にふ れ ない か ど うか もチ ェ ック され る。

営業 認 可 の仕 事 は 、 水 道 情報 シス テ ム、建 築 許 可 シス テ ム と営 業 認 可 シ

ス テ ム乏 の 自動 的 な情報 交 換 に よ り改 善 され る。

〒 度 フ ァイルが完 成 す る と、 毎年 の更 新 料請 求 と新企 業 へ の通知 の 発 行

作 業 が 自動 化 され る。1回 目、2回 目、そ して最 終 の通知 が コン ピ ュ_タ

ー セ ン ターで 自動 的 に発 行 され る
。

そ の他種 々 の料 金 請求 も、名 前、 金 額 、 そ の 他 のデ ータ を コ ン ピ ュー タ

ー シス テ ムに入 力 す る こ とに よ り事 務 が改 善 さ れ る
。 コン ピ ュ ー ターは そ

れ らの永久 的 な記 録 を保 存 し 、1回 目、2回 目、そ して最 終 の料 金請 求 書

ま た は警 告 書 が一 定 の期 間 ご とに発 行 さ れ る。 これ らは各 市 の タ イ プ ラ イ

タ ーで直 接 印刷 され る。
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B建 築 許 可

建 築検 査局 の仕 事 を部 分 的 に 自動 化 す る こ とは可 能 で あ る。 しか し、 コ

ン ビ,ユー ター ンス テ ム応 用 の主 な利 点 は 利用 で き る情 報 がふ え るこ とで あ

る。 た とえば 、 水 道 メー ター検針 人 の 新 建 築 に 関 す る 自動 的 な報 告 や過 去

の情 報 を すば や く検 索 す る能 力は 、市 の 建 築検 査 局 の業 務 を大 い に 改善 す

るで あ ろ う。

建 築活 動 の概 要 をそ の許 可 の種 類 、数 量 ご とにつ い てま とめ るな どの事

務 作 業 は容 易 に プ ログ ラ ムさ れて 、そ れ らが コ ン ピュー タ ーか ら直 接得 ら 、

れ るよ うに な るで あ ろ う。

C科 学 技術 用計 算

技 術 部 門 は コ ン ピ ュー タ ーシス テ ムの 当然 の利 用 者 で あ る。 コ ン ピ ュー

ターは さま ざ ま の計 算 、 た とえば研 究 調 査 の計 算 、 資 源割 り当 て問 題 や 交

通 流 量 問題 を解 くため の線形 計 画 、PERT(計 画 の検 討 、評 価技 術)、 構

造 解 析 、道路 設 計 計算 、等 を行 な う。'

技 術 者 に とつ て の最 大 の利 点 は 、 あ らか じめ プ ロ グ ラム された 技法 が数

多 く存 在 す る こ とで あ る。 そ れ らは ふ つ う、 コ ン ピ ュー タ ーの メ ー カ、そ

の他 か ら直 ちに得 られ る。

D図 書 館 の応 用

∴ 図 書 館 の応 用 は は じめ 、本 報 告 か ら除 外 され て い た。 しか し、 図書 館 の

分 野 で の コ ン ピ ュ三夕 ー利 用 が進 んで い る現 在 の趨 勢 を考 えれ ば 、 こ こで

そ れに つ い て 少 し述 べ てお くの も意 味 の あ る こ とで あ る。 最 も明 白な 、そ

して直 接 的 な応 用は 図書 の配 布報 告 の 自動化 で あ る。 これ は わ れわ れ の提
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案 ず る コ ン ピュー タ ー シス テ ムで も技 術 的 には 十 分扱 い得 る こ とで あ る。

しか し、そ れに は 、必 要 な記 憶容 量 とコ ミュニ ケ ー シ ョン シス テ ムを決 め

る前 に 、入 力 デ ー タの発 生 割 合 いや そ の 量 につ い て研究 す る必 要 が あ る。

これ らの シス テ ム応 用 の直 接 の恩 恵 は 、 た とえば 、 市 の図 書 の 管 理 が 向上

す る こと、 図書 の記 録 を図書 館 の サ ー ビス 向上 に利 用 で きる こ とな どで あ

る。

コ ン ピ ュー ター利用 の窮 極 的 な 目標は .サ ンガ ブ リエル ・バ レ ー地 域 の

すべ て の図 書 の総 合的 な 索引 、 検 索 シス テ ムをつ くるこ とで あ る。 これ は

大 規 模 な科 学 技術 の分 野 で 最近 取 り入 れ られは じめ た方法 と同様 の もの で

あ る。 わ れ わ れ が ここで 提案 す るバ レー コ ン ピュー タ ーセ ン タ ーで は膨 大

な量 の情 報 を扱 うこ とは操 業初 期 に は不 可 能 で あ る。 しか し、 バ レ ーセ ン

ターが発 展 し、 新 しい 応用 を開 発 して ゆ く過程 で .こ れ らの総 合 的 な 目標

の こ とが常 に留 意 され て い なけ れ ば な らない。

'

■
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〔騨 〕 南 サ ン タ ・ク ラ ラ郡 行 政 澄 構 一同郡計 画 政 綱

t概 要

南部(The・SouthCounty){よ 、17以 上 もの行 政区 画 に わ か れ て お

り、 そ の 地域 住 民 に対 し 多種 多様 の サ ー ビス を行 な ってい る。 これ らの管

轄 区域 は、 い くつ か の 学校 のな い特 別地 区(以 下 特別 区域 とい う)、2つ

の統 一 学園 地 区、 地域 社 会 大 学 区域 、2つ の 市 サ ン タ 。ク ラ ラ郡 そ し て カ

リフ ナル ニ ァ州 を含 ん でい る。

これ らの行 政 機 関か ら提供 さ れ る サ ー ビス 内容 に ついて以 下 の章 で述 べ

る。(南 郡 にお け る行 政 機 関の サ ー ビス 内 容 は 付録Aを 参照)

本=書の 目的 は、 南郡 住 民 に対 す る行 政 機 関 の サ ー ビス内容 の一 覧を 作 り、

当地 区 に対す る将 来の サ ー ビス要 求 を 分析 し、 南 部 諮 問委 員 会 か らの 政 策

提言 の 受入 れ を 勧告 す るた めの もの で あ る。 そ して そ れは、 地 域 住 民 の 将

来の 要 求 に 答 え得 る行政 組 織 を 南 郡 に お い て発 展 させ るの に役 立 つ で あ ろ

う。

'

2・1サ ー ビス 内容

カ リフ ォル ニ ア州

カ リフ ォル ニ ア州は、 南 郡地 域 に 位 置す る 施 設 よ り、 南郡 住民 に 下記 サ

ー ビスを行 な う
O

州 高速 道路 の交 通 制 御(カ リフ ォル ニ ア 。ハ イ ウェ イ 。バ トロニ ソレ)、

農業 従事 者 サー ビス(労 働 資源開 発 局)、 州 高速 道路 の修 理(高 速 道 路 部)、

分 水 界 の防 火(カ リ フ ォル ニ ア森林 部)、 車 輪 、 ボ ー トの登 録 と運 転 免 許

(車 輌 局)、 公 園 と リク リエ ー シ ョン(公 園 と リク リエー シ ョン局)、
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上 記施 設 の 場所 につ い て はP3図A参 照。

州 に提 供 され る南 部 地区 以外 の 施 設か らの サ ー ビス には 、 ア ル コー ル飲

料取 締 り、 食物 、 薬品 検 査等 が あ る。

州 に よ って 提供 され る サ ー ビ ス は 、 州単 位 の 広が りを有 して お り、一

般 的 には、 地 方行 政 機 関 の サ ー ビスに 対 して補 足的 で あ る。 例 えば、 カ リ

フ ォル ニ ア森林 部 は 、 分水 界 地 区 の 防火 を担 当す るが、 そ れ は一 般 的 には 、

市 や射 撃 地区 を 含 まな い。

カ リフ ォル ニ ア ・ハ イ ウェ イ 。パ トロ ールは 、 地 方警 察署 の交 通 制 御 を

助 け る為 に、 州 の 高 速 道路 の 交 通制 御 を行 な う。 ハ イ ウェ イ 。パ トロー ル

や 森 林 部 は、 南 郡 の 当該 行政 機 関 との 間 で相 互 援 助 の 協定 を行 な ってい る。

南郡 住 民 に対 す る州 の サ ー ビス の 内容 につい ては、 現時 点で は充 分 で ある。

w

22サ ン タ ク ラ ラ都

南 郡 住 民 に対 す る サン タ ク ラ ラ郡 の サ ー ビスは 、.2つ の カテ ゴ リー にわ、

け る こ とが で きる。1つ は 郡 単 位 の もの であ り、 他は 、合 体 して い ない 地

域 の住 民 のみ に対 す る もの で あ る。 南郡 にお け る施 設 は 、P3図A参 照。

A郡 単 位 のtr-一 ビス

郡 単 位 の サ ー ビスは、 サ ン タク ラ ラ郡 の 全 ての 住 民 に提 供 され る。 ほ と

ん どの 場 合、 これ らの サー ビスは 、郡 一 般会 計 か ら直 接 財 源が まか な われ

る。 しか し、 い くつ か の サ ー ビスは、 分 離説(図 書館)あ るいは 、 サ ー ビ

ス料(公 報)で まか な われ る。

1.郡 治安 部

これ は、 判 決 前後 の 男女 の犯 人 のた め の刑務 所 を管轄 す る。 そ のた め
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の財 源は 郡 の 一 般会 計 か ら まかな われ る
。 南郡 地区 には郡 の 刑務 所 は な

い。 ギル ロイ市 は 刑 務所 を も ってお り
、郡 は、 カ リフ ォル ニ ア 。ハ イ ウ

ェ イ.バ トロー ・レか ら預 か った犯 人 の仮 の拘 置の た め 姉 との 問 で刑務

酷 用 の 契約 を し てい る・ バ ト・三 ～・虫の 代理 治 安館
、 嚇 腕 せ ば、

ギ ル ロイ市 の 刑務 所 に擁 して ㌧・弱 目人を 引受 け る。

郡 治 安所 の市 民 兵 部 は ・(確 訟 告
、 指 令)と い っ姉 民統 制 と犯

人 逮捕 を 郡 単 位 の ペ ー スで 行 な う。

南郡 にCIVILP・ ・cessを 行 な うた め の代 理 治 安官 が 、人 置か れ

て い る。 現 在 の と こ ろ、 南 郡 には 犯人 逮 捕 の ため の 特定 の 代理 治 安 官は

置 かれ てい な い。 当部 門 の 財 源は 郡 の一般 会計 か らまか な わ れ てい る。

CIVILProeesoの 為 に原告 か ら徴収 され る報 酬 は郡 一般 会 計 に供 託

され る。

2犯 罪科
.学研 究所

犯罪 科学研究所は遮 織上は地方検鏑 務所の管轄下 にあるが∴その

機 能はそれ と賭 して述べる・ とい うのは
、研究所が地方 検事事務所の

機能 と酸 関係を持たな いか らである.犯 罪科 学研究所は
、 郡 の裁判所

から収集 された物 理的現 象の科学的実験を行な ってい る
。 本財源は郡一

般会計 にて まかなわれ ている。

3・ 地方検事事務 所 。

地方検劇 過 法喘 定されているよ旅 、検察壱である.地 縫 局

は ・ 郡 の如 何 な る場 所 で犯 した 公 的5瞬 につ い て もそ の 鹸 を 司 ど る
。

本活 動は 郡 一 般会 計 で まか な われ て い る
。

4.公 的 弁 護 局

公的 弁護 士 は ・ 国 激 も規 定 され てい る よ うに
、 郡 の どの裁 判所 にお
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い て も、 どんな犯 罪 で あ って も告訴 さ れた 被 告 を 代表 す る責 を 負 う。

南郡 住 民 に 対 す る よ り密度 の 高 い サ ー ビス を提 供す るた め、 公的 弁 護

士 は 、 南郡 オ フ ィ ス ビルに 常勤 検事、 常勤1タ イ ピス トそ れ に パー トタ イ

ムの 法科 の 学生 を 各1名 か か え て い る。

検事 は 、 大 体 週2日 を オ フ ィスで 過 ごし、 残 り の時 間 を モ ー ガン ・ヒ

ル と ギル ロ イ裁 判 所で 過 して い る。 当局 の財 源 は 郡 の一 般会 計 で まか な

って い る。

5.裁 判 所

南郡 を管 轄 す る裁 判 地 区 に は、 ギ ル ロ イ裁 判 所(週2日 開 廷)と モ ー

ガ ン ・ヒル裁 判 所(週1日 開 廷)と が あ る。 裁 判 所 が取 扱 うものには 、

地 方 条例 の 違 反、 罰金1,000ド ル 以下 の民事 訴訟 それ に 軽 罪が 含 ま れ

る。

モ_ガ ン ヒル/ギ ル ・ イ裁 判 所は 、 裁 判,風 選 出 され た役 人 に よ って

運 営 され る。 そ して 彼 らは 両 裁 判所 を 統 轄す る。 当 局 の 財 源 は郡 の 一 般

会 計 で まか な われ てい る。

6.青 少年 保護

青 少年 保護 局 は郡 単位 の レベ ルで 、 未 成年 者 に対 す る包 括 的保 護、 社

会 復 帰 及び 拘 置の サ ー ビスを 提供 す る。

非行 少 年や 被 雇 用 者 の受 入れ 、 検 査、 監 督 とい った サ ー ビスは 、 官 庁

街 の 中央 施設 で 行 な わ 託 い る。 南郡 にお け る野外 サー ビスは2人 のtC

理 保 護官 に よ り、 パー トタ イムベ ー スで行 な われ てい る 。

2人 の ボ ー イズ ・ラン チ が南 部地 区 に 配置 され てい るoこ れ らの 施 設

は、 青少 年 裁 判 所 にお け る非行 少年 の社 会 復 帰 と世 話 に供 され てい る。

当局 の 財 源は 郡 の一 般 会計 で まかな わ れ てい る。
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7.検 死 官

検 死 官 は州 法 の 管 轄 下 にお か れ、 突 然 、医 学 的 に 放置 され た場 合 、 あ

るい は暴 力 に よ り、 不 自然 な 状 態 で 、 死 んだ 郡 内 の全 ての 死者 につ い て

そ の状 況 、 死 因等 を解 明 す'るた め に調 査す る挟 間 で あ る。

検 死 官 は 又 、 貧 乏人 の 埋葬 の 管理 も行 な う。

上 記 い つ れ の仕 事 も郡 の一般 会 計 でま か な わ;れゐ 。

惑、 公 的 管理 者

本 局 は 、相 続 人 、 禁 治 産者 、 債 聾者 及 び州 の利 益 等 、無 駄 、 退 下 あ る

いは 紛 失 に よ って 生 じ ろ損 失 か ら守 る。

こ うした 法 的責 任 を遂 行 す るに あ た り、 当 局 は、 報酬 を要 求 す る こ と

がで きる・全ての報酬は郡ρ一 ㌍会計に拶蕊 される。

当 局 の 財源 は郡 の 一 淳 会計 で ま か なわれ ろ,、

㍍ 公 的 健 康管 理

郡 の住 民 に対 す る 効果 的 サベ ビス を提 供 す るた め に、 当局・は、 郡 を7

つ の公 共 健康 管理 行 頭 区(サ ー ビス 地区)に 分割 して管理 す る。

南 郡 地 区 は、 南部 オ フ,.ス ・ ビル とギル ロイ公 共・藻康管 理 セ ン ター一と

か らサー ビス を提 供 す る、 当行 政 区 は 、 小 児 マ ヒ、 実 験、 建康 管理 、 行

政 サー ビス等 中央 達康 管理 行 政 区 で管 轄 して い る サー ビス を除 い た全 て

の 健 康 サー ビス を行 な う。 南郡 地 区 で 莞 嬢され る基本 的 サー ビス には 、

看 護 サー ビス、鰐 康 管理 教 育 、 身体演査 、 病 原 貢 コ ン ト1・一 ル 、衛 生 管

翌 、'動物管 理 、 精 神溺生 貢理 等 が含 まれ る。

これ らの仕 事 の財 源はi55の 一 般 会言{でま か なわれ一ろ。

10公 国 と レク レー シ ョ ン

当 局 は、 郡 全 体 に関す る地域 公 園の シス テ ☆を管 理 す る。 そ し て郡 の
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住 民 に対 す る 多様 な レク リェー シ ョン プ ロ グ ラムを 提 供す る。

公 園 の位 置 と、 レク レー シ ョ ノ施 設 はP?i図 に示 され て い る。

当 局 の財 源 は 郡 の一 浪 会計 で 倭か な われ てい る。

当局 が崇 め た全 て の収 益 は郡 の一 波 会計 に漠託 さ れ る。

11農 業

当局 の第1の 機 能 は 、 サ ン タ ク ラ ラ郡 に おけ る 農業 の 促 進 と、 農 業 生

産 物の 包 装 と マー ケ テ ィン グ に関す る サ ギ の防止 であ る。

お よそ 当 局 の5人 の 従 業 員 が、 南 郡 オ フィスeビ ル につ い て 、検 査 や

義務 の 遂行 に従 事 して い る。

お・よそ蔑 業促 進 サー ビス課 の従 業 員 は 見2日 の 割合 で、 オ フ ィス の外

で作 業 を行 な って い る。

これ らの 仕 事 の 財源 は罰 の一 般 会 計 で ま か なわ れて い る。

12道 路

郡 の公 共事 業 部は 、 郡 全 域 に わた る 高速 道 話 の建 設 な らび に補 修 を行

な う。

当 事業 の 財 源 は 主 に 、高 速 道 路 利用 当 か らの 通行 税 、州 及び連 邦政 府

の 資金 、そ れに通 行 料 で まか な われ る。

当 局は ギ ル ロィ市 に道 路 補 修 所 を も って い る。

1.3社 会 福 祉

社 会 サ ー ビス部 の 管 理 者は 、 南 郡 オ フ ィス ビルに あ っ て、 南郡住 民 の

福 祉 を 助長 す る。 当 オ フィ スの 管轄 外 の計 画 で、 行政 的 な もの は 、児 童

保護 と職 業 指導 の み で あ る。 お よそ70名 の社 会 サー ビス員 が オ フ ィス

ビルに 配 置され てい る。

当局 の 財 源は 郡 の一 般 会計 で まか な わ れ てい る。
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州や 連 邦 政 府 か らの収 益 金は 郡 の一 般会計 に供 託 され る。

14.教 育 サ ー ビス

郡 の教 育事 務 所 は 給 料 の準備 、 出勤 日数 の カ ウン トあ るい は デ ー タ処

理 サー ビス等 の 管理 業 務 を 行 な う。 そ して 特殊 学 級 を設 け、 知 能 の お く

れ た 子 供 や小 児 マ ヒの 子 供 の 通 学 の サー ビスを行 な った り、 教 育 テ レ ビ、

視 聴 覚 教 育 機 器 等 多様 な 学 術的 サ ー ビス を行 な う。

これ らの 計画 は 郡 の 一般 会 計 で ま か なわ れ る。

x5重 量 、計量 、 消 費者 行 政

当 局は 、 生 産 、 製造 、 卸、 小 売 の それ ぞれ の レベ ル におけ る商 業 活 動

で用 い られ る計 量 、 計 測 機 器 の 検 査、 試 験 を行 な うこと に よ り、 州 か ら

委 任 さ れた責 任 をは たす 。 また、 コンテ ナーの純 量 を決 定 し 、 ラベ ルの

適 正 さ を保 証す る。 そ して 、 消費 者 の ク レー ム処 理 を行 な う。

この機 能 は 郡 の一 般 会 計 でま か な わ れ る。

二信 病 院

バ レー 総合 病 院 は、 全 ての 南部 住 民 を 対象 に 入院 患者、 外 来 患 者 に関

す る全 て の病 院 サー ビスを 行 な う。

当計 画 の 財 源 は企 業 基 金 で ま かな われ ゑ。

!7退 役 軍 人 サー ビス

当局 は、 米 国 の 陸軍 退 役 軍 人 と、 軍 の サー ビス を 拒否 し、 国 に反対 し

て 死ん だ 軍 人 の遺 族 に対 し て援 助 を行 な う。 当財 源は郡 の 一 般 会計 で ま

か なわ れ る。 州か ら補 助金 と して入 る収 益金 は郡 の一 般 会計 に 供 託 され

る0

19選 挙 人(有 権 者)の 登 録

選 挙 人 登録部 は、 郡 の 有権 者 の 登録 と、 国家、 州 及 び郡 の選 挙 管 理 に
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関 して カ リフォル ニア州 の選 挙 法 を管 理 す る責 任を 持 つ。

こ うした サ一一ビス は 、 契約 ベー スで 、 市、 学 園 地 区 、特別 地 区 にお・げ

る市 及 び地 方 の選 挙 に も適用 され る。

当財 源 は 郡 の一 殻 会 計 でま か なわ れ る.

他 の警 固 か らの収益 金は 部 の 一 般 会 計 に供託 され る、,

19一 般 行 政

管理 サ ー ビスに は、 郡の 統 制 、職 員 の人事 、 予算 、 法律 、 課 税、 徴 税、

記録(登 録)と い った ライ ン業 務 の遂 行 と支 持 を必 要 とす る。

そ うした仕 事 は都 城 単 位 で行 な わ れ、 郡 の 一般 会 計 で ま か 方わ れ る.

B独 立地区 のサー ビス

これ らの サー ビス は、 当然 自治行 政 で あ り、 合体 して い 支 い地 区 住 民 に

提供 さ れ る もの で あ る。 以 下 そ れに っ い て討 議 す る 。

市 も又 これ らサー ビス の提 供に つ き郡 と契 約 を行 な う。

1郡 治 安 部

郡 治安 部 は、 南郡 の合 体 し てい な い地 区 に昼 と 夕刻 の2シ フ トのパ ト

ロー ル区 域 と、 夜 シフ!の1つ の バ トn－ ル区域 を有 して い る。 都 治 安

部 の バ トn－ ル課 は 、NO-4計 画(お ・の か σ)代理 官 が、週4日 、 恒]

1,.・r)時間効 く)で 活動 し てい る,、

この計 画 は、 南部 に お・け る バ トt－ ル司 厨 を、以 前 の ∠。O時 間/日 か

ら50時 間/日 に増加 させ た。

刑 事諜 は 南郡 の合 体 され ない 地 区 に お・け る犯 莞 凌 査 を行 な う。

一 つ の刑 事 諜 は南 郡 に お け る犯 罪 捜 査用 に設 け られ て い る。

大 事件 の場 合 には 、 持味 な タ イプの 事 件(殺 人 等)を 専 門 に扱 う特別
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'

刑 事 が捜 査 す る。

2,防 火

消防 署 は、 合 体 しない 地 区 、 モ ー ガ ン ・ヒル市 及 び ギル ロイ市 に お・けt/,

る放火 の調 査 、建 築計 画 の チ ェ ッ ク、 建 物 の検査 を行 な う。

当 活動 の 財 源 は 、郡 の 一般 会 計 で ま か なわ れ る。

これ らの サー ビス に対 す る市 へ の請 求 は 行 なわ ない。

3.建 物 検 査

公 共 事 業 部 は 、独 立 地 区 にお・け る住 居 上 、 商業 上 の構 造 に 関す る建 設 、

配 管、配 電、 暖房 、通 気 の許 可 証 の発 行 を通 して コー ド設定 を推 進している。

南 郡 オ フィ ス ・ピル に は2名 の検 査 官 が 配 備 され て い る。

当財 源 は郡 の… 般 会 計 で ま か なわ れ てい る。

己.道 路

公 共 事 業 部 は、 全 て の 公的 契 約(例 えば 独立 地 区 にお け る道 路 の1瑳設

な ど)に 関 す る契 約 管理 を行 な って い る。 そ して部 首 の管理 を行 な う。

財 源 は 都 道基 金 で ま か な われ て い る。

ギ ル ロイ ド地 区 に は 、道路 補 修 課 が 配 置 され て い る。(;':」3図A参 照)

5土 地 利 用

公 共 事 業 部 と計 画 部 は 、建 築 許 可証 の発 行、 空地 利 用 計詞 、 都 市 開発

計画 と区 画割 りつ け 等 を達 して独 立地 区 に お け る土 地利用 活 動 の 中 に含

まれ てい る。

財 源 は 郡 一 般会 計 で ま か な わ れて い る。

6.通 信

通 信 部 は 、郡 の各 部 局(郡 治 安 部 とい った 独立 地 区)あ るい は 防火 地

区や 市 とい った 関係 機 関 に対 す ろ 緊急 通 報 サーー ビス を行 な う.郡 の行 政
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機 関や 関係 機 閣 で 使 用 され て い る全 ての 電 気施 設の 設 置 、保 安 あ るい は

修 正 に つい て も、 当 局 が行 な う。

財 源 は、 通 信施 設 宮 内 サー ビス基金 で"まか なわ れ て い る。

?.図 書 館

郡 の 図 書 サー ビス地 区 には 、 南郡 の全 ての 独立 地 区 とモ ー ガ ン ヒル市

ギル ロィ市 が含 まれ て い る。 モー ガ ン ヒル とギル ロ ィに は 、地 方 図書 館

が あ る1、

図 書車 は 、 郡 の辺 境 地 区 に配 車 され てい る。

財 源 は図書 サー ビス地 区 の住 民 に課 せ られ る特 別 税 で まか たわ れ て い

る。

8.一 般:行政 チ

POの 一殻 行 政 を参 照

C特 別地 区

い くつ か の無 学 園特 別地 区は 、 南郡 地 区 の住 民 に 多 くの サー ビス を提 供

す る。 茸つ の例 外 として、 これ らの サ ー ビスは 、 お・の おの 地 区 内 の財 産 に

対す る財産 税 に よ って そ の財 源 が まか な わ れて い る こ とで ある。

(部 ¢)通行 区 は郡 内 で 販 売 され る ガ ソ リンの5%の 販 売 税 で ま か な われ て

い る)

1.港 湾地 区 大 気 汚染 監 視地 区

当 地 区の 任 務 は 、悪 臭 、燃 焼 、、放 出等 の制卸 を行 な うこ とに よ って大

気 汚 染 を防 ぐこと にあ る、、地 方警 察署 は 、大 気 汚 染規 厨 法 の 執 行 を行 な

う.

菖,ギ ル ロイ地 方 防 火地 区
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当 地区 は、地 域 住 民 の居 住 区 の 防 火 を行 な う。

3モ ー ガ ン ヒル地 方 防火 地 区

当地 区は 、 当 地 区 の居 住区 の 防火 を行 な う。 そ して カ リフォ ル ニ ア農

林 局 との 間 で 、防 火 サー ビス に 領す る契 約 を結 ん でい る。

4.郡 照 明 サー ビス地 区

契約 条 項 に従 え ば 、 当地 区 は 、公 共事 業部 の エ ン ジニ ア リン グサ ー ビ

ス課 に よ って運 営 されて い る。 当課 は街 燈 の設計 、 吟味 を行 な い 、土 地

開発 と街 燈 の要 求 に 関す る調 整 され た 計画 を提 案 す る。

5,南 サ ン タ ク ララ河 水保 護 地 区

当 地 区 は、 ギ ル ロイー サ ン ・マー チ ン地 区 のた め 水質 保 護 を司 どる。

これ らの計 画 に は 、 当地 区 内 にお・け る現在 及 び将 来 に わ た る水 質保 護

と再 生 利 用 が 含 ま れ 、洪 水 、墨 水 の防 止 な らびに 水量 の 調整 が含 まれ て

い る。

'

6、LomaPrie白 土 地 保'護地 区

当地 区 は 、 土 地 の生 産 性 の 向上 と、 水 質源 の 漂 発 を行 な うこ とに よ り

土 地 の侵 触 防 止 の責 任 を持 つ

7.詞 サ ンタク ラ ラ峡 谷 記念 地 区

当 地 区 の退 役 軍 人 が利 用 す る建物 の 所有 と管 理 を行 な う。

そ の連 物 怯 、,米 軍 、海 外 で の 激争 の退 役 軍 人 の地 方蓑 屯所 と して利 用

され てい る。 そ して これ らグル ー プの補助:施設 とし て利 用 さ れ て い る。

これ ら組 織は 当 地 区 との 間 での]昔用 契 約 の もとに、 当 ビルで バー 、 ク

ラブ を経 営 して い る。 当地 区 の 境 界 は 、通 常 菌郡 地 区 の全 域 を囲 ん で い

る。
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9.サ ン タ ク ラ ラ郡 水 資 源保 護 地 区

当 地 区は 、 水 と治水権 を有 し、水 質 の汚染 を防 ぎ 、洪 水 を防 ぐこ とに

よ り、貯 水量 を獲保 す る責任 を有す る。 ▲

9,サ ン タク ラ ラ郡 輸送 地 区

当地 区 は 、 い つか は 都 城 レ ベルの 輸 送 シス テ ム を運 営 す る、、

当地 区は 現 在 計画 段 階 で あ る。

D学 園 地区

南郡 地 区 には3つ の 学 園地 区 が あ る。 一 ギ ル ロィ統 一 学 園地 区 、 モー ガ

ンヒル 統 一学 園地 区 及 び ガ ビラ ンコ ミュ ニ テ ィ カ レ ッジ地 区。

これ らの地 区 は 幼稚 園 か ら14年 生 ま で にわ た り南 郡 の子 供 に対 す る教

育 の責 任 を もっ。

当地 区 の 財源 は 、 そ れ ぞ れ地 区 内の財 産 に課 せ られ る。

旭 －v詞or聴 視 で ま か な わ れて い る。 ま た平均 出勤 日数 に応 じ州 か ら

出 され る収 益 も得 る。

E市

ギ ル ロィ、 モー ガ ン ヒル両 市 は 共 に住 民 に対 す る市 政 サー ビス を行 な う。

これ には 、 警 察 、 消防 、公 園 とレ ク レー ショ ン、 公 共 事 業 、 汚物 処 理、

給水 サー ビス が含 ま れ る。 これ ら事業 の財 源 は 、財 産 に対 す る 駅+マa1鮮em

説及 び他 の 出所 か らの収 益 金 か らま か なわ れ る。

亀

▲
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3答 申

こ こ数年 南部 は、 田園 とな り、 人 口が 希薄 に な った。 しか し、 北郡 に お 、

い て 開 発可 能 地 が乏 し くな った よ うに、 南 郡 にお け る都 市化 の ベ ー ス も次

第 に 加速 され るで あ ろ う。 サ ウス 。バ レー 。フ リー ウェ イ と南郡 空港 の完

成 それ に 都城 輸 送 シス テ ムの履 行は 、 こ うした 傾 向 を早 め るであ ろ う。

行 政 区 画 の急 増 と、 それ に よ って もた ら され るサ ー ビスの重 複 とい う、 い

わ ゆ る北郡 を特…徴 づ け る現 象 を さけ る た め、 南郡 にお い ては 、 都市 サー ビ

スの効 果的 な 発揮 を保証 す る実 行 可 能 な行政 組 織 を 創 り上 げ るべ き で あ る。

南部 にお け る行 政 区 画 の 分析 は、 い くつ か の分 野 で 二重 の効 果 を 示 した 。

(1)防 火(2)土 地 利用 管理(3)市 政 サ ー ビスが それ であ る。

もち ろん 防 火 も、 土地 利用 管理 も市 政 サ ー ビス の1つ で あ るが、 それ ら

が 、 特別 区 と郡機 能 に オ ー バ ー ラップす る た め、 こ こでは 別 の もの とし て

議 論 す る。

また この セク シ ョンでは 、 南 郡 の学 園 地区 及 び 水 源 地区 の 管理 につ い て

も簡 単に 述 べ る。

付 録Bに 、 行 政区 画 間 の コス ト比較 が 含 まれ て い る。

■

3.1防 火

南郡 には5つ の防 火機 関 があ る一 ギ ル ロイ市 消 防署 、 ギ ル ロ イ地方 消防

署、 モ ー ガン ヒル消 防 署 、 モー ガン ・ヒル地 方 消 防署 、 それ に カ リフォ

ル ニア森 林 部

南 部 地 区 に お け る防 火 問 題は い くつ か の郡 で の 検討 テー マで あ る。 全 て

あ るいは 一部 の防 火機 関 の統 合 に関 す る提 案 がな されたが 、 今 日 まだ 実 現

してい な いo
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モー ガン ヒル市 消 防署 とモー ガ ンeル 地 方 消 防署 は
、2つ の 行政 区 画 の'

実質 的 な合 併 を行 な わず 、 ブー ビス の濠 能 的 な統 合 を達 成 した。

そ れ らは 、行 政 区画 を無視 した呼 び 出 しに対 し、 火 災場 所 に最 も近 い 消

防署 が 出動 す る とい う相 互応 答 に同 意 す る こ とに よ って達 成 した 。

これは 、 市 と地 方 の 消化装 置 配 備 ンス テ ム を、地 域 で 管理 され る1つ の

消化装 置 配備 シス テ ムに擦 合 す る こ とに よって 可能 とな った 。

機 能 的 な統 合 が、 モー ガン ヒル地 区の住 民 に対 す る防 火 サー ビスの 改善

を もた らした が、 これ は 、 当地 区 の防 火 問題 に対 す る最適 の解 答 で は ない .

前述 した如 く、 モー カ ン ヒル地 域 は 、都 市 開 発 の増 加 に よる影 響 を受け

始 め てい る。 この傾 向 は 、将 来 継 続 し加 速 さ れ るで あろ う。 広 大 な土地 の

開発 の 可 能性 と輸 送 手 段 の改 良 とい った要 素が 、開 発 の 大 きな推 進 力 とな

る。 錦 発 が行 な わ れ れば 、 当 地 区 の 多 くの場 所 は 、 モー ガ ン ヒル市 に合併

ざれ、 そ れに応 じ た税 収 の増 加 が、 モー ガ ン ヒル地 方 消 防 地 区の 税 ベ ー ス

を縮少 させ る。

2つ の 機 関が オ ペ レー シ ョ ナル な レベ ルで 、 機 能 的 に 続合 さ れた が 、政

治的 な分 離 が、 当地 区 の 住 民 が管 理 費の 消滅 を享 受す るの を妨 げ た 。

モー ガ ン ヒル地 方 防 火 地 区 は、 カ リフォ ル ニ ア森 林部(Cl)F)と 長 期

的 、相 互 に有益 的 関係 を享 受 して いた それ に よ り、CDFは 、両機 関の

契 約上 の 同 意 の も とに 当 地 区 の 住民 に 対 す る 防火 サーービス を提供 して い る

が 、 こ うした 関係 が継 続 す るか ど うか定 かで は な い,、

都 市 化 がき み 、 分水 界 地 区 が績 ま れば 、 £ £;Fは 、 消防 署 を再配 置 す る。

それに ょ り、残 ・ た 分 水界 地 区 の 防火 が、 よ り効 果 的 とな る。

もし、 この こ とが 、 モー ガ ン ヒル エ リアで生 じた な らば 、 当地 区は、 住

民に対 す る他 の防 火 手 段 を講 じなけ れ ば な らな い 。
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■

ギル ロイ地 方 防 火 地 区 と ギ ル ロ ィ市 は、 当期 応答 の同 意 を して いな い。

そ れ らは、2つ の別 々の行政 区 画 と して の行 政活動 を続 け て い る
。

この こ とは 、 当地 区 の 消 防署 配 備 を特別 貧 弱 な もの とし た
。

ギル ロイ地 方 防 火 地区 は 、 ギル ・イ市 の周 囲 にあ る独 立地 区 を と り囲 む。

当 地 区 は主 に農 地 と分 水 界 とか ら成 る。 この 地 区は 、 防 火要 求 を充 たす

ため の最 小 の機 構 を備 え て い る 。

当 地 区 は、 ギ ル ロイ市 に位置 す るた だ!つ の 消 防署 を有 して い る
。

この 消防 署 か ら当 地 区 の 境 外地 ま での 応答 時 間 は25分 で あ る
。

もち ろん この こ とは 、 これ ら境 外 地 の住 民 に対 す る充分 な組 織 的 防火 活

動 を行 な うに は 遠す ぎる。

ギ ル ロイ市 に 蜘 て ・2つ の耀 した防火行 政区 画 の存 在は 、 消 火 爾

の2窒 化 を もた らす 。 た とえば 、 地 方 提防 著 とあ る市 の 消防 署 は 、 お互 い

に一致ブ ロック内 に存 在 して い る。

南郡 にお け るllつ の 防 火 鏡 開 の形 成は

…… 南郡 住 民 に対 す る防 火 活 動 の 改 善

…… 当地 区 に お・け る 消防 暑 と防 火 施 設 の分 布の 改善

・・… ・南 郡 消防 士 に与 え られ る訓茨 の改 善 と
::三…イヒ

…… そ れ が
、 詩 別 の防 火 施 設 の 充 分 な利 用 と侯与 が 可能 な よ うに す る。.

南郡 住民 は 、 防 火 の要 求 に応 じた ベー ス で課税 され る,、

ギル 巧 市 ・ ト ガ ン ヒ・市 御 τに ・・イ ウエ イ1理 に沿 った芸蹄 イヒ地

帯(サ ン ・マー チ ン社会 を含 む)は 、 い くらか任 意 に 高課 税 地 域 とされ て

古 り、 特 別地 区 ・残 りは低 課 税 地 域 とされ て い る事 実 、 カ リフ ォルニ ア森

林 部 は 、後 者 の 地 域 に対 す る防 火 の契 約 に同 意す る で あ ろ う。
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3,2土 地 利 用管 理

過 去 に 食 い て は、 独 立 地 域 の都 市 詩 発 が郡 で許 可 され てい た が、 そ うし

た地 区の 住 民に対 す る行 政 サー ビスが ・要求 水準 にま で達歳 で きなか った。

むの ことは 、 市 が これ ら多 くの開 発 を≧1当 しな けれ ば な らないS果 をま ね

き、 時 には 、 これ らの地 に対 す る必葵 友 行政 サー ビス を提 供す るた め に、、

市 自身 の 都市 開 発 に先行 さ れ る ことに もな ㌻た。

地 方行 政 機 関 編 成委 員 会 の要 求 に従 い 、 ぷ ル ロイ、 モー ガ・・ヒ ル両市 は

都市 開 発地 区 を設 呈 した。 そ こには 、都 市 開発 さ れ た地 域 及 び、独 立 地 法

非 独立 地 区 の空 地 と農 地 が 含 ま れて お り、市 の 行政'潅 の 中 に あ り、都 市 の.
へ

涼設の 利用 や サ ー ビスが 提 供 さ れ 、 ある い は 、 この5年 以 内 にそ うな ろ土

地が含 ま れ て い る、、

都 市 漏発 指 定 の 独立 地 区 は 、 次 ぽ に謂 発 さ江市 に合 併 され るで あ ろ う。

それゆ え、 都 市 詞 発 楕 定地 区 に なけ る記発 の タ イプ と時 期 の聞 継 が市 に と

.=・て論 理 的 に な る。

市の 境 界地 区 での 都 市 開 発 を許 可す る こ とに よ り、南 サ ン タク ラ ラ都計

罰委員 会 で 準備 さ れた 以 前 の 背景誓 で も演 討 されて い る重大 た サー ビス問,

}漬が磨 在 的 に 生 ず ろ。

これ ら2つ の 問題 は 、 簡単 にふ り返 ってみ ろ栢 喧 が あ る。

南郡地 区 にお・け る渓 谷 を と り'まく丘陵 地 帯 に茨 を建 設 す る ζ とは 、 現 在

の治防 浮 力 を過 大 に広 げ る。そ うした 開発 が進 行 す る と、不 充 分 な 消防 士

と水 の供 給 量 に よ り、 悲 惨 な結果 を もた らす 。

汚 水処 理 の為 の 浄化 タ ンク シス テ ムを利 目 し、 南 部 の 独立:地区 に家 を建

設す る こ とは、地 下 水 の 汚 染 に起 撫す る健 康(元)侵害 に腐 す る潜在 的 問 題 を

方げ かけ る。 これは 「:衛生 と団体 優 物 」 とい う タイ トルの 書 物 を背景 に し
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た 結 論 で あ る。

市が 都 市 サー ビス地 区内 での 土 地 利 用 を行 な う場 合以 下 の こ とが 許 され

る。

南部 の独 立 地 区に対 す る行 政 サー ビス を早 ま って過 度 に拡 大 し ない。

… …… 不 充 分 な固形 汚 物 処 理 と防火 か ら生 ず る衛 生 問 題
、防 火 問題 を さけ

る。'

ギル ロイ市 とモ ー ガ ン ヒル市 の秩 序 あ る成 長 と開発 を促 進す る。

都 市化 の広 が りを 防 止す る。

ρ

3.3行 政 サー ビス

1A69年1丁 月 サ ン'マ ー チ ンの 独立 社会 の住 民 は、地 方 行 政 磯 菜

(LAで 《コnf)改 善 委 員会 に対 し、 サ ンeマ ー チ ン市へ の合 併 を 申 し入

れた。

こ.,A'こ『COス タ ッフの提 言 に よ り、 この 申 し入 れ を拒 否 し、全 南 部 を1つ

の市 に統 合 す る とい う代替 案 を検 討 す る よ う提 言 した 。

ギル ロ イ、 モ ー ガ ン ヒル、そ れ に サ ソ ・マー チ ン市 を代 表 す る検 討 委 員

会 が法域 され た。 当 委 員 会 は、 当地 区 の 地方行 政 に対 す る要求 を分 析 し、

単一 南 郡 市 の形 成 の 可能性 を追 求 す るため に、 バ ク ス ター 、 マク ドナ ル ド

の工 場 と会 社 を選定 した。

最 初 の研 究 は1汀e年 溺 に完 成 し た。研 究 室 員 会 は 、細 註 勺、地 域

的問1墓鐸 決のため、単一南郡市 の形成は、現段階では不可能であ るとの結

論 を得 た。

しか し委 員会 は、 あ る機 能の 統 合の 可 鱈 生を感 じた 。

とれ らの機 能 の 中に は 、誹 言 、書 察 、 防 火、給 水 、道 路整 備 、 レク リェ
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… シ ョンが含 ま れて い る。

ギ ル ・ イ、 モ ー カ ン ヒル両 市 は 、動 力 の薬 司行 使 の 湯定 を行 なピ、 そ れ

に よ って、 持物 処 理 施 設の 共 同利 用を 行 な ってい る。

こ れは 、 事 実上2つ の 市 にお け る衛生 サ ー ビスの機 能 的統 合 で あ る。

2つ の 市 の主 な サー ビス に関 す る機 能 的 な 統 合 の要 求は 、 行政 管淫 費 の

重複 を除去 しな い し、 サ ン マ ー チ ン 市 の独 立 社 会 に対 す る邊 定 を行 なわ

ない。

?つ の市 の 合 同 は、 余剰 の行政 上 の 部 門 の除 去 に ょ る、大 巾な コス ト削

減を もた らす 。 例 えば 、 バ クス ター ・レ ポー トは 、合 同に よ り少 な くと も

2つ の行 政 部 門 の 削減 を予 測 した。 しか し、 これ らの 削減 は お・そ ら く機 能

的な統 合 で は実 現 しな い。 な ぜ な ら、2市 の 一般 行政 の機 能 と費 用 は 存続

す るか らで あ る。

統合 に よるそ れ ら行 政 コス トの 削 減 に 加え 、単 一 市 は、C:TY為 ・TT(y・凝惚

のサー ビス を充 分利 用 し、与 え る ことが で きた。

お・の お の の 市 は 、地 方弁 護 士 を有 して い る。

しか し、 市 が彼 の サー ビス を必 要 とす る時 、 彼 が 徳の 機 萬 に 雇用 さ れ て

い る場 合 、 利 用上 の問 鱈 点 があ る。 この ことは 、 常駐 の 布 の弁 護士(C質 ひ

A'で1□'、至り1・丁氾)を や と うこ とに よ って 解 消 された 。

ギル ロイ市 とモー ガン ヒル市 の 間 の主 なサ ー ビス の機 能 的 統合 は 、 サ ン ・

・マー チ ン独 立 社会 に対 す る サー ビス の拡 張 に 備 え る もの で は ない
。 モ ー ガ9

ンL:.ル と ギ ル ロ イの 間(サ ン マ ー チ ン を含 む)に 横 た わ ろ ハ イ ウ エ イ1,

り1に 沿 った地帯 は 、 即 に部 分 的 に都 市 化 が進 んで い るeこ の 地 区 に対 す

る行 政 サー ビス の拡 充 につ い て の 明 り ょ うな ニ ー ズが あ る。 しか し、市 へ

の統 合 あ るい は 単一 南郡 市へ の 読合 を考 え な い で、 この地 帯 べ の 行政 サー
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ビス を拡 張す る こ とは 、 この地 域 を数 年 独立 した状 態 の ま ま に し、 そ れ に

よって 、 効果 的 な 南郡 計 画 や、 効果 的 な行 政 サー ビス を妨 げ る こ とに な る。

こ う した 、 指摘 を行 方 う理 由は 、 統合 の努 力 に水 をさそ うとい うの では

な く、 機能 的 統 合 へ の ア プ ロー チのお ち入 りやす い あや ま ち を示 す ことに あ

あ る。

ス タ ッ フ.レ ベ ル での市 の正 式 会合 は
、2つ の市 と サ ン マ_チ ン の 独

立 社 会 を1つ の 南郡 市 に統 合 す る察 力 を ふ り迂 る上 で、 考慮 す べ き興 味 を

示 した 。 もし、 穿つ の市 の書 函 、警 察 、 消 防 、給 水 、衛 生 、道 路補 修 、 リ

フ レー シ ョ ンサー ビスの 統 合 が意 味 を 資す な ら、 ギル ロイ市 、 モー ガ ン ヒ

ル市 及 び サ ン ・マ ー チ ン市 の完 全 な統 合 につ いて も考 慮 され るべ きで あ る
。

現 在 が 、全 て の 面 で単 一 南郡 市 の形 成 の概 念 を公約 に試 行 す ろ機 一会で あ

る こと を示 す 要 因 が い くつ か あげ られ る。

1つ は 、ス タ ッ フ ・レベ ル で 、2つ の 市の 競 合 を 真剣 に考 織す る こ とを

望 ん で い る.

第2は 、南 郡 の住 民 が 北部 に特 激 づ け られ る よ うな都 市 の 分散 とそ れ に

薄達 す る問題 か らの がれ られ る とい う靖i－の裁 会 を有 して い、る。 南郡 にお・

け る都 市化 は 勢 を集 中 させ始 め てお り、 こ こ数 年 、南郡 で の実 行 可 能 童行

政機 講 を改 革 す る行 動 を と らな い と、 秩 序 あ る都 市 成 長の;滋会 は永 久 に失

左わ れ るで あ ろ う,、'

湾3は 、政 策 決 定 者 が い くつ か の共 同事業 に 藻力 してい ろ。

最 も意 義 の あ る共同 裏芸 は,水 洗 汚 水 処理 事業 に対 す る共 同作 業 へ の 同

意で ある。 この{同意 に よる成功 は 地 方 行 政 宗 国が共 同 で作 業 を行 な え る こ

とを 示 してい る.,
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3.4学 園

南 郡 地 方 に は3つ の 学 園 地 区 が あ る 。 一 ギ ル ロ ィ 統 一 学 園 地 区 、 モ ー ガ

ン ヒ ル 涜 一 学 園 地 区 及 び ガ ビ ラ ン コ ミ ∴ ニ チ イ カ レ ッ ジ 地 区
。

お・のおのの地区は、地方 で選 出された教育 委員会に よ って統治 されてい

る,、

ド

受園 地 区 と郡教 育局 は 、 南 郡住 民に 対す る教 育 サー ビス を行 な うが、 そ

れ ら(D間 にあ る程度 の重複 がある。

しか し、 厳 密 に い えば 、 南教 育局 が提 供す る サー ビスは 、 地 区 の サー ビ

スとは 重 複 してい ない 。郡 の サー ビス は 、郡 域 全体 に対 す る もの で あ り、

地 区 の サー ビス の補 足 的役 割 をは た す 。

数 年 前 、 ギ・・L-・イ8re-一 ガン ・・市 の 学 因 地 区 は、2つ の単 一 素 懐 区

形成 の た め 、?つ の 小学 校 地 区 に 統合 さ れた 。

これ ら単 一 学 函地 区 の形 成 は 、,多 くの重 複 及 び非 効 率 性 を排 除 した 。

現在 の 南烈 の ※育 サ ー ビス の た め の行 政機 講 は 、最 少 の重 複 サー ビス の

も とで 、妥 当 に運 営 さ れ て い る よ うで あ る。

庖

3.5災 害制御 と水資源保護

南郡地区 には、水資 源保護計 画 を司 どる2つ の特別 区がある。 一南サ ン

タクララ峡谷水資源繰言地区 とサ ンタク ララ郡水資源意 趣 ・

、

サ ンタ ク ラ ラi記事 資源保;:渓区 は、 全都.浅 に わた る範 囲 の広 い水 資源 涙 議

を行 な う。 南 テ ン タク ラ ラ峡 谷水 資 源保 護 区 は、 行政 区面 内 の限 られた 水

:受源 の保 護 活 動 を行 な う
。

196呂 年 、 南サ ン タク ラ ラ峡 谷 水資 源 保護 区以外 の全 ての 地 区 の題 挙
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民は 、彼 らの 責任 地 区 の統 合 と、 サ ンタ ク ララ郡 ぴ 資 源操法 区 の形 彦ξに投

票'した。

2つ の地 区 の水 資 源保 護 活 動 は 、 ほ んの わず か の 重複 が あ る、;a

しか し、 南 サ ン タク ララ郡 水 資源 保護 の 小範 囲 の活 動泣 、重 複 を最 小 に

くい とめ る。

靖 ず ン タク ラ ラ郡 水 資 源保 護 区 の行 政 蓑 境 が アン タ ク ラ ラ郡 水 資 源 俣 簿

区に 幾 合 さ れ るべ き妥 当 な ∴ゴ 生を有 して い ろ友 ら、 選 挙 が な され るべ 糞

で あ る。

2つ の地 区 の統 合 は

…… 南郡 の 行 政 機 構 を簡 素化 す る
や ヘ

……2つ の 水 資 源保 審 地 区 の活動 の重 複 を排 除 す る
。

3.6提 言,

1.防 火

aギ ル ロイ市 、 モー ガ ンヒル市 の 消 防局 と、 ギ ルロ イ、 モ ー ガ ン ヒ

't"の地方 消 防 局 とを1 ,つ の南郡 消防 局 に競合 す べ きで あ る。

b防 火 コス トは 、地 方 及 び都 市 課 税 地 域 の 設置 に ょ り、 両 地 区 で公

平 に割 当 て られ るべ きで あ る。

窯、 土 地 利 用

郡 は 、 領発 さ れた地 域 が市 の1つ に合 併 され な いの で あれば 、 ギ ル

ロィ とモ一 方 ン ヒルの都 市 ナー ビス穂 区 にお け る閤発 を許 可+べ きで

は 互 い。

3、 単 一 南 部市 の形 灰

ギ ル ロイ市 、 モー ガ ン ヒル布及 び サ ン マ ー チ ン の独 立 地 区 を1つ の
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南 郡 市 に統 合 す る実 ジ国 遠li生の再検 討 を行 な うた め の'市民委 員 会 が形 成

さ れ るべ きで あ る。

4,水 資 源保 護 区 の統 合

南 サ ン タ ク ララ峡谷 水 資源 保護 区 は、 可能 な らば サ ン タク ララ郡 水資

叉 に…室区に 統合 さ れ るべ きで あ る。

,

亀
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〔V)PS/3端 末 ユ ーザ 向 入 門 書(SDC)

τ シ ステ ム概 要

DS/3は 、 現 行 の 任意 の フ ァイ ルか ら マネ ジメ ン ト情 報を 得 る こ とが

で き る、 ユー ザ ・オ リエ ン テ ッ ドな ソ フ トウェ ア.シ ステ ムで あ る。DS/

3は 、 パ ラメー タ に よっ て コン トロー ル され る。 このた め、 ユー ザは 自分

の アプ リケー シ ョンや デ ー タの 性質 に合 わせ て任意 にDS/3を 加 工 で き

る。DS/3の 試 作 品は 統計 リポー ト作成 や 予 測計 画 のた め の情 報 を トッ

プ ・マ ネ ジ メン トへ 提 供 す る手 段 と して広 く利用 され てい る。

DS/3は 、 下記 の よ うな優 れ た 特 徴 を持 つ。

1)デ ー タへ の 迅 速 な ア ク セス

2)ノ ン ・プロ グ ラマ向 けの 簡 単 な 使用 方式

3)異 な るデ ー タ ・ペ ースへ の複 数 オ ンライン・ユーザ に よ る同 時 ア ク セ

ス

4)最 高8個 まで の 関連 フ ァイル を リンクで きる デー タ ・ベ ー ス構 成

5)く り返 し可 能 な デー タ(リ ピー テ ィン グ ・デ ー タ)

6)可 変長 レコー ド

7)オ ン ラインで の リポ ー ト作成 可能

本DS/3入 門書 は、 端 末 ユ ー ザ向 けの もので あ り、 ア ウFプ ッh作 成

に関 す る事 例を 中心 に端 末 用 言 語 につ い て説 明す る。 本入門 書 は 、DS/3

の言 語や 能 力が 拡張 され る都 度 改 訂 され る。

2端 末 ユー ザ とDS/3と の対 話

2・1D6/3の 使 用開 始 お よ び終 了 法
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1)LOGIN」'二 〆

LOGINリ ク エ ス トはDS/3.ユ ー ザ を 識 別 す る た め の 命 令 で あ

る 。DS/3の 使 用 を 開 始 し た い ユ ー ザ は
、DS/3と 下 記 の メ ッ セ

ー ジ 交 換 を 行 う
。

① 端 末 ユ ー ザ はL .OGINリ ク エ ス トを 入 力 。

-LOGIN8桁 以 内 の ユ ー ザ 識 別 ネ ー ム

例(LOGINWILLIA斑S)

②DS/3は 、 ユ ー ザ に パ ス ワ ー ド入 力 要 求 。

ENTERP.ASS「WOED

③ ユ ー ザ は パ ス ワ ーー ド を 入 力 し 応 答

例(DS3)

④DS/3は 、 ユ ー ザ が ア ク セ ス し た い デ ー タ ・ペ ー ス 名 の 入 力 を

要 求 。

ENTERDATABASEI.D .

⑤ ユ ー ザ は デ ー タ.ベ ー ス 名 を 応 答 。

例(PERSONNL)

⑥DS/3は 、 デ ー タ ・ベ ー ス の セ キ ュ リ テ ィ ・ キ ー 要 求 。

ENTERSECU.RITYKEY－

⑦ ユ.一=ザ は セ キ ュ リ テ ィ ・キ ー を 応 答 。

例(flNFO)

パ ス ワ ー ドの 管 理 はfacilityマ ネ ジ ャー が 行 い シ ス テ ム 再 ロ ー ドの

際 は 常 に 新 し い パ ス ワ ー ドに 更 新 す る 。 誤 っ た パ ス ワ ー ドを 入 力 し た

ユ ーー ザ 名 をDS/3は 自 動 的 に 記 録 し
、 続 け て2度 誤 り を 犯 し た ユ ー

ザ の 端 末 は 切 断 さ れ る 。
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2)LOGOUT

LOGOUTリ ク エス トはDS/3を 終 了す るた め の 命令 で あ り
、

LOGOUTを 出 した ユー ザの 端末 ラ インは 切離 され i別 の ユ ーザ へ と

と リセ ッ トされ る。

3)OUIT

現在 ア ク セス して い る デー タ ・ベ ースか ら別 の デ ー タ`ペ ー スへ と

オペ レ ー シ ョンを 切 換 え るた め の リク エス ト。LOGINと ほ ぱ 同様

な メ ッセ ー ジ交 換 を行 う。

4)RELOG

－ 度 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン ・ライ ンが切 断 された ユ ーザ に対 し ター ミ

ナル を 再開 す るた め の命 令。

2.2ア ク セス したい 情 報 を 定義 す る方 法

1)DE8CRIBE

ユ ー ザの 入 カ セキ ュ リテ ィ'キ ー によ っ て ア ク セス で き る.デー タ'

ペ ース構 成 要素 に 関 す る情 報 を 出 力す る
。 この 中には 、 書込 禁 止 に関

す る情 報 も含 まれ る。

2)DESC盈IBEHEADING'

ユ ー ザが ア ク セス 可能 な構 成 要素 の カ ラ ム ・こヘッデ ィン グ に関す る

情 報 を 出 力す る。

2.3リ ク エ ス ト受 理 の 報 告 「'1

DS/3は ・ ユー ザ の リク エス 隈 取 った紘 ユ ーザ に対 し 彼 の入 力

ス テ ー'ト メン トを 受理 した 旨を 知 らせ
、 さら に次 の命 令 を 入 力す る よ う

要 求 す る。 これ に 対 しユ ー ザほ望 む 処理 の タイ プを 記号 で 応 答 す る。

Y:ユ ー ザ ・リ『クエ ス トを1つ 処理 す る ご どた ユー ザ端 末 へ と7ウ トプ
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ッ トせ よ 。

F:ユ ー ザ ・ リ ク エ ス トを す べ て 完 了 さ せ た ら ま と め て=・ 一 ザ 端 末 へ

と ア ウ ト プ ッ ト せ よ 。

B:ユ ー ザ ・ リ ク エ ス トを バ ッ チ 処 理 し 、MTな ど に ス ト ア せ よ 。

3ア ウ トプ ッ ト ・ コ マ ン ド

3.1ア ウ ト プ ッ ト ・タ イ プ

ア ウ ト プ ッ ト ・ タ イ プ に は 下 記 の3-種 が あ る 。

1)SINGLE-LINEBLOCKED

2)MULTIPLE-LINEBLOCKED

3)STATIS「clCAL

(マ ト リ ッ ク ス 形 式 の ア ウ トプ ッ ト)

3、2PRINTリ ク エ ス ト

ァ ウ トプ ソ トしたい フ ィー ル ドを 指定 す る。 フ ィー ル ドは、 普 遍、 ユ

ー ザ がPEINTコ マン ドで 指示 した 順序 に従 っ一(
.ア ウ トプ ッ トされ る。

下 記7種 の プ リン トが 許 され る。

1)個 々の 構成 要素 の プ リン ト

ユー ザは 出 力 したい 構 成 要素 を 出力 した い順 序 に リス テ ィン グ し て

DS/3に 入 力で き る。 構 成要 素 指 定 には、 ネ ー ムを 使 って もナ ン バ

ー を 使 って も よい 0

2)連 続 した構 成要 素 の プ リン ト

下 記 の指 .定を 行 え ば、 連続 した構 成 要素 を すべ て 出力 で き る。

P田NT'頒 の構頗 素THRU最 後の構成要素

例(PRI.NTNAMET亘 ヨUJOBCODE)
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3)SETの プ リン ト

セ ッ ト内 に含 まれ る 全構 成要 素 の 出力。

4)数 式 の プ リン ト

特殊 フ ィ ール ドの 出力 ヘ ッデ ィン グ と し て演 算式 の プ リン トを許 す 。

5)統 計 的 デ ー タの プ リン ト
.

下 記 指定 を 行 えば、 統計 的 演算 結 果 が 出 力 され る。

AVE(平 均値)MIN(最 大 値)

TOTAL(合 計)厳AX(最 大値).

SUN(小 計)

COUNT(加 算 した 値 の 個数)

RANGE(最 大 値 お よび最 小 値)

STAT(上 記6つ の 値す べ て を 出 力)

6)統 計 演算 に使 わ れた 全 デ ー タ値 の プ リン ト ・

LISTオ プ シ ョンを使 うと、 演 算 過程 で 使わ れたす べ ての デ ー タ

値を 出 力 で き る。

7)エ ン トリ ・ナ ンバ ーの プ リン ト

DS/3で は 、 マ ス ター ・ファ イル 中 の 個 々の エン トリに ユ ニー ク

な 連続 ナ ン バ ーを つ け て い る。 ユ ーザは 、 構 成 要素 ネ ー ムや 構 成 要 素

ナ ンバ ーの 他 に こ の エン トリ ・ナ ンバ ー も出 力で きる。

3・3SU}剛ARYリ ク エ ス ト

下 記 の統 計 的 小計 値 を 求 め る時 に 使 われ る。

a.小 計 され た 値の 総数

b.小 言十値

。.平 均 値(b÷a)
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d.最 大値 お よび 最小 値

ノン ・ニ ュー メ リ ック ・フ ィー ル ドの場 合 はaだ けが 求 め ら れ る。

3.4く り返 し操 作 の指 定

DS/3は 、 ユ ー ザの 個 々の イ ン プ ッ トを、 次 の 別 の命令 が イン プ ッ

トされ るま で、 くり返 し 処理 で き る。 この 機 能 に よ りユー ザは 、 イ ン プ

ッ トを複 数 のQUERYで 呼 出す こ とが で き るb

1)PBINTSAMEリ ク エス ト

す で に発 行 され てい るPRINTリ ク エス トを別 の ロケ ー シ ョンに

お いて くり返 した い場 合 や 、す で に発 行 され てい るPi"9NTリ ク エ

ス トに別 の フィー ル ドを追 加 した い 時 に用 い る。

例(PRINTsA亙EWHEBELOCATIONEQFC)

ロ ケー シ ョンFcに お いて 同 －PB .INTリ ク エズ トを実 行 せ よ。

例(PRINTSAME,SALARY,C・ ・ 丁 聴UC、2)

す で に発 行 さ れてい るP丑INT・ リク エス トに、 給 与 お よび、構 成要

素 ナ ンバ ー がC10,C11,C12の フィ ール ドを追 加 し て 出 力せ

よ。

2)SUMMA蕊YSAMEリ クエ ス ト

すで に指 定 した の と同 一 の サ マ リー 手順 を、 別 の エ ン トリに対 し て

実 行 した い とき使 う。

(例)男 子(sEXEQ斑)に 対 す るサ マ リー を求 め た後 、

sUMMARYSA鰻ESEXEQFを 指 定す れ ば、 女

子 に対 す るサ マ リーが 求 め られ る。'

3)REPEATリ ク エ ス ト

直前 に発 行 された 、P-RftNT,SUMMARYあ るいはCHAM}E
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リ ク エ ス トを 、 別 の 条 件 で く り 返 し た い 時 に 使 う。

3.5TALLYリ ク エ ス ト

指 定 さ れ た 範 囲 内 に あ る エ ン ト リ の カ ウ ン ト を 行 う。

(例)TALLYW豆ERESALARTGR1000 .00

月 給 が1000ド ル よ り 多 い 人 は 何 人 い る か を 数 え よ 。

'

■

4ア クセ ス した いデー タの議 別 法

デ ー タ ・ベ ー ス 中 の どん な デー タに アク セス した いか を 指定 す るに は

W亘EREク ローズ を使 うo

、
、

W遼ERE

Crネ ー ム

C－ ナ ン バ ー

数 式

エ ン ト リ

た だ し、Cは 構 成 要 素

/関係オ　
i
ノ

C－ ネ ー ム

C－ ナンバ ー

1つ の値

複 数 個 の 僅

僅 の 範囲

1部 分 指定 された 値

数 式

関 係 オペ レー タには 下 記7種 が あ る。

EQ:等 しい

NEあ るいはNQ:等 し くな い

LTあ るい はLS:よ り少 な い あ るいは よ り小『さい

LEあ るいはLQ:以 上

GTあ るいはGR:よ り多い あ るいは よ り大 きい

GEあ るいはGQ:以 上

CONTA亙NS:含 む
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EXCLUDES:含 まない

WHEREか 一ズの使用例を以下va記す・

WHE旦EEMPLNOGR10000

1000番 よ り大 きい 従 業 員 ナ ンバー(を 持b人)

疏EREJCBTITLEEQ・COMP-SYS-SPEC'

CO班P-9YS-9PECと い う ジ ョ ブ ・ タ イ トル

WHEREEE亙PLNONE10丁 亘 ユug99
.

10番 か ら999番 以 外 の従 業 員 ナン バ ー(を 持 つ人)

WEEBE迦PLNOEQ・00,2・0,300

100番,200番300番 の従 業 員 ナ ンバ ー(の 入)

WHEREEMPIＬNOEQ"260

下3桁 が260の 従 業員 ナ ン バー(の 人)

WHEHESAVEG含SALA互Y*0.2

月給 の20%以 上 を貯金 して い る従 業 員

W五.EEEJ6BTITLECONTAI]叉SSYSTEM

sYST遜 とい う語 を含む ジ 。プ ・.タイ トル

WHEEEクn－ ズ とSAMEを 組合 せ るこ と もで き る。

TALLYWHE鼠ESEXEQF

TALLYW亘E鴉ESAMEANDSALARYLE650

碧 羅 頻 数 若 枝 よ.さ ら に、 男子 で な お か つ、 月給65噛 ・ ド

ル以下 の者 を 数 え よ。
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廷 デー タ ・ベ ー ス のサ ブ ・セ ッ ト作 成

SUBgETリ ク エス トは、 デー タ ・ベ ー ス 中、 現行 処理 で ユ ーザ が特

に必 要 とす る部 分 を サ ブ セ ッ トとして 区 別す るため の 命令 であ る。 これ に

よ り、 デ ー タ ・ペ ース 中 の 無関 係 な 部分 へ の サ ー チを くい とめ る こ とがで

き る。

SUBSETコ マ ン ドが 出され る とDS/3は ファ イルを サ ー チし、 サ

ブ セ ッ トと して指 定 され た 基 準に 合 うエ ン トリのみ を、 内部 リス トに 記 録

す る。 そ し て次 に リク エス トが 出 された 時、DS/3は 、一こ の リス トの み

を サー チす るの で、 迅 速 な 応答 、 処 理 時 間 の短縮 に貢献 で き る。 ユー ザは 、

WHEREク ロー ズを 使 って サ ブセ ッ ト指 定を行 う。

SUBSETWHERESKILLSCONTAINS

P巳OG璽.A]汲E】R

6.複 数 個 の 億 を持 つ デ ー タの 扱 い

1エ ン トリ中 に何 回 か 出現す る デー タ、 あ るい は デー タ長 が 固 定 して い

ない デ ー タを、 く り返 しデ ー タ(REPEATIONG・DATA)と 呼

ぶ。 た とえ ば、 個 人 レ コー ド中 の職歴 、 資格 な どが これ にあ た る 。DS/3

端末 ユ ー ザは、 この よ うな く り返 し デー タも普 及 の デ ー タと 同様 の指 定 で

選択 し 出 力結果 を 得 る ことが で きる。 く り返 しデー タの 出 力結 果 を以 下 に

示す 。

作 業 コ ー ド 従業員名1性 別 勤続年数

261

268

…SUS
AN'lF}

DON〕 河AF

斑ARK}班
,1

10

18

13
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ALEXANDRIA

亘 正C登A3ヨD

s、TE▽EN

工匠 互C亘AEL

cA盈OL

JAMES

7デ ー タ 。ベー ス の変更

CEANGEコ マ ン ドは デ ー タ ・ベ ー ス構 成 要 素 の 値 を 下 記 の よ うに変

更す る。

1)新 しい 値を 置換 え る。

2)別 の構 成 要 素 の値 と置 換 え る

3)算 術 演算 の結 果 の 値 と 置換 え る

C翌ANGEコ マ ン ドに よる 変更 は 現 存 の デ、イ・ス"ク ・tt・デー タ ・べrス に 対,

し ダ イ レク トに 行 な われ る。 下記 に対 す るClヨ ムNG・E要 求 は 拒 否 され る。

1)IsAMキ ー

.2)ソ ー ト構 成 要素

3)書 込禁 止 フ ィー ル ド

C夏ANGEで 指定 され る新 デー タ値 の長 さは、 最 初 に定義 され てい る デ

ー タ長 以 下 で あ る こ と。 また 、 値 の フォ ー マ ッ トは新 旧共 に註 しい こ とが

必要 で あろ。

C亘ANGEリ ク エス トをPヨINTリ クエ スhと 組 合せ て 使 うと更 新

前後 の値 を出 力 で き るo

▼190一

」

・●



●

'

q

8リ ポ ー ト作 成 機 能

8.1FO亘 班ATリ ク エ ス ト

FORMATリ ク エ ス トは 下 記 の 特 徴 を 持 つ リ ポ ー トを 簡 単 に 得 る た

め の 命 令 で あ る 。 、.、

・笥)リ ス テ イ ン グ に 工 夫 を こ ら し た リ ポ ー ト

2)コ ン ト ロ ー ル ・ ブ レ イ ク.の 粗 度 サ ブ 。 トー タ ル が あ る 。 ソ ー ト さ れ

た デ ィ.一 テ ィ ル ・ リ ポ ー ト

3)コ ン トn-・u・ ブ レ イ ク の 都 庄 サ ブ ・・ト ー タ ル が あ る 、 ソ ー ト さ れ

た サ マ リー ・リ ボ・一 ト

4)あ ら か じ め プ リ ン ト さ れ て い る 用 紙 へ の 正 し い ア ウ ト プ ッ ト

5)郵 便 番 号 や 住 所 録 そ の 他 、 特 殊 内 容 の リ ボ 「 ト

こ の 他 、D8/3;のFOB亙 五,Tリ ク エ ス トは 、 リ ポ ー トの タ イ トル 、

ペ ー ジ 、 日 付 、 フ ィ ー ル ド ご と の ヘ ッ デ ィ ン グ 、 行 間 隔 や 列 間 隔
、 ベ ー

ジ 。 チ ェ ン ジ、 デ ー タ 値 の サ プ レ ス 、 デ ー タ 値 の 切 捨 、 値 の 編 集 な ど に

対 す る 指 定 が で き る 。 二 度1指 定 さ れ た リ ポ ー ト ・フ ォ ー マ ッ トはDS/3

内 に 保 存 さ 九 る の で 、 再 び フ ・オ ー マ ッ ト作 成 す る 手 間 を 省 く こ と が で き

る 。 た だ レ 、 こ の フ ォ ー マ ッ ト ・カ タ ロ グ 機 能 は 現!ミ ー ジ ョン に は 無 い 。

8.2-PRIOOFリ ク エ ス ト

FOR雄ATリ ク エ ス トを 発 し た ユ ー ザ は 、PRGCFI:リ ク エ ス トに

よ っ て 、 り'ポー ト'レ イ ア ウ トに 関 す る 原 稿 を ・得:る こ と・が で き る 。 こ れ

に よ り ユ ー ザ は 自 分 が 指 定 し た ア ウ・トプ ッ ト フ.オ ー マ ッ トの 正 当 性 を チ

ェ'ッ ク で き る。 ,・ ・.・ 、

8.3ユ ー ザ 指 定 のFO巳 班ATリ ク エ ス ト・、

DS/3提 供 の 標 準 フ ォ ー マ ッ トを 使 い た く な い ユ ー ザ は
、'下 記 コ

一191一



マ ン ドを 使 っ て 自 分 の 望 む フ ォ ー マ ッ トの リ ボ ー ドを 作 成 で き る 。 ・

1)EDIT:数 値 フ ィ ー ル ドを 編 集 し た い と き 使 う。

2)HEAI)ING:1行48キ ャ ラ ク タ ま で 、 最 高3行 ま で の ヘ ッ デ

ィ ン グ を フ ィ ー ル ド中 央 部 に 指 定 で き る 。

穆
3)SK亙P

4)TEXT

例

:行 間 に スペ ー スを 持た せ た い賠 に 指 定す る。・

:特 定 フィール ドの 値 の前後 に キャ ラク タ ・ス トリ

ン グ を 出力 した い乏 き'使 う。 キ ヤ ラ クダ ・ttストリ

ン グの 最大長 は64。

TEXT,DOLLARS,AFTERCOST

cO・STフ ィー ル ドの値 の後 にDOLLABSと 出 力せ よ6

5)TEUNCATE:冗 長 な 値の 右 端 あ るいは 左端 を 切 捨 てた いee使 う。

切 捨 喘 果 の 出力 の 際 のみ 許 され る ので あ り・

DS/3に'お け る演 算 過程 では桁 数 をそ'うえ るた

め の 切捨 は行 な われ ない 。

『
6)6PACE』:出 力 フ ィL・ル ド間に2カ ラ ム以 上 の スペ ー スを持

た せ たい 時 指定 す る。 何 も指 定 しな い とD9/3

は 自動的 に 】,'カラムの スペ ース を与 え る'・6

8.4タ イ トル 指定

DS/3は ユ ーザ に対 し下 記二 種 の タ イ トル指 定 を 許 してい る。

1)EE巳0豆 丁:リ ポー トの 先頭 ペ ー ジ中央 部 に行 間に1行 の スペ ー

スを 持 った3行 ま で の タイ トル を指 定 で きる。

2)PAGE:盈EP()ヨTタdト ルと同様 の フ ォー マ ッ トで 、 各

ペー ジ ごとに タ イ トルを 指定 で きる。

上 記標 準 タ イ ト、レ指 定を 変 えた い ユ ー ザはS誼 輌 よ って行 国詞 整 を 、
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INDENTに よ っ て 書 出 し の カ ラ ム 指 定 を 行 え る 。

8.5ソ ー ト機 自旨

DS/3は ソ、一 ト さ れ た サ ブ ・ ト ー タ ル .・ リポ ー ト を 作 成 し た い ユ ー1

ザ の た め 下 篇己機 能 を 持 つ 。

1)SCRT:最 高11フ ィ ー ル ド ま で を 上 昇 順(Aと 指 定)あ る い

は 下 降 順(B)に ソ ー トで き る 。 こ の 指 定 が な い と

DS/3は 自 動 的 に 上 昇 順 に ソ ー トす る 。 あ ら か じ め

特 殊 な オ ー ダ で ソ ー トさ れ て い る フ ィ ー ル ド1はUを

指 定 す る と 特 殊 オ ー ダ が 維 持 さ れ る 。

2)BREAK:ソ ー ト ・ フ ィ ー ル ド に コ ン ト ロ ー ル'プ レ イ ク を 指 定

す る と き 使 う.。 こ れ に よ り 自 動 的 に 統 計 的 サ ブ"ト ー

タ ル が 計 算 さ れ 出 力 さ れ る 。 コ ン ト・ロ ー ル'ブ レ イ ク

が 必 要 な 最 低 位 の フ ィ ー ル ドを 指 定 す れ ば 、 こ れ よ り

上 位 の フ ィ ー ル ドに 対 し て も 自 動 的 にB'EEAK機 能

が 実 行 さ れ る 。(部 、 課 、 係 で 係 フ ィ ー ル ・ド を 指 定 す

れ ぽ 、 係 が 変 わ れ ば 係 トー タ ル 、 課 が 変 わ れ ば 、 係 と

課 トー タ ル 、 部 が 変 わ れ ば係 、 課 、 部 の ト ー タ ル が 求

め ら れ る 。)BREAKは 、 最 高6種 の ソ ー ト ・フ ィ

ー ル ドに 対 し て 指 定 で き る6 ・

3)REORDER:デ ー タ ・ フ ィ ー ル ドの 出 力 順 序 を 変 え た い 時 指 定 す

る0

4)統 計 的 演 算 結 果:コ ン ト ロ ー ル ・ブ レ イ ク の 除 平 均 値 や 最 大 最 小 値

な ど を 求 め た い と き 指 定 。 ・下 記7種 が あ る 。

SUIM(']¢ ○.TAL)CCIUNT(CUT)・
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蕊ANGEM』[]可 』㌧4AX

AVG(A▽E)STAT

5)EJECT:指 定 し た ソ ー ト ・'フィ ー ル ド の 値 が 変 わ る ご と に ペ ー

ジ ・チ ェ ン ジ し て 出 力 を 開 始 す る 機 能 。

8.6サ マ リー だ け を 出 力 す る 機 能

こ の 機 能 はFO飛 足ATSU亙MA巳Yリ ク エ ス ト と 呼 ば れ 、'

DS/3の 持 つ 優 れ た 特 徴 の1つ で あ る 。 統 計 的 フ ィ ー ル ドを 含 むPR

lRTリ ク エ ス ト に 対 しsFOE班ATSUMMAEYを 指 定 す る と 、

詳 細 デ ー タ 値 は 出 力 さ れ ず サ マ リ ー だ け が 出 力 さ れ る 。 こ の 際 ア ウ トプ

ッ トは 自 動 的 に 上 昇 順 に ソ ー トさ れ る 。FORMATSUMMA亘Y

リク エ ス トは 、 パ ッ'チ ・モ ー ドで の み 許 さ れ る 。

8.70MITオ プ シ ョ ン

O鉦ITリ ク エ ス トは 下 記 目 的 で 使 用 さ れ る 。

1)前 も っ て70リ ン トー1■フ ィ ー ル ド と し て 指 定 さ れ て い た フ ィ ー ル ドを
、

プ リ ン ト'リ ス トか ら 除 去 す る た め 。

2)FO巳MATリ ク エ ス トで 指 定 し た 昌 項 を 無 効 に す る た め 。

、例 ・ ○ 壬{ffTF3_E3の プ リ ン ト ア ウ トを 中 止 。

0]汲ITTE翌M五NAL

定 め ら れ た 範 囲 外 の カ ラ ム に 出 力 さ れ る 値 を す べ て 除 去 せ よ 。

O班 亙TB]BEAKコ ン ト ロ ー ル'ブ レ イ ク を 無 視 せ よ 。

8.8正5A昼GINオ プ シ ョ ン

…MA丑GINリ ク エ ス1・}ま 、 オ ン ラ イ ン ・タ ー ミナ ル や オ フ ラ イ ン ・

プ リ ン タ の 横 幅(カ ラ ム 数)を 適 当 な 長 さ に 調 整 し た い 時 使 わ れ る 。 一

度 出 さ れ たMARGINリ ク エ ス トは 、 次 に'MARGINl]ク エ ス トが
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出 さ れ る ま で 維 持 さ れ る 。

例MARGIN80T

タ ー ミ ナ ル の 横 幅 を80カ ラ ム に セ ッ トせ よ 。

W〔ARGIN60BAIrCH

プ リ ン タ の 横 幅 を60カ ラ ム に セ ッ トせ よ 。
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〔v[E〕 テ ク ニ コ ン社 に おけ る 医療 情 報 シス テ ム

MIS。 ・ 。医療 保 健 従 事者 を 考 え て設 計 された。 ⑭

叉ISは 医 師 、 看護 婦、技 師 、 そ の 他 医療 従富 者 の 方 々に お 使い 戴 い て お

ります 。 シス テ ムを用 い て 直接 溺 信ず る こ とに よ り、 医療 指 示や 報告書 類 の

誤 配や 取違 え を防 ぐこ と がで き ます 。 この シス テ ムでは 、 入院 か ら退院 まで

を通 じて 患 者 の デ ータ を 処理 し、 分 類 し、 役 に 立つ よ うに致 し ますo

この シス テ ムに よ って 医師は 愚老 の 状 態 を 知 った り、 回復 の 程度 を 評価 し

た り、 今後 の 治療 の方 針 を建 て た りす る こ との助 け を得 る こと がで き ます。

端 的 に 云えば 、MIS-1は 必 要 とされ る場 所 と時 に情 報 をお届 け 致 しま

す。

更 に この シ ステ ムを使 うこ とに よ り、時 間 の 短縮 、 管 理 の 向上、 誤 記 の 減

少、 確度 の 向上 、 費用 の軽減 な どを 図 る こ とが で きま す。

短期的 直接効果 ⑧

〈医療面>

o医 師に積極的な医療管 理を提供す ること。

○正看護婦 に患者の状態 につい てより高 い視野 を提供す ること
。

o看 護 計画 をよ り効 果的且つ 効率的な ものとす ること。

o患 者のデータの確度 を 向上 させるこ と。

O応 答時 間の短縮 を図 る こと。

。医療行為 と検査結果要 約を提供す る こと。

〈生産面>

060以 上の手作業 に よる情 報手 段の省 力化。
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o年 間200万 枚 以上 の書 類 の 削減。

O備 品 や 材料 の 使 用の減 少。

O請 求 洩 れ の減 少 。

○事務i業務 の 能 率 化o

o個 々の能 力の 向上。

O最 大限 の設 備 利 用O

o収 益 の 向上 。

間接 的効果 ◎

O病 院 と医療従婁者 と患者の関 係の改善 。

o医 療管理へ の新 しい接近 を 可能にす ること。

○新しい財 政運営 と管理 法の提供。

b

長期的効果 ⑪

o社 会的趨 勢に容易 に適 合可能な こと。

O新 しい医療 の傾向 に合致 させ られ るこ と。

O研 究や教育 におけ る技術革新 に沿え ること。

o教 育面での 可能性 と柔軟性の提供。

入退院 システム ⑧

入退 院 シ ス テ ムは 、o入 院 記録 を 直 ち に発行 し、o伝 達 し、o入 院 予 約、

救 急、 外来 の 処理 、O病 床 の空 きの状 態の 即時 把 握、O国 勢認 査 用 フ ァ イル

と住民 一 覧、O病 床 利用 状 況(在 床 、、転 朱、 退院)な どの即時 通知 一 な どを

提 供い た します 。
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薬局 システム ⑤

薬 局 シ ステ ムは 。調 剤 料金 票 、o過 去 か ら 現在 に わた った 処方 の 参照、o単

位 薬 剤 の 付加 シス テ ベ 。薬 袋 ラベル、 。処 方記 録、 。自動化 され た書 類作

成 な どを 提 供 致 し ます。

看護 システム ◎

o医 療 の 向上 、o医 療 指 示 の取 扱い 業務 や 、物 品 要求票 、 処 方 カー ド、 請 求

書 、 国 勢調 査 票、 毎度 の温度 表 類 な どの手 作 業 に よる 作成 の廃 止、 ○生 死 に

かか わ る 前兆 や、 投薬 、 全 ての 医療 指示 、 観察 な どを速 や か か つ 正 確に 記録

す る こ と、o医 療 計画 、即 ち現 在 の状 態 、 現在 及 び24時 間 の要 約記 録 、看

護計 画 、新規 や進 行 中の指 示 を直 ち に記 録 す る こ と、 入 院 、転 床 、退 院 な ど

の患 者の 居 所 の 管理 と伝 達 を向 上 させ ま す 。

事務 シ ス テム

。患 者 会計

⑬

医 師 知 育報 シ ステ ム ③tttt・t':t;

医 師 用情 報 シ ス テ ムは 現在 進 行 中 の 指示 、 疾 患 別 あ るいは 順 序別 の全 て の

指示 、 ス ク リー ンあ るい は ハ ー ドコ ピー に よ る検 査結 果、 臨床 検査 の集 積 、

看護 観察 記録な どを直ち に検索 した りす るこ と。転記 ミスや誤 読を防 ぎご対

応の タイ ミング を適 当 に し、 出 された 指 示 と行 われ た 看護 の 完 全 な 一致 を 見

る よ うにす る と云 った医 師 の 直接 指示 を行 うこ と。 サー ビスの 全 て を記録 し、

(医 師 に よ って 定 型化 し て い る 指示 … 処 方 な ど)指 示 の セ ッ トを前 もって 貯

え る こ と、 その 準 備 され た 指示 の 自動化 を行 うこ と、 配合 禁 忌(薬 剤)を 自
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勤化 す る こ と、 診 療 記録 と して 検査結 果 要約 を 作 成す る こと、 医療 記録 の 構

成 や書 式 を よ りよ く改 め る こと、 い か な る端 末か ら も患者 表 の ア ク セスを し

指 示 を行 った りす る こ とな どが 行 え ます 。

、

放射 線科 システム ③

放射線 科 システムは 準備 された指示 の自動化、普通 の指示を 予め貯 えてお

くこと・医師の指示のための指定用画面、放射線技 師 が必要な とき患老衰を

参照可能な こと、 デ イ リーな放射線照射 録の 要約、 現状 と管理についての予

備報告、 自動会計書 類作成な どを行います。

検査 システ ム ⑬

医師 か ら直 接 検 査指 示 を受 け る こ と で誤 りを防 ぎ 中 間の経 由 に よる遷 れ も

防 げ ます 。 愚 老 記録 に 直接 出た検 査 結果 を入 れ て整 理 す るの で エ ラーや 遅 れ

は 更 に滅 らせ ます 。 時 間 、 グル ー プ、 タ イプ に よ って 自動的 に検 査結 果 が 分

類 され ・ 看護 ス テ ー シ ョン(病 棟)と 病 床 巷 号 に よ って サ ン プ ル リス トが 作

成 され、 グル]プ あ るいは 個 人 単位 で ワー ク ジー トが用意 され るこ と、 現 状

と管理 につ い て の 予備 報告 、 医 師へ の 検査 要約 の 蓄 積 、 検 査室 長 へ の デ イ リ

ー な検 査 要約
、 高速STATテ ス トレポー ト作 成 、 会 計 の 自動 化 な どが 提供

され ます。

補助 システム'⑪

制酸 献立 と床 人用食礁 立の 自動 ヒ中 央 物品管 瓢 アイハ ープ
、

心電図、心音図、筋電図、筋機能検査、吸入治療、 物理療法な どの要求 と報

告書作成の システムな どが提供 され ます。
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医療 報告 書 作 成 ⑱

ビデオ デ ィス プ レ イと 無音 プ リン タに特徴 を持 つ テク ニ コン ビ デオ マ ト リ

ックス端 末 は 病院 内の 重 要 な 地 点 に設 置 され 資格 を 持 った職 員 に よる、 直接

的 で早急 な 情 報 の ア クセ ス を提 供 し ます。 デー タは 自動的 に蓄 積 され 、 ソー

トされ、 再 編 成 され て 物 品請求 書 、 ス ケ ジ ュール、 記録 類 な ど とし て適 当 な

部 署や サ ー ビス部 門へ 送 達 され ます 。M19に よ って 患者 の永 久 的 な記 録 が

作成 され ます 。 す な わ ち 入院 記 録 、24時 間 及び検 査結 果 の 要 約 記録 な どは

患 者表 の 欠 かせ ない 部 分 とな り ます 。

定形的 な病 歴 、 体 力 測 定 記録 、 同 意書 、 医師 の作業 進 行 表 や コン サ ルテー

シ ョン の記 録は(患 者 表 と して)保 存 され ます。 またMIS-1で は広 範 囲

に わた る当座 に使 わ 飴 る ワー ク シー ト、 要約、 行為 の レポー トが 作成 され ま

す 。

患者治療計画 ⑲

各(医 師の)交 代 毎に要求 に応じて各患者 毎に治療計画を プ リン トします。

この計画は 現在 までの医療 と看護の指示 からデー タを抽出 して、次 の人の担

当時間に必 要 とされ る治療 と看護 の完全、詳細な記事 を次 の看護担 当者に渡

し ます。

要約(記 録 の 要 約)◎

現在 と24時 間 の要 約 は 患者 毎 に 自動的 に プ リン トア ウ トされ ます。 要 約

は 看護 の 注 意全 て としVitalSignと 、 そ の 担 当時 間 内の新 た に 与 え ら れ

た 指示 と、新 し い指 示 と、補 助 的 な部署 か らの報 告 と、 看護 記録 を 含 ん でお

ります 。 これ ら の要 約 は 患者 の 受 けた治 療 の 前後 の状態 を医 師 や看護 婦 が 見

'
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るこ とを 可能 に しま す。

テ クニ コン 医 療情 報 シ ス テ ムMIS－ 亙

⑧

口操作 しやす い 、 リアル タ イムの医 療情 報 シス テ ムです 。

[〕病 院 の 包括 的 な要 求 に 応え るい くつ か の相互 に連 係 を と った シス テ ムを提

供 し ます。

口 医療提 重 老 に直 接 使 用 し てい た だ くよ うに設計 さ れた テ ク ニ コン ・ビデオ ・

マ ト リックス端 末 です 。

口 最 高の 信頼 性 を有 し ます。

口 患者 デー タの 確実 性 を有 し ます。

〔]各病院 独 自 の要 求 に沿 え る自 由 さを持 っ てい ます 。

[コ健康 管理 の 変化 や コ ン ピ ュー タ技 術 の 変 化 または 病 院 の 拡 大 と組 織 化 を 充

分克 服 で き る設計 に な ってい ます 。

口 患者 の診 療、 病 院 の生 産 性、 患者 と医 師 の信 頼 関係 な どを充 分 に 吟味 して

HEWに よ って選 ば れ て い ます 。

口 病院 自動化 の 分野 での テ ク ニ コ ン社 の無 制 限 の保 証 に よって 裏打 ち され て

い ます 。

、,'・
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